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博 士 学 位 論 文  

 

女 子 大 学 生 の 健 康 状 態 と 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

 

 

要 旨  

 

【 背 景 】 大 学 生 と な る 時 期 に は 、 家 族 と 離 れ 一 人 暮 ら し を 始 め た

り 、 家 族 と 共 に 暮 ら し て い て も 、 そ れ ま で の 生 活 パ タ ー ン に 変 化

が み ら れ 、 食 行 動 ・ 食 環 境 が 大 き く 変 化 す る 時 期 で あ る 。 女 子 大

学 生 を 取 り 巻 く 生 活 環 境 の 多 様 化 ・ 複 雑 化 は 、 食 生 活 に も 様 々 な

影 響 を 及 ぼ し て お り 、 肥 満 、 栄 養 バ ラ ン ス の 偏 り 、 不 規 則 な 食 事

な ど の 問 題 が 指 摘 さ れ て い る 。  適 切 な 食 行 動 、 食 習 慣 は 健 全 な

心 身 の 維 持 ・ 成 長 を 促 し 、 貧 血 や 骨 粗 し ょ う 症 を 防 ぐ た め に も 重

要 で あ り 、 特 に 女 性 の 場 合 は 、 将 来 の 出 産 、 育 児 の た め に も 必 要

と な る 。 ま た 、 痩 せ て い る 方 が 魅 力 的 で あ り 容 姿 も 美 し い と い う

社 会 的 風 潮 や 価 値 観 の た め に 、 肥 満 で も な い の に 痩 せ る こ と を 望

ん で い る 女 子 学 生 は 多 い 。 健 康 的 な ラ イ フ ス タ イ ル の 確 立 と い う

観 点 か ら 女 子 学 生 の 食 生 活 の 実 態 を 把 握 し 、 健 康 状 態 と の 関 連 を

検 討 す る こ と は 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。 大 学 生 の 「 食 と 健 康 」 に

関 す る 問 題 を 個 々 に 調 査 し た 研 究 は 多 く み ら れ る が 、 健 康 状 態

（ 身 体 計 測 、 血 液 検 査 ） お よ び 栄 養 摂 取 状 況 、 食 行 動 を 総 合 的 か

つ 経 年 的 に 調 査 し た 報 告 は 少 な い 。 名 古 屋 学 芸 大 学 管 理 栄 養 学 部

で は 、 2 0 0 7 年 よ り 1 年 生 を 対 象 に こ れ ら の 調 査 を 実 施 し て い る 。
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今 回 は そ の デ ー タ を 用 い 女 子 大 学 生 を 対 象 に 以 下 の 研 究 1～ 研 究

4 を 実 施 し た 。  

【 方 法 】 ① 健 康 状 態 に つ い て は 身 体 計 測 （ 身 長 、 体 重 、 B M I、 体

脂 肪 率 、血 圧 、上 腕 周 囲 長（ A C）、上 腕 三 頭 筋 皮 下 脂 肪 厚（ T S F）、

ウ エ ス ト 周 囲 長 、 骨 密 度 ） と 血 液 検 査 （ 総 蛋 白 、 ア ル ブ ミ ン 、 総

コ レ ス テ ロ ー ル 、 中 性 脂 肪 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 L D L コ レ ス

テ ロ ー ル 、血 糖 、H b A 1 c、尿 酸 、B U N、ク レ ア チ ニ ン 、A S T、A L T、

γ - G T P、L D H、ア ミ ラ ー ゼ 、白 血 球 数 、赤 血 球 数 、ヘ モ グ ロ ビ ン 、

ヘ マ ト ク リ ッ ト 、 血 小 板 、 血 清 鉄 、 フ ェ リ チ ン ） を 実 施 し た 。 ②

栄 養 調 査 は 食 物 摂 取 頻 度 調 査 （ F F Q） 、 ③ 食 行 動 調 査 は 独 自 で 作

成 し た ア ン ケ ー ト を 用 い て 実 施 し た 。  

【 結 果 】  

研 究 1  女 子 大 学 生 の 健 康 状 態 と 栄 養 摂 取 状 況 に 関 す る 研 究  

対 象 者 は １ 年 次 女 子 大 学 生 6 9 9 名 で 、健 康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取

状 況 は 、 全 国 平 均 と ほ ぼ 同 じ で あ り 、 健 康 状 態 に 大 き な 問 題 は み

ら れ な か っ た 。肥 満 者 で は 、血 圧 や 血 糖 値 が 高 い 者 の 頻 度 が 多 く 、

エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は む し ろ 低 い 傾 向 が み ら れ た 。 生 活 習 慣 の 改 善

に つ い て「 準 備 期 」で あ る 者 が 8 9％ と 高 か っ た が 、食 事 を「 腹 八

分 目 で 抑 え る 」 者 が 少 な く 、 「 早 食 い で あ る 」 、 「 朝 食 欠 食 率 が

高 い 」 な ど 望 ま し く な い 食 行 動 を と る 頻 度 も 高 く 、 改 善 意 識 と 行

動 が 伴 っ て い な い こ と が 考 え ら れ た 。骨 密 度 が 低 い 者 は「 低 体 重 」

で あ る 者 が 多 く 、 過 度 に 痩 せ る こ と は 骨 密 度 低 下 を 招 く こ と が 明

ら か と な っ た 。 治 療 を 要 す る 鉄 欠 乏 貧 血 は 全 体 の 約 １ ％ で 、 た ん

ぱ く 質 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 低 い こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 フ ェ

リ チ ン や 血 清 鉄 の 低 下 が み ら れ る 潜 在 的 な 鉄 欠 乏 状 態 の 者 は 約
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2 6％ で あ っ た 。  

研 究 2   

居 住 形 態 の 違 い に よ る 健 康 状 態 と 栄 養 摂 取 状 況 に 関 す る 研 究  

一 人 暮 ら し 学 生 （ 1 4 1 名 ） は 自 宅 生 （ 4 1 7 名 ） よ り B M I は 低 か

っ た が 、 血 液 検 査 、 骨 密 度 に 大 き な 問 題 は 認 め な か っ た 。 エ ネ ル

ギ ー 摂 取 量 は 自 宅 生 （ 1 7 3 4± 5 3 4 k c a l） に 比 べ 、 一 人 暮 ら し 学 生

（ 1 4 7 3± 3 4 7 k c a l） で 有 意 に 低 か っ た 。 朝 食 欠 食 率 は 一 人 暮 ら し

学 生 で 若 干 高 か っ た 。 健 康 状 態 や 食 生 活 が 大 学 入 学 後 に 「 悪 化 し

て い る 」 と 感 じ る 者 が 多 か っ た 。 食 物 選 択 理 由 と し て 、 一 人 暮 ら

し 学 生 で は 「 価 格 」 （ 5 3 . 2 %） 、 自 宅 生 で は 「 味 」 （ 3 8 . 1％ ） が

多 く あ げ ら れ た 。 栄 養 摂 取 不 足 が 続 く こ と は 、 将 来 、 様 々 な 疾 病

の 発 症 リ ス ク が 高 く な る 可 能 性 が あ り 、 改 善 さ れ る べ き で あ る が 、

経 済 的 側 面 の 影 響 も 大 き い こ と が 明 ら か と な っ た 。  

研 究 3   

女 子 大 学 生 の ボ デ ィ イ メ ー ジ と 栄 養 摂 取 状 況 に 関 す る 研 究  

1 年 次 学 生 で 自 己 の 体 格 を 正 し く 認 識 し て い る 者 は 5 8 . 0 %（ 正

常 認 識 群 ） 、 過 大 評 価 し て い る 者 は 4 0 . 9 %（ や せ 願 望 群 ） で あ っ

た 。や せ 願 望 群 で は 、正 常 認 識 群 と 比 較 し て 、エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、

タ ン パ ク 質 、脂 質 、ビ タ ミ ン A、カ ロ テ ン 、ビ タ ミ ン B 1、カ ル シ

ウ ム 、 亜 鉛 、 乳 類 の 摂 取 量 が 少 な い 傾 向 が み ら れ た 。 血 液 検 査 で

は 貧 血 、 耐 糖 能 異 常 、 脂 質 異 常 の 指 標 で は や せ 願 望 群 と 正 常 認 識

群 で 大 き な 差 は 認 め な か っ た 。 1 年 次 と 4 年 次 に 同 一 学 生 で 経 年

変 化 を み る こ と が で き た 7 1 名 で は 、4 年 次 で や せ 願 望 群 の 骨 密 度

が 有 意 に 低 値 で あ っ た 。  
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研 究 4  血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と 栄 養 摂 取 状 況 に 関 す る 研 究  

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 測 定 が 可 能 で あ っ た 5 9 8 名 の 1 年 次

女 子 学 生 を 対 象 と し た 。 女 子 大 学 生 に お い て も 中 高 年 と 同 様 に 、

肥 満 者 で は 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 低 下 が 認 め ら れ た 。 ま た 、

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 低 値 者 は 、 B M I、 体 脂 肪 率 、 ウ エ ス ト 周 囲

長 が 高 値 で あ っ た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 低 値 者 で は 収 縮 期 血 圧

の 上 昇 を 認 め た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 低 値 者 で は 血 中 コ レ ス テ

ロ ー ル 値 、 中 性 脂 肪 値 、 血 糖 値 、 H b A 1 c 値 、 尿 酸 値 な ど 、 メ タ ボ

リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム で 問 題 が 出 現 す る 可 能 性 が あ る 指 標 に 大 き

な 問 題 は 認 め な か っ た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 低 値 は 若 年 女 性 で

は 大 き な 影 響 を 与 え て い な か っ た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 高 値 群

で は 、 低 値 群 よ り 食 物 繊 維 の 摂 取 量 が 有 意 に 多 か っ た 。 ま た 、 食

物 繊 維 摂 取 量 が 多 い ほ ど 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 は 高 く 、 食 物

繊 維 の 摂 取 が 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 改 善 に つ な が る 可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。  

【 結 語 】 女 子 大 学 生 に 対 し 、 身 体 計 測 、 血 液 検 査 、 栄 養 調 査 、 食

行 動 調 査 を 行 っ た 。 一 人 暮 ら し 学 生 は 自 宅 生 と 比 べ て 、 エ ネ ル ギ

ー 摂 取 量 、 栄 養 素 摂 取 量 が か な り 低 か っ た が 、 現 時 点 で は 健 康 障

害 は 認 め な か っ た 。 し か し な が ら 、 大 学 に 入 学 後 、 健 康 状 態 お よ

び 食 生 活 が 悪 化 し た と 感 じ て い る 者 が 多 く 、 潜 在 的 な 健 康 障 害 が

危 惧 さ れ た 。 女 子 大 学 生 で も 肥 満 は 血 圧 上 昇 や 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク

チ ン 値 低 下 を 引 き 起 こ し て お り 、 将 来 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム の 高 リ ス ク 者 と な る 可 能 性 が 明 ら か と な っ た 。 ま た 血 中 ア デ ィ

ポ ネ ク チ ン 値 と 食 物 繊 維 と の 関 連 が 明 ら か に な り 、 ア デ ィ ポ サ イ

ト カ イ ン の 分 泌 異 常 を 改 善 す る た め の 食 事 と し て は 、 食 物 繊 維 の
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摂 取 が 有 効 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

一 方 で 、 従 来 報 告 さ れ て い る よ う に 低 体 重 者 に は 骨 密 度 低 値 の

者 が 多 い こ と が 本 調 査 で も 明 ら か と な っ た 。 体 格 が 痩 せ や 普 通 で

あ る に も 関 わ ら ず 、 自 己 を 過 大 評 価 す る 学 生 が 多 く み ら れ る 。 経

年 的 経 過 観 察 に お い て は 痩 せ 願 望 の あ る 者 で 骨 密 度 の 低 下 の 可

能 性 が 示 さ れ た 。  
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D O C T O R A L  T H E S I S  

 

A  S t u d y  i n  t h e  H e a l t h  C o n d i t i o n  a n d  N u t r i t i o n a l  I n t a k e  

S t a t u s  a m o n g  J a p a n e s e  F e m a l e  S t u d e n t s  

 

A B S T R A C T  

 

[ B a c k g r o u n d ]   

 W h e n  a  p e r s o n  b e c o m e s  a  u n i v e r s i t y  s t u d e n t  t h e r e  a r e  s o m e  

d r a s t i c  c h a n g e s  i n  t h e i r  e a t i n g  b e h a v i o r  a n d  f o o d  e n v i r o n m e n t  a s  

t h e y  s t a r t  t o  l i v e  i n d e p e n d e n t l y  a w a y  f r o m  t h e i r  f a m i l i e s  o r  e v e n  

w h e n  t h e y  l i v e  w i t h  t h e i r  f a m i l i e s ,  t h e r e  a r e  c h a n g e s  i n  t h e i r  l i f e  

p a t t e r n s  c o m p a r e d  t o  b e f o r e .  S u c h  c i r c u m s t a n c e s  f o r  f e m a l e  

s t u d e n t s  h a v e  b e c o m e  d i v e r s i f i e d  a n d  c o m p l i c a t e d  a n d  h a v e  

t h e r e f o r e  a f f e c t e d  t h e i r  d i e t s  i n  v a r i o u s  w a y s .  T h u s  p r o b l e m s  

s u c h  a s  o b e s i t y ,  n u t r i t i o n a l  i m b a l a n c e  a n d  i r r e g u l a r  e a t i n g  

h a b i t s  h a v e  b e e n  r e v e a l e d .   

A p p r o p r i a t e  e a t i n g  b e h a v i o r  a n d  e a t i n g  h a b i t s  e n c o u r a g e  

m a i n t e n a n c e  a n d  g r o w t h  o f  a  h e a l t h y  m i n d  a n d  b o d y  a n d  t h e y  a r e  

a l s o  i m p o r t a n t  f o r  t h e  p r e v e n t i o n  o f  a n e m i a  a n d  o s t e o p o r o s i s ,  

e s p e c i a l l y  f o r  f e m a l e s  a s  s u c h  h a b i t s  a r e  n e c e s s a r y  f o r  p r e g n a n c y  

a n d  p a r e n t i n g  i n  t h e  f u t u r e .  I n  a d d i t i o n ,  d u e  t o  s o c i a l  t r e n d s  a n d  

v a l u e s  p r o m o t i n g  t h e  c o n s e n s u s  t h a t  l e v e l s  o f  b e a u t y  a n d  

a t t r a c t i v e n e s s  a r e  l i n k e d  t o  b e i n g  s l e n d e r ,  m a n y  f e m a l e  s t u d e n t s  

a i m  t o  b e c o m e  t h i n n e r  e v e n  t h o u g h  t h e y  a r e  n o t  o v e r w e i g h t .  
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 I t  i s  i m p o r t a n t  t o  u n d e r s t a n d  t h e  a c t u a l  c o n d i t i o n s  o f  f e m a l e  

s t u d e n t s ’  d i e t s  i n  t e r m s  o f  e s t a b l i s h i n g  a  h e a l t h y  l i f e s t y l e  a n d  t o  

s t u d y  t h e  c o r r e l a t i o n  w i t h  h e a l t h  c o n d i t i o n s .  

T h e r e  i s  a  l o t  o f  r e s e a r c h  i n v e s t i g a t i n g  i n d i v i d u a l  p r o b l e m s  

r e g a r d i n g  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s  “ d i e t  a n d  h e a l t h ” ,  h o w e v e r ,  o n l y  a  

f e w  r e p o r t s  h a v e  i n v e s t i g a t e d  h e a l t h  c o n d i t i o n s  ( i n c l u d i n g  

p h y s i c a l  m e a s u r e m e n t s  a n d  b l o o d  e x a m i n a t i o n s ) ,  n u t r i t i o n a l  

i n t a k e  c o n d i t i o n s  a n d  e a t i n g  b e h a v i o r s  o v e r a l l  a n d  o v e r  a  l o n g  

t e r m .  N a g o y a  U n i v e r s i t y  o f  A r t s  a n d  S c i e n c e s  D e p a r t m e n t  o f  

N u t r i t i o n a l  S c i e n c e s  ( N U A S )  h a v e  c o n d u c t e d  t h e s e  s u r v e y s  o n  

f i r s t  y e a r  s t u d e n t s  s i n c e  2 0 0 7 .  T h i s  t i m e  w e  h a v e  a n a l y z e d  t h e  

d a t a  a n d  c o n d u c t e d  t h e  f o l l o w i n g  s t u d i e s  1 - 4 ,  t h e  s u b j e c t s  w e r e  

f e m a l e  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s .  

 

[ M e t h o d ]  

① T h e  H e a l t h  c o n d i t i o n  o f  e a c h  i n d i v i d u a l  w a s  o b t a i n e d  

a c c o r d i n g  t o  p h y s i c a l  m e a s u r e m e n t s  ( H e i g h t ,  B o d y  w e i g h t ,  B o d y  

M a s s  I n d e x  ( B M I ) ,  B o d y  f a t  p e r c e n t a g e ,  B l o o d  p r e s s u r e ,  A r m  

c i r c u m f e r e n c e  ( A C ) ,  T r i c e p s  s k i n f o l d  t h i c k n e s s  ( T S F ) ,  W a i s t  

p e r i m e t e r ,  B o n e  d e n s i t y )  a n d  b l o o d  e x a m i n a t i o n s  ( T o t a l  P r o t e i n ,  

A l b u m i n ,  T o t a l - C h o l e s t e r o l ,  T r i g l y c e r i d e ,  H D L - C h o l e s t e r o l ,  

L D L - C h o l e s t e r o l ,  F a s t i n g  B l o o d  S u g a r ,  H b A 1 C ,  U r e a  A c i d ,  B U N ,  

C r e a t i n i n e ,  A S T ,  A L T ,  γ - G T P ,  L D H ,  A m y l a s e ,  n u m b e r  o f  W h i t e  

B l o o d  C e l l s ,  n u m b e r  o f  R e d  B l o o d  C e l l s ,  H e m o g l o b i n ,  H e m a t o c r i t ,  

P l a t e l e t ,  S e r u m  I r o n ,  F e r r i t i n ) .  ② D i e t a r y  a s s e s s m e n t  w a s  
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p e r f o r m e d  b y  c a r r y i n g  o u t  a  f o o d  f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  ( F F Q ) .  

③  O r i g i n a l  q u e s t i o n n a i r e s  w e r e  c o n d u c t e d  i n  o r d e r  t o  

u n d e r s t a n d  e a t i n g  b e h a v i o r .  

 

 [ R e s u l t s ]   

S t u d y 1 :  O v e r v i e w  o f  t h e  H e a l t h  C o n d i t i o n  a n d  N u t r i t i o n a l  I n t a k e  

S t a t u s  a m o n g  J a p a n e s e  F e m a l e  S t u d e n t s  

T h e  H e a l t h  c o n d i t i o n  a n d  n u t r i t i o n a l  i n t a k e  s t a t u s  o f  s t u d e n t s  

a t  N U A S  w e r e  a l m o s t  t h e  s a m e  a s  t h e  n a t i o n a l  a v e r a g e  a n d  n o  

m a j o r  p r o b l e m  w a s  e v i d e n t  i n  t h e i r  h e a l t h  c o n d i t i o n s .  I n  o b e s e  

s t u d e n t s ,  t h e r e  w a s  a  h i g h e r  f r e q u e n c y  o f  h i g h  b l o o d  p r e s s u r e  

a n d  a  h i g h  b l o o d  s u g a r  l e v e l ,  b u t  t h e r e  w a s  a  t e n d e n c y  f o r  t h e i r  

e n e r g y  i n t a k e  t o  b e  r a t h e r  l o w .  C o n c e r n i n g  l i f e s t y l e  

i m p r o v e m e n t ;  a s  m a n y  a s  8 9 %  o f  s t u d e n t s  w e r e  i n  a  s o - c a l l e d  

“ aw a r e n e s s  t e r m ” ,  h o w e v e r ,  t h e r e  w e r e  a  f e w  s t u d e n t s  w h o  “ a t e  

m o d e r a t e l y ” .  T h e  f r e q u e n c y  o f  t h o s e  w h o  h a d  u n d e s i r e d  e a t i n g  

b e h a v i o r  l i k e  “ e a t i n g  q u i c k l y ”  o r  “ a  h i g h  r a t e  o f  s k i p p i n g  

b r e a k f a s t ” ,  t h e r e f o r e ,  w e  c a n  c o n s i d e r  t h e r e  i s  n o  a s s o c i a t i o n  

b e t w e e n  i n t e n d e d  i m p r o v e m e n t  a n d  a c t u a l  a c t i o n s .    

A m o n g  t h e  s t u d e n t s  w i t h  l o w  b o n e  d e n s i t y  r e a d i n g s ,  m a n y  w e r e  

‘ u n d e r w e i g h t ’ ,  t h e r e f o r e  i t  w a s  r e v e a l e d  t h a t  l o s i n g  t o o  m u c h  

b o d y  w e i g h t  c a n  c o n t r i b u t e  t o  a  d e c r e a s i n g  b o n e  d e n s i t y .  

I r o n  d e f i c i e n t  a n e m i a  r e q u i r i n g  t r e a t m e n t  w a s  f o u n d  i n  

a p p r o x i m a t e l y  1 %  o f  s t u d e n t s .  I t  w a s  r e v e a l e d  t h a t  t h e y  h a d  a  

l o w  p r o t e i n  i n t a k e  r a t i o .  A l s o  t h e r e  w e r e  2 6 %  p o t e n t i a l l y  i r o n  
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d e f i c i e n t  a n e m i c  p e o p l e  w h o  d i s p l a y e d  d e c r e a s i n g  F e r r i t i n  a n d  

S I ( s e r u m  i r o n )  l e v e l s .    

 

S t u d y 2 :   S t u d y  i n  H e a l t h  C o n d i t i o n s  a n d  N u t r i t i o n a l  I n t a k e  

S t a t u s  a c c o r d i n g  t o  d i f f e r e n c e s  i n  l i v i n g  s t a t u s   

S t u d e n t s  l i v i n g  i n d e p e n d e n t l y  ( n = 1 4 1 )  s h o w e d  a  l o w e r  B M I  t h a n  

s t u d e n t s  l i v i n g  w i t h  t h e i r  f a m i l i e s  ( n = 4 1 7 ) ,  h o w e v e r  t h e r e  w a s  

n o  h u g e  a b n o r m a l i t y  i n  t h e  b l o o d  e x a m i n a t i o n s  a n d  b o n e  d e n s i t y .  

T o t a l  e n e r g y  i n t a k e  w a s  s i g n i f i c a n t l y  l o w e r  i n  s t u d e n t s  l i v i n g  

i n d e p e n d e n t l y  ( 1 4 7 3± 3 4 7 k c a l )  t h a n  w i t h  s t u d e n t s  l i v i n g  w i t h  

t h e i r  f a m i l i e s  ( 1 7 3 4 ± 5 3 4 k c a l ) .  T h e  f r e q u e n c y  o f  s k i p p i n g  

b r e a k f a s t  w a s  s l i g h t l y  h i g h  i n  s t u d e n t s  l i v i n g  i n d e p e n d e n t l y .  

T h e r e  w e r e  m a n y  s t u d e n t s  w h o  f e e l  “ w o r s e ” ’  a b o u t  t h e i r  h e a l t h  

c o n d i t i o n  a n d  d i e t  a f t e r  t h e y  h a v e  e n t e r e d  u n i v e r s i t y .  

C o n s i d e r i n g  f o o d  c h o i c e s ,  t h e  m o s t  i m p o r t a n t  f a c t o r  w a s  “ p r i c e ”  

f o r  s t u d e n t s  l i v i n g  i n d e p e n d e n t l y  ( 5 3 . 2 % ) ,  a n d  “ t a s t e ”  f o r  

s t u d e n t s  l i v i n g  w i t h  t h e i r  f a m i l i e s  ( 3 8 . 1 % ) .   W i t h  c o n t i n u e d  

n u t r i t i o n a l  i n t a k e  d e f i c i e n c y  t h e r e  m a y  b e  t h e  p o s s i b i l i t y  

t o w a r d s  a  h i g h e r  r i s k  o f  d e v e l o p i n g  v a r i o u s  i l l n e s s e s  i n  t h e  

f u t u r e ,  s o  n u t r i t i o n a l  i n t a k e  c o n d i t i o n  m u s t  b e  i m p r o v e d ,  

h o w e v e r  i t  w a s  r e v e a l e d  t h a t  t h e  b u d g e t  l i m i t a t i o n  h a d  a  h u g e  

i n f l u e n c e .    

 

S t u d y  3 :   S t u d y  o f  B o d y  I m a g e  a n d  N u t r i t i o n a l  I n t a k e  S t a t u s  

a m o n g  F e m a l e  S t u d e n t s  
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I n  f i r s t  y e a r  s t u d e n t s ,  5 8 . 0 %  a c c u r a t e l y  r e c o g n i z e  t h e i r  o w n  

a c t u a l  p h y s i q u e  ( a c t u a l  p h y s i q u e  r e c o g n i t i o n  g r o u p ) ,  4 0 . 9 %  o f  

t h e m  o v e r e s t i m a t e d  t h e m s e l v e s  ( t h e  d e s i r e  f o r  s l e n d e r n e s s  

g r o u p ) .  T h e r e  w a s  a  t e n d e n c y  t h a t  t h e  g r o u p  w i t h  t h e  d e s i r e  f o r  

s l e n d e r n e s s  h a s  a  l o w e r  e n e r g y  i n t a k e ,  a n d  l o w e r  i n t a k e  o f  

P r o t e i n ,  F a t ,  V i t a m i n  A ,  C a r o t e n e ,  V i t a m i n  B 1 ,  C a l c i u m ,  Z i n c ,  

a n d  d a i r y  t h a n  t h o s e  i n  t h e  a c t u a l  p h y s i q u e  r e c o g n i t i o n  g r o u p .   

T h e r e  w e r e  n o  h u g e  d i f f e r e n c e s  b e t w e e n  t h e  t w o  g r o u p s  f o r  

c e r t a i n  i t e m s  i n  b l o o d  e x a m i n a t i o n s  s p e c i f i c a l l y  t h o s e  o f  a n e m i c  

i n d e x ,  g l u c o s e  t o l e r a n c e  d i s o r d e r  a n d  l i p i d  m e t a b o l i s m  d i s o r d e r .  

T h e  n u m b e r  o f  s t u d e n t s  w h o  w e r e  i n v e s t i g a t e d  a c r o s s  t h e  a g e s  o f  

f i r s t  y e a r  a n d  f o u r t h  y e a r  w a s  7 1 .  I n  t h e  f o u r t h  y e a r ,  t h e  g r o u p  

f o r  t h e  d e s i r e  f o r  s l e n d e r n e s s  h a d  a  s i g n i f i c a n t l y  l o w  b o n e  

d e n s i t y .  

 

S t u d y 4 :   S t u d y  o n  N u t r i t i o n a l  I n t a k e  S t a t u s  i n  R e l a t i o n  t o  

P l a s m a  A d i p o n e c t i n  C o n c e n t r a t i o n   

A m o n g  f e m a l e  s t u d e n t s ,  t h e  c o n c e n t r a t i o n  o f  P l a s m a  

A d i p o n e c t i n  i n  o b e s e  s t u d e n t s  w a s  l o w e r  t h a n  t h a t  i n  s t u d e n t s  

w i t h  n o r m a l  b o d y  w e i g h t .  M o r e o v e r ,  s t u d e n t s  w i t h  a  l o w  l e v e l  o f  

P l a s m a  A d i p o n e c t i n  h a d  a  h i g h  B M I ,  p e r c e n t a g e  o f  b o d y  f a t ,  

w a i s t  p e r i m e t e r .  I n  t h e s e  s t u d e n t s  a n  e l e v a t e d  s y s t o l i c  b l o o d  

p r e s s u r e  w a s  r e c o g n i z e d .   

F o r  s t u d e n t s  w i t h  a  l o w  l e v e l  o f  P l a s m a  A d i p o n e c t i n  t h e r e  w a s  

n o  h u g e  a b n o r m a l i t y  f o r  t h e  l e v e l s  o f  T C ,  T G ,  F B S ,  H b A 1 C ,  a n d  
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U A :  s u c h  i t e m s  c a n  b e  r e l a t e d  t o  m e t a b o l i c  s y n d r o m e ,  L o w  l e v e l s  

o f  P l a s m a  A d i p o n e c t i n  h a d  n o  m a j o r  e f f e c t  o n  y o u n g  f e m a l e s .  

T h e  g r o u p  w i t h  h i g h  l e v e l s  o f  P l a s m a  A d i p o n e c t i n  h a d  a  

s i g n i f i c a n t l y  h i g h e r  i n t a k e  a m o u n t  o f  d i e t a r y  f i b e r  t h a n  t h e  

g r o u p  w i t h  l o w  l e v e l s  o f  P l a s m a  A d i p o n e c t i n .  I n  a d d i t i o n ,  t h e  

h i g h e r  t h e  i n t a k e  o f  d i e t a r y  f i b e r ,  t h e  h i g h e r  t h e  l e v e l s  o f  

P l a s m a  A d i p o n e c t i n  t h e r e f o r e  i t  i s  s u g g e s t e d  t h a t  t h e  i n t a k e  o f  

d i e t a r y  f i b e r  m a y  i m p r o v e  P l a s m a  A d i p o n e c t i n  c o n c e n t r a t i o n s .   

 

[ C o n c l u s i o n ]  

W e  c o n d u c t e d  p h y s i c a l  m e a s u r e m e n t s ,  b l o o d  e x a m i n a t i o n s ,  

d i e t a r y  a s s e s s m e n t s  a n d  q u e s t i o n n a i r e s  c o n c e r n i n g  e a t i n g  

b e h a v i o r  f o r  J a p a n e s e  f e m a l e  s t u d e n t s .  S t u d e n t s  l i v i n g  

i n d e p e n d e n t l y  h a d  a  m u c h  l o w e r  e n e r g y  i n t a k e  a n d  n u t r i t i o n a l  

i n t a k e  t h a n  s t u d e n t s  l i v i n g  w i t h  t h e i r  f a m i l i e s ,  h o w e v e r ,  

s t u d e n t s  l i v i n g  i n d e p e n d e n t l y  f a i l  t o  r e c o g n i z e  a n y  h e a l t h  

p r o b l e m s  i n  t h e  p r e s e n t  m o m e n t .  H o w e v e r ,  m a n y  o f  t h e m  f e e l  

t h a t  t h e i r  h e a l t h  c o n d i t i o n  a n d  d i e t  h a s  w o r s e n e d  s i n c e  t h e y  

s t a r t e d  t h e i r  u n i v e r s i t y  l i f e  a n d  t h e y  w e r e  s e r i o u s l y  c o n c e r n e d  

w i t h  p o t e n t i a l  h e a l t h  i s s u e s .  A m o n g  f e m a l e  s t u d e n t s ,  o b e s i t y  

c a u s e d  i n c r e a s e d  b l o o d  p r e s s u r e  a n d  d e c r e a s e d  P l a s m a  

A d i p o n e c t i n  c o n c e n t r a t i o n  a n d  i t  w a s  c l e a r  t h a t  t h e r e  w a s  a  

p o s s i b i l i t y  t h e y  m a y  h a v e  a  h i g h  r i s k  f o r  m e t a b o l i c  s y n d r o m e  i n  

t h e i r  f u t u r e .  I t  w a s  a l s o  a p p a r e n t  t h a t  t h e r e  w a s  a  r e l a t i o n  

b e t w e e n  P l a s m a  A d i p o n e c t i n  c o n c e n t r a t i o n  a n d  d i e t a r y  f i b e r  a n d  
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i t  w a s  s u g g e s t e d  t h a t  d i e t a r y  f i b e r  i n t a k e  w a s  a  l e g i t i m a t e  m e a l  

t o  i m p r o v e  i n a p p r o p r i a t e  A d i p o c y t o k i n e  s e c r e t i o n .   

C o n v e r s e l y ,  a s  r e p o r t e d  i n  t h e  p a s t ,  a m o n g  t h o s e  w i t h  a  l o w  B M I ,  

t h e r e  a r e  m a n y  p e o p l e  w h o  h a v e  a  l o w  b o n e  d e n s i t y ,  w h i c h  

b e c a m e  c l e a r  i n  t h i s  r e s e a r c h .  E v e n  w h e n  t h e i r  p h y s i q u e  i s  e i t h e r  

s l e n d e r  o r  n o r m a l ,  m a n y  s t u d e n t s  o v e r e s t i m a t e  t h e i r  o w n  w e i g h t .  

O v e r  a  l o n g  p e r i o d  w i t h  f o l l o w - u p  s t u d i e s ,  i t  w a s  n o t e d  t h a t  t h e r e  

w a s  t h e  p r o p e n s i t y  f o r  b o n e  d e n s i t y  t o  d e c r e a s e  f o r  t h o s e  w h o  

d e s i r e d  t o  b e  s l e n d e r .  

 

 

  



13 

 

第 １ 章  序 論  

 

 近 年 、 国 民 の 「 食 」 を め ぐ る 状 況 が 変 化 し 、 そ の 影 響 が 顕 在 化

し て い る 。 成 人 は い う に 及 ば ず 、 若 年 者 に お い て も 肥 満 や 生 活 習

慣 病 の 発 症 や 過 度 の 痩 身 志 向 に よ る 栄 養 障 害 が 問 題 視 さ れ て い

る 。  

わ れ わ れ は 2 0 0 7 年 度 よ り 大 学 生 を 対 象 と し 身 体 計 測 、 血 液 検

査 、 栄 養 摂 取 量 調 査 、 食 行 動 調 査 を 行 っ て き て い る 。 大 学 生 の 健

康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 の 実 態 を 明 ら か と す る と と も に 、 居 住

形 態 、 痩 せ や 肥 満 と 健 康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 と の 関 連 に つ い

て 、 ４ 研 究 に 分 け 、 検 討 し た 。  

以 降 、 次 章 よ り 各 研 究 の 詳 細 お よ び 考 察 を 、 第 ６ 章 で は 本 論 文

の 総 括 を 述 べ る 。  
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第 ２ 章   

女 子 大 学 生 の 健 康 状 態 と 栄 養 摂 取 状 況 に 関 す る 研 究  

 

１ ． 緒 言  

 

近 年 、 成 人 の み な ら ず 若 年 者 に お い て も 肥 満 や 生 活 習 慣 病 の 発

症 や 過 度 の 痩 身 志 向 に よ る 栄 養 障 害 が 問 題 視 さ れ て い る 。 食 生 活

に つ い て も 、脂 質 の 過 剰 摂 取 や 野 菜 の 摂 取 不 足 等 の「 栄 養 の 偏 り 」

や 、 朝 食 の 欠 食 に 代 表 さ れ る 「 不 規 則 な 食 事 」 が 問 題 と な っ て き

て い る （ １ ） 。 大 学 生 の 健 康 調 査 に つ い て は 、 国 立 大 学 が 共 同 し

て 5 年 に 1 回 集 計 結 果 を 報 告 し て い る 。 そ の 報 告 書 で あ る 「 学 生

の 健 康 白 書 2 0 0 0」（ ２ ）で は 、① 肥 満 学 生 が 依 然 と し て 高 率 に 存

在 し 、 高 血 圧 合 併 例 が 高 頻 度 に 認 め ら れ る （ 図 2 - 1） 、 ② 女 子 学

生 で は や せ が 増 加 し て い る 、 ③ 血 圧 が 正 常 高 値 以 上 を 示 す 学 生 が 、

特 に 男 子 で 多 い 、 ④ メ ン タ ル ヘ ル ス に つ い て も 把 握 し な け れ ば な

ら な い 、 な ど 問 題 点 も 数 多 く 見 い だ さ れ 、 定 期 健 康 診 断 受 診 率 の

向 上 と 学 生 に 対 す る 栄 養 、 運 動 、 禁 煙 な ど 生 活 習 慣 病 予 防 教 育 の

必 要 性 が 再 認 識 さ れ た 、 と 報 告 し て い る 。  

 わ れ わ れ は 若 年 者 の 健 康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 を 把 握 す る

た め 、 そ れ と 同 時 に 管 理 栄 養 士 養 成 課 程 の 学 生 に 対 し 、 将 来 食 育

活 動 を 推 進 し て い く 立 場 上 、 学 生 時 代 か ら 自 身 の 食 行 動 、 栄 養 摂

取 状 況 、 健 康 状 態 に 留 意 し 、 セ ル フ ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン を 実 践

さ せ る 目 的 と し て 、名 古 屋 学 芸 大 学 管 理 栄 養 学 部 1 年 生 を 対 象 に

身 体 計 測 、 血 液 検 査 、 栄 養 調 査 、 食 行 動 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査

を 2 0 0 7 年 か ら 実 施 し て い る 。 大 学 生 の 「 食 と 健 康 」 に 関 す る 問
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題 を 個 々 に 調 査 し た 研 究 は 多 く み ら れ る が 、健 康 状 態（ 身 体 計 測 、

血 液 検 査 ） お よ び 栄 養 摂 取 状 況 、 食 行 動 を 総 合 的 か つ 経 年 的 に 調

査 し た 報 告 は 少 な い 。 本 章 で は 、 女 子 大 学 生 の 健 康 状 態 お よ び 栄

養 摂 取 状 況 の 実 態 を 把 握 し 、 今 後 の 健 康 状 態 、 食 生 活 改 善 へ の 基

礎 資 料 と し た 。  
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２ ． 目 的  

 

 管 理 栄 養 士 養 成 課 程 の 学 生 は 、一 般 の 大 学 生 と 比 較 し て 、「食 」、

「 健 康 」 、 「 栄 養 」 に つ い て の 意 識 は 高 い と 推 測 さ れ る 。 本 学 管

理 栄 養 学 部 の 女 子 学 生 の 健 康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 に は ど の

よ う な 特 徴 が あ る の か 、 身 体 測 定 、 血 液 検 査 、 栄 養 調 査 、 食 行 動

調 査 に よ り そ の 実 態 を 明 ら か に し 、 さ ら に 、 厚 生 労 働 省 「 国 民 ・

健 康 栄 養 調 査 」 や 全 国 の 国 立 大 学 が 共 同 し て 実 施 し た 「 大 学 生 の

健 康 白 書 」 の デ ー タ と 比 較 検 討 す る 。 ま た 、 女 子 大 学 生 に 共 通 す

る 一 般 的 な 健 康 問 題 と し て 、「肥 満 と や せ 」、「骨 量 減 少 」、「貧

血 」 に 関 し て 、 そ の 実 態 と 栄 養 摂 取 状 況 お よ び 食 行 動 と の 関 係 を

明 ら か に す る 。  
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３ ． 方 法  

 

対 象 者 は 、 2 0 0 7 年 ～ 2 0 1 1 年 に 名 古 屋 学 芸 大 学 管 理 栄 養 学 部 管

理 栄 養 学 科 に 在 籍 す る １ 年 次 生 7 6 8 名 の う ち 同 意 が 得 ら れ す べ て

の 調 査 項 目 を 実 施 で き た 女 子 学 生 6 9 9 名（ 9 1％ ）で あ る 。研 究 内

容 に つ い て は 文 書 で 説 明 し 、 同 意 書 を 得 た 。 本 研 究 は 名 古 屋 学 芸

大 学 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て い る （ 平 成 1 9 年 6 月 1 日 、 承 認 番

号 ６ ） 。  

調 査 内 容 は ① 身 体 測 定 と し て 身 長 、 体 重 、 B M I、 血 圧 、 上 腕 周

囲 長 （ A C） 、 上 腕 三 頭 筋 皮 下 脂 肪 厚 （ T S F） 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 、

骨 密 度 、 ② 血 液 検 査 と し て は 総 蛋 白 、 ア ル ブ ミ ン 、 総 コ レ ス テ ロ

ー ル 、 中 性 脂 肪 （ ト リ グ リ セ リ ド ） 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 L D L

コ レ ス テ ロ ー ル 、 血 糖 、 グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c（ H b A 1 c） 、 尿

酸 、 B U N、 ク レ ア チ ニ ン 、 A S T、 A L T、 γ - G T P、 L D H、 ア ミ ラ ー

ゼ 、 赤 血 球 数 、 白 血 球 数 、 血 小 板 数 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 、 ヘ マ ト ク リ

ッ ト 、 血 清 鉄 、 フ ェ リ チ ン を 外 注 委 託 検 査 で 測 定 し た （ B M L 社 、

東 京 ） 。 栄 養 摂 取 量 調 査 は 、 自 記 式 の 調 査 用 紙 を 用 い て 食 物 摂 取

頻 度 調 査 ( F o o d  F r e q u e n c y  Q u e s t i o n n a i r e： F F Q ) (シ ス テ ム サ プ ラ

イ 社 ； 食 物 摂 取 頻 度 解 析 シ ス テ ム V e r . 1 . 2 1 )（ 3 , 4） に よ り 実 施 し

た 。 身 長 、 体 重 、 体 脂 肪 率 は T B F - 2 1 0（ タ ニ タ 株 式 会 社 、 東 京 ）

で 測 定 し た 。 骨 密 度 は 超 音 波 骨 評 価 装 置 A L O K A  AOS − 1 0 0（ ア

ロ カ 株 式 会 社 、 東 京 ） を 用 い て 、 超 音 波 法 に よ り 測 定 し た 。 食 行

動 等 の 調 査 は 、 2 0 0 8～ 2 0 1 1 年 の 学 生 5 5 8 名 を 対 象 に 、 運 動 、 食

事 、 休 養 に 関 す る 「 健 康 診 断 問 診 票 」 お よ び 、 健 康 、 食 生 活 、 ラ
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イ フ ス タ イ ル に 関 す る 「 健 康 と 栄 養 に 関 す る 調 査 票 」 （ 5） を 用

い て 行 っ た 。  

統 計 学 的 解 析 は 統 計 解 析 ソ フ ト S P S S  V e r 1 7 . 0 を 使 用 し た 。 多

群 間 の 平 均 値 の 差 の 検 定 は 一 元 配 置 分 散 分 析 に よ り 多 重 比 較 を

行 い 、 p o s t - h o c 解 析 は S c h e f f e 検 定 で 行 っ た 。 頻 度 の 差 の 検 定 は

χ ２ 検 定 に よ り 行 っ た 。 p  <  0 . 0 5  を 有 意 差 あ り と 判 定 し た 。  
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４ ． 結 果  

 

４ － １ ． 女 子 大 学 生 の 健 康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 に つ い て  

（ １ ） 身 体 測 定  

 表 2 - 1 に 対 象 者 の 身 体 計 測 値 の 平 均 値 ±標 準 偏 差 を 示 し た 。 日

本 人 の 新 身 長 計 測 基 準 値 （ J A R D 2 0 0 1） （ 6） の 1 8～ 2 4 歳 の 平 均

値 と 比 較 し て 差 は 認 め な か っ た 。学 生 の 健 康 白 書 2 0 0 5（ 7） 1 9 歳

の 平 均 値 と も 大 き な 差 は 認 め な か っ た 。 B M I が 2 5 以 上 の 肥 満 者

は 2 0 名 （ 2 . 9％ ） 、 1 8 . 5 未 満 の 低 体 重 者 は 1 7 2 名 （ 2 4 . 6 %） で あ

っ た 。 小 児 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 基 準 値 と し て 提 案 さ れ

て い る ウ エ ス ト 周 囲 長 で あ る 8 0 c m 以 上 の 者 は 、 3 9 名 （ 5 . 5％ ）

で あ っ た 。  

 日 本 高 血 圧 学 会 に よ る 「 高 血 圧 治 療 ガ イ ド ラ イ ン 2 0 0 9」 （ 8）

に よ る と 、 正 常 高 値 血 圧 （ 収 縮 期 血 圧 ≧ 1 3 0 m m H g あ る い は 拡 張

期 血 圧 ≧ 8 5 m m H g）以 上 の 者 は 3 1 名（ 4 . 4 %）で あ っ た（ 表 2 - 2）。   

超 音 波 法 に よ り 測 定 し た 骨 密 度 が 、 日 本 骨 代 謝 学 会 に よ る 骨 粗

鬆 症 の 診 断 基 準（ 9）の 骨 粗 鬆 症（ 若 年 成 人 平 均 値［ Y A M］)の 7 0 %

未 満 ） お よ び 骨 量 減 少 症 （ Y A M の 8 0％ 未 満 ） に 該 当 す る 者 は 1 2

名 （ 1 . 7 %） 、 軽 度 の 骨 量 減 少 を 認 め る 8 0％ 以 上 9 0 %未 満 の 者 は

1 4 2 名 （ 2 0 . 3％ ） あ っ た （ 表 2 - 3） 。  

 

（ ２ ） 血 液 検 査  

表 2 - 4 に 血 液 検 査 値 の 平 均 値 ±標 準 偏 差 を 示 し た 。ま た 、表 2 - 5

に 基 準 値 か ら は ず れ た 者 の 頻 度 を 示 し た 。 ヘ モ グ ロ ビ ン 、 血 清 鉄

の 異 常 低 値 者 が 多 く み ら れ 、 潜 在 的 貧 血 と 考 え ら れ た 。 ヘ モ グ ロ
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ビ ン ( H b )の 異 常 低 値 者 （ ＜ 1 1 . 1 g / d l） は 2 4 名 （ 3 . 4 %） 、 う ち 、

血 中 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 が 1 0 g / d l 未 満 の 治 療 を 必 要 と す る と 考 え

ら れ る 貧 血 者 は 8 名（ 1 . 1 %）で あ っ た 。 ト リ グ リ セ リ ド の 異 常 低

値 者 は 1 0 6 名 （ 1 5 . 2％ ） 、 高 値 者 1 3 名 （ 1 . 8％ ） で あ っ た 。 総 コ

レ ス テ ロ ー ル 低 値 者 1 1 0 名 （ 1 5 . 7％ ） 、 高 値 者 6 9 名 （ 9 . 9％ ） で

あ っ た 。 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 異 常 低 値 者 は 3 2 名（ 4 . 6％ ）、高 値

者 1 4 5 名 （ 2 0 . 7％ ） で あ っ た 。 L D L コ レ ス テ ロ ー ル 異 常 低 値 者

2 6 2 名 （ 3 7 . 5％ ） 、 高 値 者 3 6 名 （ 5 . 2％ ） で あ っ た 。 血 糖 の 異 常

低 値 者 1 0 名 （ 1 . 4％ ） 高 値 者 9 名 （ 1 . 3％ ） で あ っ た 。 H b A 1 c 異

常 低 値 者 は 2 名 、 高 値 者 は 3 名 で あ っ た 。 血 糖 お よ び H b A 1 c 異

常 高 値 者 の う ち 2 名 は １ 型 糖 尿 病 患 者 で あ っ た 。  

 

（ ３ ） 栄 養 摂 取 状 況  

表 2 - 6 に エ ネ ル ギ ー お よ び 栄 養 素 摂 取 量 ・ 栄 養 素 別 の エ ネ ル ギ

ー 比 率 （ P F C 比 ） の 平 均 値 を 示 し た 。 平 成 2 3 年 度 の 国 民 健 康 ・

栄 養 調 査 報 告 （ 1 0） に よ る 1 8～ 2 9 歳 の 全 国 平 均 値 と 比 べ 、 大 き

な 差 は み ら れ な か っ た 。  

表 2 - 7 に 栄 養 素 別 摂 取 量 を 示 し た 。 全 国 平 均 値 と 比 べ ほ ぼ 同 じ

で あ っ た 。 表 2 - 8 に 示 し た 食 品 群 別 摂 取 量 を み る と 、 炭 水 化 物 を

多 く 含 む 穀 物 及 び 芋 類 、 菓 子 類 が 多 か っ た 。 野 菜 摂 取 量 に つ い て

は 、 緑 黄 色 野 菜 摂 取 量 は 全 国 平 均 値 と ほ ぼ 同 じ で あ っ た が 、 そ の

他 の 野 菜 の 摂 取 量 が 全 国 平 均 値 よ り 低 く 、 そ れ に 伴 う 食 物 繊 維 不

足 が 明 ら か と な っ た 。 図 2 - 2 に 野 菜 摂 取 量 の 比 較 を 示 し た 。 全 国

平 均 値 と 比 べ 明 ら か に 野 菜 摂 取 量 が 低 く 、 健 康 日 本 2 1 で 掲 げ ら
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れ て い る 目 標 量 3 5 0 g に 約 2 0 0 g 不 足 し て い る 現 状 が 明 ら か と な っ

た 。  

 

（ ４ ） 食 行 動  

食 行 動 調 査 を 実 施 で き た 5 5 8 名 の 食 行 動 お よ び 運 動 習 慣 を 表

2 - 9 に 示 し た 。 「 食 事 は い つ も 腹 一 杯 食 べ ま す か 」 の 問 い に 「 常

に 腹 八 分 目 で あ る 」と 回 答 し て い る 者 が 4 6 名（ 8  %）し か お ら ず 、

「 多 く 食 べ た り 少 な く 食 べ た り ま ち ま ち で あ る 」 と い う 者 が 3 6 1

名 （ 6 5 %） と 多 い こ と が 分 か っ た 。  

表 2 - 1 0 に 朝 食 欠 食 状 況 、図 2 - 3 に 朝 食 欠 食 率 の 全 国 平 均 と の 比

較 を 示 し た 。 3 7 4 名 （ 6 7 %） の 者 が １ 日 も か か さ ず 朝 食 を と っ て

い た 。 ま た 、 欠 食 日 数 が 週 ０ ～ １ 日 の 者 （ 一 週 間 の う ち ほ と ん ど

毎 日 食 べ る 者 ） は 8 6％ と 、 全 国 平 均 の 6 5 %よ り も 多 か っ た 。  

野 菜 を 「 ほ と ん ど 毎 食 食 べ る 」 者 は 1 6 9 名 （ 3 0 %） 、 緑 黄 色 野

菜 を 「 ほ と ん ど 毎 食 食 べ る 」 者 は 1 0 0 名 （ 1 8 %） で あ っ た 。  

こ の 一 年 で ± 3 ㎏ の 体 重 変 化 が あ っ た 者 は 2 3 3 名 （ 4 2 %） で あ

っ た 。  

定 期 的 な 運 動 を し て い る も の は 9 4 名（ 1 7 %）で あ り 、 1 日 1 時

間 以 上 歩 く 者 は 1 1 9 名 ( 2 1 % )で あ っ た 。  

 

４ － ２ ． 肥 満 度 別 に み る 健 康 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

B M I に よ っ て 、 低 体 重 群 （ B M I＜ 1 8 . 5） 、 正 常 体 重 群 （ 1 8 . 5≦

B M I＜ 2 5） 、 肥 満 群 （ 2 5≦ B M I） と 、 肥 満 度 別 に ３ グ ル ー プ に 分

け た 。肥 満 度 に よ る 身 体 計 測 値（ 表 2 - 1 1）お よ び 血 液 検 査 成 績（ 表

2 - 1 2） を 示 し た 。 骨 密 度 は 正 常 体 重 群 と 比 較 し て 低 体 重 群 で 有 意
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に 低 値 、 肥 満 群 で 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 表 2 - 1 3 に 高 血 圧 者 と 高

血 糖 者 の 頻 度 を 示 し た 。 血 圧 に 関 し て は 、 正 常 高 血 圧 （ 収 縮 期 血

圧 1 3 0 m m H g 以 上 あ る い は 拡 張 期 血 圧 8 5 m m H g 以 上 ）以 上 の 者 は

肥 満 群 に 多 く み ら れ た 。血 糖 値 は 1 型 糖 尿 病 患 者 で あ る 2 名 を 除

い た 6 9 7 名 で 検 討 し た 。H b A 1 c は 、肥 満 群 で 有 意 に 高 値 で あ っ た

（ 表 2 - 1 2） 。 空 腹 時 血 糖 値 1 0 0 m g / d l 以 上 の 者 も 肥 満 群 に 多 か っ

た （ 表 2 - 1 3） 。  

表 2 - 1 4 に 肥 満 度 別 に よ る エ ネ ル ギ ー お よ び 栄 養 素 摂 取 量 と 栄

養 素 別 エ ネ ル ギ ー 比 率 （ P F C 比 ） の 平 均 値 を 示 し た 。 肥 満 群 は 、

低 体 重 群 よ り 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 が 少 な か っ た が 、 有 意 差 は 認 め

な か っ た 。 ま た 、 エ ネ ル ギ ー 比 率 （ P F C 比 ） は 、 低 体 重 群 、 普 通

体 重 群 、 肥 満 群 で 差 は 認 め な か っ た 。  

 肥 満 度 別 に 食 行 動 と 運 動 習 慣 な ど に つ い て 検 討 し た（ 表 2 - 1 5）。

肥 満 群 で は 「 人 と 比 較 し て 食 べ る 速 度 が 速 い 」 者 が 他 の 群 よ り 有

意 に 多 か っ た 。 ま た 、 「 満 腹 に な る ま で 食 べ る こ と が 多 い 」 者 が

他 の 群 よ り 多 く 、 「 常 に 腹 八 分 目 で あ る 」 者 は 0 名 で あ っ た 。 さ

ら に 、 肥 満 群 で は 「 朝 食 を 毎 日 食 べ る 」 者 が 他 の 群 よ り 少 な か っ

た 。 肥 満 群 で は 他 の 群 に 比 べ 、 望 ま し い 食 行 動 を 取 る 頻 度 が 少 な

い こ と が 考 え ら れ た 。  

こ の 1 年 間 で 体 重 に ± 3 ㎏ 以 上 の 変 化 の あ っ た 者 は 肥 満 群 で 1 1

名 （ 6 1 %） で あ り 、 他 の 群 よ り 多 か っ た 。  

運 動 習 慣 に つ い て は 、「 1 回 3 0 分 以 上 、軽 く 汗 を か く 運 動 を 週

2 回 以 上 、 1 年 以 上 行 っ て い ま す か 」、「 1 日 1 時 間 以 上 歩 い て い

ま す か 」 、 「 （ 同 性 の ） 友 達 と 比 べ て 歩 く 速 度 が 速 い で す か 」 の

質 問 で は 、 低 体 重 群 、 普 通 体 重 群 、 肥 満 群 で 差 は 認 め な か っ た 。 
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ま た 、 「 運 動 や 生 活 等 の 生 活 習 慣 を 改 善 し て み よ う と 思 い ま す

か 」 に つ い て 、 肥 満 群 で は 「 無 関 心 期 」 で あ る 者 は 1 8 名 中 0 名

（ 0 %） 、 「 準 備 期 」 で あ る 者 は 1 6 名 （ 8 9 %） 、 「 実 行 期 」 で あ

る 者 は 2 名 （ 1 1 %） で あ り 、 他 の 群 と 比 べ て 「 無 関 心 期 」 の 者 が

少 な か っ た 。  

 

４ － ３ ． 骨 密 度 別 に み る 健 康 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

骨 密 度 9 0％ 以 上 で あ っ た 正 常 群（ 5 4 5 名 ）、 8 0 %以 上 9 0％ 未 満

の 軽 度 低 下 群 （ 1 4 2 名 ） と 、 8 0％ 未 満 の 骨 量 減 少 群 （ 1 2 名 ） の 3

群 に 分 け て 比 較 検 討 し た 。  

身 体 測 定 値 に つ い て 、正 常 群 と 比 較 し て 、骨 量 減 少 群 で は 身 長 、

体 重 、 B M I、 体 脂 肪 率 、 上 腕 周 囲 長 （ A C） 、 上 腕 三 頭 筋 皮 下 脂 肪

厚 （ T S F） が 有 意 に 低 値 で あ っ た （ 表 2 - 1 6） 。  

エ ネ ル ギ ー お よ び 栄 養 素 等 摂 取 量 、 食 品 群 別 摂 取 量 （ 表 2 - 1 7、

表 2 - 1 8、 表 2 - 1 9） で は 、 3 群 間 に 差 は み ら れ な か っ た 。  

運 動 習 慣 に つ い て 表 2 - 2 0 に 示 し た 。 運 動 習 慣 の 有 無 に つ い て

は 、 運 動 習 慣 が あ る 者 は 骨 量 減 少 群 で 3 3％ 、 正 常 群 で 4 1％ で あ

っ た 。 ま た 、 「 1 回 3 0 分 以 上 、 軽 く 汗 を か く 運 動 を 週 2 回 以 上 、

1 年 以 上 行 っ て い る 」 者 は 骨 量 減 少 群 で 9％ 、 正 常 群 で 2 3％ で あ

り 、 骨 量 減 少 群 で 運 動 習 慣 が 少 な か っ た 。  

 

４ － ４ ． 貧 血 の 有 無 に お け る 健 康 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

女 子 学 生 6 9 9 名 の う ち 、貧 血 と 考 え ら れ る 血 中 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃

度 ( H b )が 1 0 g / d l 未 満 で あ る 者 は 8 名 （ 1 . 1％ ） で あ っ た 。 血 中 ヘ

モ グ ロ ビ ン 濃 度 ( H b )＜ 1 0 m g / d L の ヘ モ グ ロ ビ ン 低 値 群 と H b≧
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1 0 m g / d L の 正 常 群 と の 間 で 身 体 計 測 値 を 比 較 し た と こ ろ 、B M I な

ど の 身 体 測 定 値 に 差 は 認 め な か っ た（ 表 2 - 2 1）。血 液 検 査 値 で は

ヘ モ グ ロ ビ ン 低 値 群 で は 血 清 鉄 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト 値 が 有 意 に 低 く 、

フ ェ リ チ ン 値 も 測 定 感 度 以 下 で あ っ た（ 表 2 - 2 2）。エ ネ ル ギ ー 摂

取 量 、 栄 養 素 摂 取 量 、 エ ネ ル ギ ー 比 率 （ P F C 比 ） を 比 較 し た と こ

ろ 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 低 群 で は 、 タ ン パ ク 質 摂 取 量 お よ び た ん ぱ く 質

エ ネ ル ギ ー 比 率 が 低 か っ た（ 表 2 - 2 3）。栄 養 素 別 摂 取 量 で は 、鉄

の 摂 取 量 が ヘ モ グ ロ ビ ン 低 値 群 で 若 干 低 か っ た が 、 有 意 差 は み ら

れ な か っ た（ 表 2 - 2 4）。食 品 群 別 摂 取 量 は 、ヘ モ グ ロ ビ ン 低 値 群

と 正 常 群 で 有 意 差 を 認 め た 項 目 は な か っ た （ 表 2 - 2 5） 。  

次 に 、 潜 在 的 な 鉄 欠 乏 性 状 態 に つ い て 検 討 す る た め に 、 血 清 フ

ェ リ チ ン を 血 液 検 査 項 目 に 含 め て 調 査 を 行 っ た 2 0 1 0 年 お よ び

2 0 1 1 年 2 8 0 名 を 対 象 と し 、 鉄 欠 乏 性 貧 血 の 指 標 と な る 血 液 検 査

項 目 に つ い て 検 討 し た （ 表 2 - 2 6） 。 血 清 フ ェ リ チ ン の 基 準 値 は

5 ~ 1 5 7 n g / m l で あ る が 、 血 清 フ ェ リ チ ン ＜ 1 2  n g / m l は 貯 蔵 鉄 が 不

足 し て い る 潜 在 的 鉄 欠 乏 状 態 で あ り 、 治 療 ま た は 予 防 対 策 が 必 要

と な る と さ れ て い る （ 1 1） 。 女 子 学 生 2 8 0 名 の う ち 、 貧 血 状 態 の

者 ( < 1 0 g / d l )は 2 名 （ 1％ ） で あ っ た 。 残 り 2 7 8 名 の う ち 、 血 清 フ

ェ リ チ ン の み 低 値 で あ っ た 者 は 4 3 名 （ 1 5％ ） 、 血 清 鉄 の み 低 値

者 1 2 名 （ 4％ ） 、 血 清 フ ェ リ チ ン お よ び 血 清 鉄 と も に 低 値 で あ る

者 は 1 9 名 （ 7％ ） で あ っ た 。 以 上 か ら 7 4 名 ( 2 6％ )の 者 が 、 潜 在

的 な 鉄 欠 乏 性 状 態 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
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５ ． 考 察  

 

今 回 の 検 討 で は 、本 学 の 管 理 栄 養 学 部 の 1 年 生 の 肥 満 度 別 の 頻

度 は 、低 体 重 は 2 4 . 6 %、普 通 体 重 は 7 2 . 5 %、肥 満 は 2 . 9 %で あ っ た 。

「 学 生 の 健 康 白 書 2 0 0 5」（ 7）に よ れ ば 、 1 9 歳 女 子 で は 、低 体 重

1 4 . 5％ ， 普 通 体 重 7 9 . 1％ 、 肥 満 6 . 4％ と 報 告 さ れ て い る 。 ま た 、

平 成 2 3 年 の 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 で は 2 0～ 2 9 歳 女 性 の 肥 満 者 は

1 0 . 2 %、 低 体 重 者 は 2 1 . 9 %と 報 告 さ れ て い る （ 1 0） の で 、 本 学 の

女 子 学 生 は 、 肥 満 者 が 少 な く 、 低 体 重 者 が 若 干 多 か っ た 。  

血 液 検 査 値 で は 、 血 清 鉄 、 血 中 脂 質 の 低 値 者 が 若 干 認 め ら れ た

が 、 貧 血 や 低 栄 養 状 態 の 者 の 頻 度 は 低 く 、 健 康 状 態 に 大 き な 影 響

は 及 ぼ し て い な か っ た 。  

栄 養 調 査 の 結 果 か ら は 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 お よ び 栄 養 素 別 エ ネ

ル ギ ー 比 率 （ P F C 比 ） は 全 国 平 均 と 大 き な 差 は な か っ た が 、 理 想

的 な P F C 比 と 比 較 し た 場 合 、た ん ぱ く 質 摂 取 が 不 十 分 な 傾 向 が み

ら れ た 。こ の 点 に つ い て は 、同 年 代 の 若 者 の 全 国 平 均 も 低 い の で 、

全 国 的 に 大 学 生 の 栄 養 を 考 え る 場 合 に 考 慮 し て い く 必 要 が あ る 。

食 行 動 に つ い て は 、 朝 食 の 欠 食 率 は 全 国 平 均 に 比 べ 低 く 、 本 学 学

生 の 食 行 動 に 対 す る 意 識 が 高 い 結 果 と 推 測 さ れ た 。 し か し 一 方 で 、

野 菜 の 摂 取 量 不 足 、 特 に 「 そ の 他 の 野 菜 」 の 摂 取 量 不 足 が 明 ら か

と な り 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 、 食 物 繊 維 の 摂 取 量 不 足 に つ な が っ

て い る と 考 え ら れ た 。  

肥 満 度 に よ り 、 低 体 重 群 、 正 常 体 重 群 、 肥 満 群 に 分 け 、 血 液 検

査 成 績 お よ び 身 体 計 測 値 を 比 較 検 討 し た と こ ろ 、 肥 満 者 で は 正 常

体 重 群 と 比 較 し て 、 H b A 1 c、 尿 酸 、 収 縮 期 血 圧 が 有 意 に 高 値 で あ
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っ た 。 す な わ ち 、 大 学 生 と い え ど も 肥 満 に な れ ば 、 血 圧 や 血 中 脂

質 に 影 響 が み ら れ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。「学 生 の 健 康 白 書 2 0 0 0」

に よ れ ば 、 男 女 と も に B M I  の 上 昇 に 伴 い 、 収 縮 期 血 圧 は 高 く な

り 、 拡 張 期 血 圧 は 男 女 と も に B M I  2 1～ 2 2  あ た り か ら 高 く な っ

た と 報 告 さ れ て い る （ 1 2） 。 肥 満 者 に つ い て は 、 定 期 的 な 血 圧 測

定 と 、 減 量 、 減 塩 食 な ど の 介 入 が 必 要 と 考 え ら れ た 。  

肥 満 群 で は 、 低 体 重 群 に 比 べ エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 が 低 い 傾 向 が み

ら れ た が 、 栄 養 素 別 エ ネ ル ギ ー 比 率 （ P F C 比 ） に 差 は 見 ら れ な か

っ た 。 肥 満 群 は 自 己 の 体 型 を 意 識 し た 食 事 量 を 摂 っ て い る 可 能 性

が あ る と 考 え ら れ た 。 し か し 、 食 行 動 調 査 か ら 欠 食 や 早 食 い の 特

徴 が み ら れ た こ と か ら 、 喫 食 時 間 の ば ら つ き や 、 １ 食 の 「 ど か 食

い 」 な ど 、 食 行 動 の 問 題 が あ る と 考 え ら れ た 。 女 子 大 学 生 を 対 象

と し た 調 査 に お い て 、 欠 食 が 多 い 者 は 菓 子 類 摂 取 量 が 多 い と 報 告

さ れ て お り （ 1 3） 、 ま た 井 出 ら の 調 査 で は 、 女 子 学 生 で は 、 「 欠

食 が あ る 」場 合 は B M I が わ ず か に 高 く な っ た と 報 告 し て い る（ 1 4）。

欠 食 は １ 日 の 食 事 量 や 食 事 時 間 の バ ラ ン ス が 崩 れ る だ け で な く 、

肥 満 に つ な が っ た り 、 イ ン ス リ ン 分 泌 や 血 糖 値 の 変 化 を 大 き く し 、

耐 糖 能 異 常 の 原 因 と な る 可 能 性 が あ る 。 食 事 量 だ け で な く 、 食 事

の 摂 り 方 の 見 直 し が 必 要 で あ る こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 今 回 の

検 討 で は 、 肥 満 群 は 行 動 変 容 の 改 善 意 欲 が 高 い の で 、 行 動 変 容 の

ス テ ー ジ の 「 準 備 期 」 に あ る 者 を 円 滑 に 「 実 行 期 」 に 移 行 さ せ る

た め の 支 援 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

一 方 で 、低 体 重 群 で は 、従 来 報 告 さ れ て い る（ 1 5 - 1 9）よ う に 、

骨 密 度 低 下 が 問 題 に な る こ と が 明 ら か に な っ た 。 骨 密 度 に よ り 、

正 常 群 、 軽 度 減 少 群 、 骨 量 減 少 群 に 分 け て 検 討 し た と こ ろ 、 血 液
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検 査 項 目 、 栄 養 摂 取 状 況 で は 大 き な 差 は み ら れ な か っ た 。 若 本 ら

の 調 査 に お い て も 栄 養 素 摂 取 量 に 違 い は み ら れ な か っ た と 報 告

さ れ て い る （ 1 6） 。 一 方 で 、 今 回 の 検 討 で は 、 骨 量 と 現 在 の 運 動

習 慣 と の 間 に 関 係 が あ り 、 日 常 的 に 運 動 す る こ と が 骨 量 維 持 に 必

要 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 M i y a b a r a ら の 研 究 も B M I と 身

体 活 動 が 日 本 人 の 若 年 女 性 の 骨 密 度 に 影 響 を 与 え る 因 子 だ と し

て い る （ 1 9） 。 女 性 の 骨 密 度 は 年 齢 と と も に 低 下 を し て い く こ と

か ら 、 骨 粗 鬆 症 の 予 防 に は 、 若 年 期 に で き る 限 り 骨 密 度 を 高 く す

る こ と と 、 骨 量 の 維 持 が 重 要 で あ る 。 近 年 の 若 年 女 性 の 痩 せ 志 向

と 運 動 不 足 は 、 骨 粗 鬆 症 の 予 防 対 策 上 大 き な 問 題 点 で あ る 。  

女 子 大 学 生 に 多 く み ら れ る も う １ つ の 健 康 障 害 と し て 貧 血 が

あ る 。 今 回 の 対 象 者 に は 、 明 ら か な 貧 血 は 認 め な い が 、 血 清 鉄 や

血 清 フ ェ リ チ ン 値 が 低 値 で あ る 潜 在 的 鉄 欠 乏 の 者 が 約 2 5 %い る こ

と が 分 か っ た 。 若 年 女 性 の 鉄 欠 乏 性 貧 血 の 最 も 大 き な 要 因 は 月 経

に よ る 出 血 が あ げ ら れ る （ 2 0） 。 月 経 に よ る 出 血 に よ り 体 外 に 鉄

が 喪 失 す る と 、 貯 蔵 鉄 、 血 清 鉄 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 鉄 の 順 に 減 少 し て

い く 。 貯 蔵 鉄 の 血 清 マ ー カ ー で あ る 血 清 フ ェ リ チ ン 値 が 低 い 者 は 、

体 内 の 鉄 予 備 能 が 低 い 状 態 で あ り 、 貧 血 に 陥 る リ ス ク が 高 い 。 し

た が っ て 、 血 中 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 や 血 清 鉄 の み で は な く 、 女 子 大

学 生 で は 血 清 フ ェ リ チ ン の 測 定 に よ り 潜 在 的 鉄 欠 乏 状 態 を 把 握

す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

今 回 の 検 討 で は 、 血 中 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 が 低 い 貧 血 群 で は 、 タ

ン パ ク 質 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 有 意 に 低 か っ た 。 ま た 、 肉 類 、 卵 類 、

乳 類 の 摂 取 量 が 低 い 傾 向 が み ら れ た 。 女 子 大 学 生 の 貧 血 者 の 栄 養

摂 取 状 況 の 特 徴 と し て 、貧 血 者 で は 、菓 子 類 の 摂 取 が 多 く 、油 類 、
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め ん 類 の 摂 取 が 少 な い 傾 向 が み ら れ た と い う 報 告（ 2 1）や 、穀 類 、

芋 、 漬 物 、 菓 子 、 油 料 理 の 摂 取 頻 度 が 高 く 、 肉 類 、 豆 製 品 、 塩 干

魚 、 果 物 の 摂 取 頻 度 は 高 く な い と す る 報 告 （ 2 2） も あ り 、 必 ず し

も 一 定 の 見 解 は 得 ら れ て い な い 。食 事 摂 取 基 準 に よ る と 1 8 ~ 2 9 歳

の 鉄 の 推 奨 量 は 6 . 0 m g / d a y、 月 経 の あ る 場 合 は 1 0 . 5 m g / d a y と さ

れ て い る 。 今 回 の 食 事 摂 取 調 査 の 結 果 で は 、 通 常 群 で も 6 . 0± 2 . 4  

m g / d l で あ り 、 か ろ う じ て 最 低 限 の 量 が 確 保 で き て い る よ う な 状

態 で あ り 、 月 経 が あ る 状 況 下 で は 、 容 易 に 鉄 欠 乏 に な る こ と が 予

測 で き る 。食 物 か ら の 鉄 吸 収 量 は 1 5％ で あ る と さ れ て お り 、不 足

し て い る 3 . 0～ 4 . 0 m g の 鉄 分 を 食 事 か ら 摂 取 す る こ と は 容 易 で は

な い こ と か ら 、 鉄 強 化 食 品 の 摂 取 も 勧 め ら れ て い る （ 2 3） 。 今 回

の 検 討 で は 、 タ ン パ ク 質 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 低 い こ と が 明 ら か に な

っ た が 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 蛋 白 の 合 成 に は 、 適 切 な タ ン パ ク 質 摂 取 が

重 要 で あ り 、 バ ラ ン ス の と れ た 食 事 を 指 導 す る 必 要 が あ る と 考 え

ら れ た 。  
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６ ． ま と め  

 

本 学 学 生 の 健 康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 は 、 全 国 平 均 と ほ ぼ 同

じ で あ り 、健 康 状 態 に 大 き な 問 題 は み ら れ な か っ た 。肥 満 者 で は 、

血 圧 や 血 糖 値 が 高 い 者 の 頻 度 が 多 く 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は む し ろ

低 い 傾 向 が み ら れ た 。 生 活 習 慣 の 改 善 に つ い て 「 準 備 期 」 で あ る

者 が 8 9％ と 高 か っ た が 、食 事 を「 腹 八 分 目 で 抑 え る 」者 が 少 な く 、

「 早 食 い で あ る 」 、 「 朝 食 欠 食 率 が 高 い 」 な ど 望 ま し く な い 食 行

動 を 摂 る 頻 度 も 高 く 、 改 善 意 識 と 行 動 が 伴 っ て い な い こ と が 考 え

ら れ た 。 骨 密 度 が 低 い 者 は 「 低 体 重 」 で あ る 者 が 多 く 、 過 度 に 痩

せ る こ と は 骨 密 度 低 下 を 招 く こ と が 明 ら か と な っ た 。 治 療 を 要 す

る 鉄 欠 乏 貧 血 は 全 体 の 約 １ ％ で 、 た ん ぱ く 質 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 少

な い こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 フ ェ リ チ ン や 血 清 鉄 の 低 下 が

み ら れ る 潜 在 的 な 鉄 欠 乏 状 態 の 者 は 約 2 6％ で あ っ た 。  

 

  



30 

 

参 考 文 献  

1 )  内 閣 府 ： 平 成 1 8 年 度 版 食 育 白 書  

2 )  国 立 大 学 等 保 健 管 理 施 設 協 議 会 ： 学 生 の 健 康 白 書 2 0 0 0  

3 )  W a k a i  K ,  I s u z u  E ,  K a t o  K ,  e t  a l :  A  s i m p l e  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  f o r  J a p a n e s e  d i e t - - P a r t  I .  

D e v e l o p m e n t  o f  t h e  q u e s t i o n n a i r e ,  a n d  

r e p r o d u c i b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  f o r  f o o d  g r o u p s .  J  

E d i p e m i o l  9  :  2 1 6 - 2 2 6 ,  1 9 9 9  

4 )  I s u z u  E ,  W a k a i  K ,  K a t o  K ,  e t  a l :  A  s i m p l e  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  f o r  J a p a n e s e  d i e t - - P a r t  I I .  

R e p r o d u c i b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  f o r  n u t r i e n t  i n t a k e s .  J  

E d i p e m i o l  9  :  2 2 7 - 2 3 4 ,  1 9 9 9  

5 )  安 友 裕 子 ，西 尾 素 子 ： 留 学 生 の 食 生 活 と 食 環 境 と の 関 連

に 関 す る 萌 芽 的 研 究 ― N 大 学 の 事 例 ― ． 生 活 学 論 叢  

1 4： 8 3 - 9 5， 2 0 0 8  

6 )  日 本 人 の 新 身 体 計 測 基 準 値  J A R D  2 0 0 1．栄 養 評 価 と 治

療  2 0 0 2： 1 9 ( s u p p l )．  

7 )  国 立 大 学 等 保 健 管 理 施 設 協 議 会 ： 学 生 の 健 康 白 書 2 0 0 5  

8 )  日 本 高 血 圧 学 会 ： 高 血 圧 治 療 ガ イ ド ラ イ ン 2 0 0 9  

9 )  ラ イ フ サ イ エ ン ス 出 版：骨 粗 鬆 症 の 予 防 と 治 療 ガ イ ド ラ

イ ン 2 0 1 1 年 版 ． 2 0 1 1  

1 0 )  厚 生 労 働 省 ： 平 成 2 3 年 度 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 報 告  

1 1 )  高 橋 哲 雄 ： 鉄 剤 の 適 正 使 用 に よ る 貧 血 治 療 指 針 改 訂［ 第

2 版 ］ ． 株 式 会 社 響 文 社 ， 2 0 0 9  

1 2 )  国 立 大 学 等 保 健 管 理 施 設 協 議 会 :学 生 の 健 康 白 書 2 0 0 0  



31 

 

1 3 )  斎 藤 さ な 恵 ，下 田 妙 子 ： 女 子 大 学 生 の 栄 養 素 等 摂 取 量 と

欠 食 と の 関 連 ．東 京 医 療 保 健 大 学 紀 要 ．１： 3 1 - 3 7，2 0 0 6  

1 4 )  井 出 智 子 ， 三 澤 暖 子 ， 岡 純 ： 女 子 大 生 の ラ イ フ ス タ イ ル

と 食 生 活 の 関 係 ． 東 京 家 政 大 学 研 究 紀 要  4 7 ( 2 )： 1 - 6，

2 0 0 7  

1 5 )  榎 裕 美 ， 浅 利 友 恵 ， 本 村 幸 子 ほ か ： 女 子 大 生 の ラ イ フ ス

タ イ ル ，身 体 状 況 ，Q O L と 骨 密 度 に 関 す る 検 討 ．栄 養 学

雑 誌  6 3 ( 2 )： 7 5 - 8 2， 2 0 0 5  

1 6 )  若 本 ゆ か り ，中 西 裕 美 子 ： 女 子 大 学 生 の 音 響 的 骨 評 価 値

( O S I )に 関 連 す る 因 子 の 検 討 ― 女 性 の Q O L 維 持 向 上 の た

め の 栄 養・健 康 教 育 の 知 見 か ら ― ．栄 養 学 雑 誌  6 7 ( 2 )：

6 5 - 7 5， 2 0 0 9  

1 7 )  曽 我 部 夏 子 ， 丸 山 里 枝 子 ， 佐 藤 和 人 他 ： 大 学 生 に お け る

ボ デ ィ ・ マ ス ・ イ ン デ ッ ク ス と 食 生 活 お よ び 骨 梁 と の 関

連 性 に つ い て ． 栄 養 学 雑 誌  6 7 ( 2 )： 5 8 - 6 4， 2 0 0 9  

1 8 )  小 池 亜 紀 子 ， 北 川 淳 ， 永 田 瑞 穂 他 ： 若 年 女 性 の や せ 志 向

と 骨 量 の 関 係 ． 和 洋 女 子 大 学 紀 要  5 1： 1 - 8， 2 0 1 1  

1 9 )  Y u k o  M i y a b a r a ,  Y o s h i k o  O n o e ,  A k i k o  H a r a d a ,  e t  a l :  

E f f e c t  o f  p h y s i c a l  a c t i v i t y  a n d  n u t r i t i o n  o n  b o n e  

m i n e r a l  d e n s i t y  i n  y o u n g  J a p a n e s e  w o m e n .  J B o n e  

M i n e r  M e t a b  2 5： 4 1 4 - 4 1 8， 2 0 0 7  

2 0 )  熊 谷 エ ツ 子 ， 中 園 朋 子 ， 中 山 留 美 ほ か ： 大 学 生 に お け る

貧 血 の 頻 度 と 成 因 に つ い て：熊 本 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学

部 紀 要  3： 5 5 - 6 0， 1 9 9 3  

 



32 

 

2 1 )  池 田 順 子 ， 宮 田 英 子 ， 永 田 久 紀 ： 女 子 学 生 の 貧 血 と 食 生

活 ― 質 問 紙 法 に よ る 食 生 活 調 査 結 果 に つ い て ― ．日 本 公

衛 誌  3 6 ( 8 )： 4 6 5 - 4 7 0， 1 9 8 9  

2 2 )  石 榑 清 司 ， 大 橋 澄 枝 ， 中 川 大 介 ： 女 子 学 生 の 貧 血 に 関 す

る 調 査 研 究 ― 貧 血 者 の 頻 度 と 食 生 活 状 況 ― ．学 校 保 健 研

究  4 2： 1 4 2 - 1 5 0， 2 0 0 0  

2 3 )  宮 崎 保 ： Ⅲ ． 主 要 疾 患 の 歴 史  ２ ． 鉄 欠 乏 性 貧 血 ： 日 本

内 科 学 会 雑 誌 ( 9 1 ) 7： 1 1 7 - 1 2 3， 2 0 0 2  



33 

 

 

  



34 

 

 



35 

 

  



36 

 

  



37 

 

  



38 

 

  



39 

 

  



40 

 

  



41 

 

  



42 

 

  



43 

 

  



44 

 

  



45 

 

  



46 

 

  



47 

 

  



48 

 

  



49 

 

  



50 

 

  

低体重群 正常体重群 肥満群
BMI＜18.5 18.5≦BMI≦25 25≦BMI

（食事） n＝145 (%) n＝395 (%) n＝18 (%)

①速い 27  (19%) 120  (30%) 7  (39%)
②ふつう 71  (49%) 180  (46%) 9  (50%)

③遅い 47  (32%) 95  (24%) 2  (11%)
①満腹になるまで食べることが多い 41  (28%) 103  (26%) 7  (39%)
②多く食べたり少なく食べたりまちまちである 83  (57%) 267  (67%) 11 (61%)

③常に腹八分目である 21  (15%) 25  (6%) 0
①食品の組み合わせなど，あまり考えて食べない 19  (13%) 72  (18%) 3  (17%)

②ときどき食品の組み合わせをかんがえて食べる 102  (70%) 276  (70%) 14  (78%)
③いつも食品の組合せを考えて食べる 24  (17%) 47  (12%) 1  (6%)
①ほとんど毎日１回は欠食する 1  (0.7%) 13  (3%3) 1  (6%)

②週２～３回欠食する 30  (21%) 93  (24%) 4  (22%)
③ほとんど欠食したことはない 114  (79%) 289  (73%) 13  (72%)

①　0日（朝食は毎日食べる） 93  (64%) 271  (69%) 10  (56%)
②　1日 37  (26%) 66  (17%) 3  (17%)

③　2日 10  (7%) 36  (9%) 3  (17%)
④　3日 4  (3%) 9  (2%) 0
⑤　4日 0 5  (1%) 2  (11%)

⑥　5日 0 3  (0.8%) 0
⑦　6日 1  (0.7%) 2  (0.5%) 0

⑧　7日（朝食は全く食べない） 0 3  (0.8%) 0
①めんどくさい 9  (16%) 18  (5%) 1  (10%)
②時間がない 32  (56%) 95  (24%) 9  (90%)

③お腹が空かない 16  (28%) 21  (5%) 0
①はい 42  (29%) 97  (25%) 2  (11%)

②いいえ 103  (71%) 298  (75%) 16  (89%)
①自分もしくは家族 138  (96%) 364  (92%) 17  (94%)
②購入する 6  (4%) 30  (8%) 1  (6%)

①家 141  (97%) 369  (93%) 15  (83%)
②店 0 1  (0.3%) 0

③学校 4  (3%) 24  (6%) 3  (17%)
①嫌いでほとんど食べない 1  (0.7%) 4  (1%) 0
②嫌いではないが食べない 7  (5%) 30  (8%) 1  (6%)

③毎食とはいえないが，１日１回は食べる 89  (61%) 243  (62%) 14  (78%)
④ほとんど毎食食べる 48  (33%) 118  (30%) 3  (17%)

①嫌いでほとんど食べない 6  (4%) 19  (5%) 2  (11%)
②毎食とはいえないが，1日1食は食べる 111  (77%) 306  (78%) 14  (78%)
③ほとんど毎食食べる 28  (19%) 70  (18%) 2  (11%)

①はい 28  (19%) 78  (20%) 2  (11%)
②いいえ 117  (81%) 317  (80%) 16  (89%)

①ほとんど毎日食べる 49  (34%) 121  (31%) 6  (33%)
②ときどき食品の組み合わせを考えて食べる 78  (54%) 233  (59%) 12  (67%)

③ほとんど食べない 18  (12%) 41  (10%) 0
①だいぶある 33  (23%) 113  (29%) 4  (22%)
②ふつう 76  (53%) 187  (47%) 10  (56%)

③ほとんどない 36  (25%) 95  (24%) 4  (22%)
①いつもない 0 9  (22%) 0

②ふつう 72  (50%) 192  (49%) 9  (50%)
③いつもある 73  (50%) 194  (49%) 9  (50%)
①過食（食べ過ぎる） 55  (38%) 186  (47%) 9  (50%)

②食欲不振 25  (17%) 57  (14%) 1  (0.3%)
③変化なし 65  (45%) 152  (39%) 8  (2%)

①改善するつもりはない 29  (20%) 42  (11%) 0
②改善するつもりである（おおむね6カ月以内） 98  (67%) 248  (63%) 16  (89%)
③近いうち（おおむね1カ月以内）改善するつもりであり，少しず

つ始めている
18  (12%) 107  (27%) 2  (11%)

（運動）

①はい 20  (14%) 73  (18.5) 1  (6%)
②いいえ 125  (86%) 322  (81.5) 17  (94%)
①はい 30  (21%) 82  (20.8) 7  (39%)

②いいえ 115  (79%) 313  (79.2) 11  (61%)

①はい 65  (45%) 186  (47.1) 7  (39%)

②いいえ 80  (55%) 209  (52.9) 11  (61%)
（その他）

①はい 41 (28.7) 181 (45.8) 11 (61%)
②いいえ 102 (71.3) 214 (54.2) 7 (39%)

１３．間食をしますか

２．食事はいつも腹一杯食べますか*

３．食事をするとき食品の組合せを考えていますか

４．普段欠食することがありますか（１日３食を基準として）

５．朝食を食べない日は週に何日ぐらいありますか*

6．朝食を食べない理由は何ですか

７．一人暮らしですか

８．朝食はだれが作りますか

９．どこで朝食を食べますか

１０．野菜は好きですか

１１．緑黄色野菜は食べますか

１２．就寝前の２時間以内に食事をすることが週3回以上あ
りますか

１．この1年間で体重の増減が±3kg以上ありましたか*

*<0.05（χ2乗検定）

表2-15　肥満度別　食行動、運動習慣等の比較 (n=558)

１．1回30分以上，軽く汗をかく運動を週二回以上，１年以
上行っていますか
２．１日１時間以上歩いていますか

３．（同性の）友達と比べて歩く速度が速いですか

１．人と比較して食べる速度が速いですか*

１４．自分で偏食はあると思いますか

１５．食欲はありますか

１６．ストレスにより食行動が変化しますか

１７．運動や食生活等の生活習慣を改善してみようと思いま
すか*

質問8、9は無回答者のため、回答数が異なる。質問8：n=556、質問9：n=557
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第 3 章   

女 子 大 学 生 の 居 住 形 態 の 違 い に よ る  

健 康 状 態 と 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

 

１ ． 緒 言  

大 学 生 と な る 時 期 に は 、 家 族 と 離 れ 一 人 暮 ら し を 始 め た り 、 家

族 と 共 に 暮 ら し て い て も 、 そ れ ま で の 生 活 パ タ ー ン に 変 化 が み ら

れ 、 食 行 動 ・ 食 環 境 が 大 き く 変 化 す る 時 期 で あ る 。 一 人 暮 ら し 学

生 に お い て は 、 こ れ ま で ほ と ん ど 家 庭 に 依 存 し て き た 毎 日 三 食 す

べ て の 食 事 を 自 身 で 考 え 、 喫 食 す る 必 要 に 迫 ら れ る 。 実 際 に 、 一

人 暮 ら し 学 生 は 自 宅 生 よ り 朝 食 欠 食 率 が 高 い と 報 告 さ れ て お り 、

食 行 動 の 乱 れ も 問 題 に な っ て い る 。  

内 閣 府 が 平 成 2 1 年 に 行 っ た 「 大 学 生 の 食 に 関 す る 実 態 や 意 識

に つ い て の イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査 」（ 1）に よ れ ば 、朝 食 の 欠 食 は 、

上 級 学 年 ほ ど 、 男 性 ほ ど 、 一 人 暮 ら し ほ ど 、 問 題 が あ る と さ れ て

い る （ 図 3 - 1） 。 ま た 、 2 0 歳 以 上 の 者 で 、 朝 食 欠 食 が 始 ま っ た 時

期 は 、 「 2 0 歳 以 降 」 と い う 者 が 多 く （ 2） （ 図 3 - 2） 、 大 学 生 で

変 化 す る 生 活 環 境 が 朝 食 欠 食 な ど の 食 行 動 に 影 響 す る こ と が 推

測 さ れ た 。 料 理 の 実 践 に つ い て 、 週 4 日 程 度 ～ 毎 日 の 者 は 、 自 宅

生 で 8 . 3％ 、 一 人 暮 ら し 5 1 . 4 %と 一 人 暮 ら し 学 生 で 多 い が 、 男 女

間 で 大 き な 差 は み ら れ な か っ た （ 3） （ 図 3 - 3）  。 一 方 で 、 食 を

め ぐ る 環 境 も 大 き く 変 化 し て き て い る 。 昭 和 5 0 年 当 時 と 現 在 の

大 学 生 が 生 ま れ た 頃 で あ る 平 成 2 年 に か け 、食 の 外 部 化 す な わ ち 、

ス ー パ ー な ど で 惣 菜 な ど を 購 入 す る 中 食 率 は 2 8 . 4％ か ら 4 1 . 2％

へ 、外 食 率 は 2 7 . 8％ か ら 3 7 . 7％ へ と 急 激 に 上 昇 し 、現 在 も 高 率 の
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ま ま 推 移 し て い る （ 4）（ 図 3 - 4） 。 す な わ ち 、 自 宅 で 料 理 す る 機

会 が 以 前 よ り 減 少 し た わ け で あ る 。 つ ま り 食 生 活 の 変 化 の 背 景 に

は 食 環 境 の 変 化 が 大 き く 関 わ っ て い る こ と も 考 慮 し な け れ ば な

ら な い 。 著 者 の 修 士 論 文 「 留 学 生 の 食 生 活 と 食 環 境 と の 関 連 に 関

す る 研 究 」 （ 5） に お い て 、 キ ャ ン パ ス の 近 隣 に 住 む 留 学 生 を 対

象 に 食 事 調 査 を 行 い 、 同 時 に キ ャ ン パ ス 内 の 売 店 ・ 食 堂 の 食 環 境

調 査 も 行 っ た 。 留 学 生 の 摂 取 食 物 の 特 徴 と 、 キ ャ ン パ ス 内 の 入 手

可 能 な 食 物 の 特 徴 は 、 主 食 が 多 い こ と 、 油 脂 料 理 が 多 く 、 偏 り が

あ る と い う 点 で 、 同 様 な 傾 向 が あ る こ と が 分 か り 、 彼 ら の 食 生 活

の 向 上 に は 教 育 的 ア プ ロ ー チ だ け で な く 、 環 境 的 ア プ ロ ー チ も 必

要 で あ る こ と が 分 か っ た 。 異 国 で あ る か な い か の 違 い は あ る も の

の 、 一 人 暮 ら し を す る 日 本 人 学 生 も 、 一 人 で 食 物 選 択 を 行 い 、 食

事 作 り を す る と い う 点 で 、 留 学 生 と 似 た 問 題 点 が あ る こ と が 予 想

さ れ た 。 こ の こ と か ら 、 一 人 暮 ら し に 焦 点 を あ て 、 居 住 形 態 （ 自

宅 生 か 一 人 暮 ら し ） に よ る 健 康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 を 検 討 す

る こ と と し た 。   
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２ ． 目 的  

 

 大 学 生 と な り 、 と く に 家 族 と 離 れ 一 人 暮 ら し を 始 め る 学 生 は 、

栄 養 摂 取 状 況 や 食 習 慣 の 乱 れ に よ り 健 康 状 態 が 悪 化 す る 可 能 性

が あ る 。 本 章 で は 、 女 子 大 学 生 の 居 住 形 態 別 、 す な わ ち 自 宅 生 と

一 人 暮 ら し 学 生 と の 間 で 栄 養 摂 取 状 況 、 食 行 動 、 健 康 状 態 に ど の

よ う な 違 い が み ら れ る か を 明 ら か に す る 。  
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３ ． 方 法  

 

対 象 者 は 2 0 0 8 年 ～ 2 0 1 1 年 に 名 古 屋 学 芸 大 学 管 理 栄 養 学 部 管 理

栄 養 学 科 に 在 籍 す る １ 年 次 学 生 で 同 意 が 得 ら れ 、 す べ て の 調 査 項

目 が 実 施 で き た 女 子 学 生 5 5 8 名 で あ る 。研 究 内 容 に つ い て は 対 象

者 全 員 に 文 書 で 説 明 し 、 同 意 書 を 得 た 。 本 研 究 は 名 古 屋 学 芸 大 学

倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て い る（ 平 成 1 9 年 6 月 1 日 、承 認 番 号 ６ ）。  

調 査 内 容 は 、 身 体 測 定 と し て は 身 長 、 体 重 、 B M I、 血 圧 、 上 腕

周 囲 長（ A C）、上 腕 三 頭 筋 皮 下 脂 肪 厚（ T S F）、ウ エ ス ト 周 囲 長 、

骨 密 度 を 測 定 し た 。体 脂 肪 率 は T B F - 2 1 0（ タ ニ タ 株 式 会 社 、東 京 ）

で 測 定 し た 。 骨 密 度 は 超 音 波 骨 評 価 装 置 A L O K A  AOS − 1 0 0（ ア

ロ カ 株 式 会 社 、 東 京 ） を 用 い て 、 超 音 波 法 に よ り 測 定 し た 。  

血 液 検 査 は 、 早 朝 空 腹 時 に 採 血 し 、 総 蛋 白 、 ア ル ブ ミ ン 、 総 コ

レ ス テ ロ ー ル 、中 性 脂 肪（ ト リ グ リ セ リ ド ）、 H D L コ レ ス テ ロ ー

ル 、L D L コ レ ス テ ロ ー ル 、血 糖 、グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c（ H b A 1 c）、

尿 酸 、 B U N、 ク レ ア チ ニ ン 、 A S T、 A L T、 γ - G T P、 L D H、 ア ミ ラ

ー ゼ 、 赤 血 球 数 、 白 血 球 数 、 血 小 板 数 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 、 ヘ マ ト ク

リ ッ ト 、血 清 鉄 、フ ェ リ チ ン を 外 注 委 託 検 査 で 実 施 し た（ B M L 社 、

東 京 ） 。  

栄 養 調 査 は 、 自 記 式 の 調 査 用 紙 を 用 い て 食 物 摂 取 頻 度 調 査

( F o o d  F r e q u e n c y  Q u e s t i o n n a i r e： F F Q ) (シ ス テ ム サ プ ラ イ 社 ； 食

物 摂 取 頻 度 解 析 シ ス テ ム V e r . 1 . 2 1 )（ 6 , 7） に よ り 実 施 し た 。 食 行

動 等 の 調 査 は 、 運 動 、 食 事 、 休 養 に 関 す る 「 健 康 診 断 問 診 票 」 お

よ び 、 健 康 、 食 生 活 、 ラ イ フ ス タ イ ル に 関 す る 「 健 康 と 栄 養 に 関

す る 調 査 票 」 （ 5 )を 用 い て 行 っ た 。 統 計 学 的 解 析 に つ い て は 、 デ



66 

 

ー タ は 平 均 値 ±標 準 偏 差 で 示 し た 。 頻 度 の 差 の 検 定 は χ ２ 検 定 に

よ り 行 っ た 。 p  <  0 . 0 5  を 有 意 差 あ り と 判 定 し た 。 統 計 学 的 解 析 は

統 計 解 析 ソ フ ト I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  V e r 1 7 . 0 を 使 用 し た 。  
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４ ． 結 果  

 

 居 住 形 態 別 の 身 体 計 測 の 結 果 を 表 3 - 1 に 示 し た 。 一 人 暮 ら し 学

生 は 、自 宅 生 に 比 べ て 、 B M I お よ び 上 腕 周 囲 径（ A C）が 有 意 に 低

値 で あ っ た 。 次 に 、 血 液 検 査 成 績 を 表 3 - 2 に 示 し た 。 一 人 暮 ら し

学 生 の 方 が 、 自 宅 生 に 比 べ て 、 白 血 球 数 、 赤 血 球 数 、 ヘ モ グ ロ ビ

ン 値 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト 値 、 血 糖 値 が 有 意 に 低 値 、 ク レ ア チ ニ ン 値

が 有 意 に 高 値 で あ っ た 。  

 栄 養 摂 取 量 に お い て は 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 が 自 宅 生 1 7 3 4± 5 3 4  

k c a l で あ る の に 対 し 、 一 人 暮 ら し 学 生 で は 1 4 7 3± 3 4 7  k c a l と 有

意 に 低 く 、一 人 暮 ら し 学 生 は 自 宅 生 に 比 べ 約 2 6 0 k c a l エ ネ ル ギ ー

摂 取 量 が 少 な か っ た （ 表 3 - 3） 。 ま た 、 一 人 暮 ら し 学 生 は 、 栄 養

素 別 エ ネ ル ギ ー 比 率（ P F C 比 ）で 炭 水 化 物 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 有 意

に 高 く 、 タ ン パ ク 質 お よ び 脂 質 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 有 意 に 低 か っ た 。

栄 養 素 摂 取 量 、 食 品 群 別 摂 取 量 の ほ と ん ど の 項 目 に お い て 、 一 人

暮 ら し 学 生 の 方 が 、 有 意 に 摂 取 量 が 少 な か っ た （ 表 3 - 4， 3 - 5） 。

乳 類 、 緑 黄 色 野 菜 の 量 に つ い て も 、 有 意 差 は 認 め な か っ た が 、 一

人 暮 ら し 学 生 で 摂 取 量 が 少 な か っ た 。  

居 住 形 態 別 の 食 行 動 、 運 動 習 慣 な ど に つ い て 表 3 - 6 に 示 し た 。

欠 食 に つ い て の 項 目 は 表 3 - 7 に 再 掲 し た 。 「 普 段 欠 食 を す る こ と

が あ り ま す か 」 の 問 い に 、 「 ほ と ん ど 欠 食 し た こ と は な い 」 と い

う 者 の 割 合 は 、 自 宅 生 7 7％ に 対 し 、 一 人 暮 ら し 学 生 6 7％ で あ っ

た 。 ま た 、 朝 食 の 欠 食 頻 度 に つ い て 、 朝 食 を ほ と ん ど 食 べ て い る

（ 朝 食 を 食 べ な い 日 が 週 に 0～ １ 日 ）者 は 、自 宅 生 で 8 8％ に 対 し 、
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一 人 暮 ら し 学 生 で は 8 0％ で あ っ た 。一 人 暮 ら し 学 生 で は 食 事 の 欠

食 、朝 食 の 欠 食 が 若 干 多 か っ た が 、自 宅 生 と 大 き な 差 は な か っ た 。 

表 3 - 8～ 3 - 1 1 に 主 観 的 健 康 観 、 食 行 動 、 食 意 識 に つ い て 再 掲 し

た 。 現 在 の 健 康 状 態 を 「 と て も 良 い 」 、 「 良 い 」 と 答 え た 者 は 自

宅 生 8 4％ 、一 人 暮 ら し 学 生 8 3 %と 差 は み ら れ な い が 、「入 学 前 に

比 べ 、現 在 の 健 康 状 態 は ど う で す か 」、の 問 い に 、「悪 く な っ た 」

者 の 割 合 が 自 宅 生 1 1％ に 対 し 、 一 人 暮 ら し 学 生 は 2 5％ と 一 人 暮

ら し 学 生 の 方 が 多 か っ た （ 表 3 - 8） 。 「 睡 眠 は 十 分 と れ て い ま す

か 」 の 問 い で は 、 「 あ ま り 睡 眠 が と れ て い な い 」 「 全 く 睡 眠 が と

れ て い な い 」 と 答 え た 者 は 自 宅 生 4 8 %、 一 人 暮 ら し 学 生 2 7 %と 、

自 宅 生 の 方 が 、睡 眠 が 十 分 で は な か っ た (表 3 - 8 )。自 宅 生 は 一 人 暮

ら し 学 生 よ り も 通 学 時 間 が 長 い た め に 早 起 き が 必 要 な 場 合 が あ

り 、 帰 宅 時 間 が 遅 い 傾 向 が あ る こ と が 影 響 し て い る 可 能 性 が あ る 。

食 事 満 足 度 に つ い て 、 「 と て も 満 足 」 「 少 し 満 足 」 と 答 え た 者 は

自 宅 生 7 6％ 、一 人 暮 ら し 学 生 4 2 %と 、一 人 暮 ら し 学 生 で は 食 事 満

足 度 が 低 か っ た（ 表 3 - 9）。同 様 に 、「 食 事 を 楽 し ん で い ま す か 」

の 問 い に 、「と て も 楽 し ん で い る 」と 答 え た 者 は 自 宅 生 5 3％ に 対

し 、 一 人 暮 ら し 学 生 は 2 6％ で あ っ た （ 表 3 - 9） 。 次 に 「 食 物 を 選

択 す る と き に １ 番 重 要 視 す る も の 」 を 選 ん で も ら っ た と こ ろ 、 一

人 暮 ら し 学 生 で は 半 数 以 上 が「 価 格 」と 回 答 し 、自 宅 生 で は 、「味 」

が 一 番 多 か っ た（ 表 3 - 1 0）。「 大 学 入 学 後 食 生 活 は 変 化 し ま し た

か 」 と の 問 い に 、 自 宅 生 の 6 3 %が 「 特 に 変 化 し て い な い 」 の に 対

し 、一 人 暮 ら し 学 生 の 6 4 %が「 悪 く な っ た 」と 回 答 し た（ 表 3 - 1 1）。

現 在 の 食 生 活 の 改 善 意 欲 に つ い て は 自 宅 生 と 一 人 暮 ら し 学 生 で

は 差 は な く 、行 動 変 容 の ス テ ー ジ の「 無 関 心 期 」が 1 0 %程 度 、「関



69 

 

心 期 」 と 「 準 備 期 」 あ わ せ て 8 0 %で あ る が 、 「 実 行 期 」 に 入 っ て

い る 者 は わ ず か で あ っ た （ 表 3 - 1 1） 。  
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５ ． 考 察  

 

一 人 暮 ら し 学 生 は 、自 宅 生 に 比 べ B M I は 低 か っ た が 、血 液 検 査 、

骨 密 度 に 大 き な 差 は な く 、 健 康 状 態 に は 大 き な 問 題 は 認 め な か っ

た 。  

推 定 エ ネ ル ギ ー 必 要 量 を 1 9 5 0 k c a l（ 食 事 摂 取 基 準 2 0 1 0 年 度 版

に お い て 、1 8～ 2 9 歳 の 身 体 活 動 レ ベ ル Ⅱ の 場 合 ）と し た 場 合 、7 0％

で あ る 1 3 6 5 k c a l 以 下 の 者 は 一 人 暮 ら し で 5 7 名 （ 4 0 . 4％ ） 、 自 宅

生 で 9 9 名 （ 2 3 . 7％ ） で あ っ た 。 一 人 暮 ら し 学 生 の 栄 養 不 足 の 深

刻 さ が 明 ら か と な っ た 。 同 様 に 、 一 人 暮 ら し 学 生 は 、 自 宅 生 に 比

べ 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 ほ と ん ど す べ て の 栄 養 素 摂 取 量 が 有 意

に 低 か っ た 。 先 行 研 究 に お い て も 一 人 暮 ら し 学 生 の 方 が 自 宅 生 よ

り 栄 養 摂 取 量 が 少 な い こ と が 明 ら か と な っ て い る （ 8） 。 ま た 、

一 人 暮 ら し 学 生 で は 、 タ ン パ ク 質 、 脂 質 摂 取 量 が 低 く （ 9） 、 食

事 と し て パ ン や お に ぎ り な ど １ 点 も の が 多 い （ 1 0） と の 報 告 が あ

り 、 主 食 に 偏 る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 本 研 究 で も 、 一 人 暮 ら し

学 生 で は エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 に 対 す る 炭 水 化 物 エ ネ ル ギ ー 比 率 が

高 く 、 結 果 に は 示 し て い な い が 、 カ ロ リ ー あ た り の 穀 類 ・ 芋 類 の

占 め る 割 合 が 一 人 暮 ら し 学 生 の 方 が 高 い 傾 向 が あ り 、 主 食 に 偏 る

食 事 が 推 測 さ れ た 。  

一 人 暮 ら し 学 生 が 食 品 を 選 択 す る 際 の も う 一 つ の 問 題 は 、 利 用

可 能 な 食 品 の 入 手 場 所 で 、 ど の よ う な 食 品 が 入 手 で き る か 、 す な

わ ち 、 食 環 境 あ る い は 食 に 対 す る ア ク セ ス の 問 題 が あ る 。 近 年 、

コ ン ビ ニ エ ン ス ・ ス ト ア が 急 速 に 普 及 し 、 多 く の 大 学 生 が 利 用 し

て い る 。 難 波 ら （ 1 1） に よ る と 、 1 0 ~ 3 0 歳 代 の コ ン ビ ニ の 利 用 率
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は 9 0 %以 上 で あ り 、そ の 利 用 理 由 の 第 1 位 は 食 事・お や つ で あ り 、

利 用 す る も の は 利 用 し て い な い も の に 比 べ 、 生 活 習 慣 、 食 生 活 、

健 康 状 況 が 良 好 で な い と 報 告 し て い る 。 ま た 、 佐 々 木 ら （ 1 2） に

よ れ ば 、 栄 養 関 連 学 科 女 子 新 入 生 1 , 8 1 3 名 を 対 象 と し て 、 入 学 直

前 の １ ヵ 月 間 に お け る コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア で の 購 入 食 品 数 と

栄 養 素 ・ 食 品 群 摂 取 量 の 関 連 に つ い て 検 討 し た と こ ろ 、 コ ン ビ ニ

エ ン ス ス ト ア で の 購 入 食 品 数 が 多 い 群 ほ ど 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量

が 多 く 、 カ ロ テ ン 、 タ ン パ ク 質 、 カ ル シ ウ ム 、 食 物 繊 維 、 鉄 、 カ

リ ウ ム 、 ビ タ ミ ン C、 コ レ ス テ ロ ー ル 、 n - 3 系 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸

摂 取 量 と 負 の 相 関 を 認 め た と 報 告 し て い る 。 ま た 、 総 エ ネ ル ギ ー

摂 取 量 を 調 整 し た 食 品 群 別 摂 取 量 と の 関 係 に つ い て は 菓 子 類 と

は 正 の 相 関 、 緑 黄 色 野 菜 類 と 負 の 相 関 が 顕 著 で あ っ た 。  

著 者 は 、修 士 課 程 の 研 究 に お い て 、 2 0 0 7 年 に 今 回 調 査 対 象 と し

た 名 古 屋 学 芸 大 学 の キ ャ ン パ ス に あ る 食 環 境 調 査 を 行 っ た 。 食 堂

7 店 舗 、売 店 5 店 舗 、自 動 販 売 機 が 1 1 機 あ り 、こ れ ら で 入 手 可 能

な 食 物 の 特 徴 を 調 査 し た 。 そ の 結 果 、 即 席 め ん 、 サ ン ド イ ッ チ 、

調 理 パ ン 、 丼 も の な ど の 主 食 系 が 多 く 、 主 菜 系 で は 油 脂 料 理 が 多

い こ と が 明 ら か と な っ た （ 5） 。 今 回 の 対 象 者 で は コ ン ビ ニ や 学

内 の 売 店 お よ び 食 堂 の 利 用 頻 度 に 差 は み と め ら れ な か っ た が 、 一

人 暮 ら し 学 生 に お い て 、 総 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 で 調 整 し た 際 に 穀

類 ・ 芋 類 が 多 い こ と 、 炭 水 化 物 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 多 い こ と か ら 、

手 軽 に 食 べ る こ と が で き る １ 品 料 理 を 多 く 摂 取 し て い る こ と が

伺 え た 。  

朝 食 欠 食 率 は 自 宅 生 1 2 %、 一 人 暮 ら し 学 生 2 0 %と 、 一 人 暮 ら し

学 生 で や や 頻 度 が 高 か っ た 。 ま た 、 大 学 に 入 学 後 、 健 康 状 態 お よ
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び 食 生 活 が 悪 化 し た と 感 じ て い る 者 が 、 自 宅 生 よ り 一 人 暮 ら し に

多 く み ら れ た 。 一 人 暮 ら し を 開 始 し た と い う こ と に よ る 食 環 境 の

急 激 な 変 化 が 、 食 行 動 や 健 康 状 態 の 自 覚 症 状 に 悪 影 響 を 及 ぼ し て

い る 実 態 が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 現 在 の 食 生 活 を 満 足 し て い な

い 者 は 、 自 宅 生 3 4 %、 一 人 暮 ら し 学 生 5 8 %と 、 一 人 暮 ら し 学 生 に

多 か っ た が 、 言 い 換 え れ ば 、 食 生 活 や 健 康 状 態 が 悪 化 し て い る と

い う 自 覚 が あ る と い う こ と で も あ る 。 し か し 、 食 生 活 の 改 善 意 欲

に つ い て は 、 行 動 変 容 の 「 実 行 期 」 で あ る 者 は 、 わ ず か し か み ら

れ な か っ た 。 こ の こ と は 、 未 だ 「 関 心 期 」 、 「 準 備 期 」 に あ る 一

人 暮 ら し 学 生 に 対 し て 、 積 極 的 に 行 動 変 容 に 関 す る ア プ ロ ー チ を

行 う べ き で あ る と 考 え ら れ た 。  

食 品 を 選 択 す る 際 、 重 要 で あ る こ と は 一 人 暮 ら し 学 生 に と っ て

「 価 格 」 が 一 番 に 挙 げ ら れ た 。 食 生 活 を 良 く し た い と い う 思 い の

反 面 、 経 済 的 な 理 由 が 食 行 動 の 改 善 を 妨 げ て い る こ と が 示 唆 さ れ

た 。 先 行 研 究 に お い て も 食 費 と 推 定 エ ネ ル ギ ー 必 要 量 に 対 す る 摂

取 エ ネ ル ギ ー 量 の 割 合 に は 相 関 関 係 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い

る （ 1 3） 。 伊 海 ら は 、 下 宿 生 は 金 銭 、 鮮 度 、 販 売 単 位 の 面 か ら 、

購 入 で き な い も の が あ る と 感 じ て い る 者 が 多 い と 報 告 し て い る

（ 1 4） 。  

以 上 よ り 、 一 人 暮 ら し 学 生 の 栄 養 摂 取 状 況 は 、 自 宅 生 に 比 べ 悪

い が 、 経 済 的 な 問 題 が 大 き い こ と が 明 ら か と な り 、 栄 養 教 育 、 啓

発 活 動 の み で は 限 界 が あ り 、 一 人 暮 ら し 学 生 へ の 支 援 策 と し て ど

の よ う な 方 法 が 効 果 的 で あ る か 、 栄 養 学 的 な 面 だ け で は な く 、 食

環 境 や 食 生 態 や 社 会 学 的 な 見 地 か ら も 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
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６ ． ま と め  

 

一 人 暮 ら し 学 生 （ 1 4 1 名 ） は 自 宅 生 （ 4 1 7 名 ） よ り B M I は 低 か

っ た が 、 血 液 検 査 、 骨 密 度 に 大 き な 問 題 は 認 め な か っ た 。 エ ネ ル

ギ ー 摂 取 量 は 一 人 暮 ら し（ 1 4 7 3± 3 4 7 k c a l）の 方 が 、自 宅 生（ 1 7 3 4

± 5 3 4 k c a l）よ り 有 意 に 低 か っ た 。朝 食 欠 食 率 は 一 人 暮 ら し 学 生 で

若 干 高 か っ た 。健 康 状 態 や 食 生 活 が 大 学 入 学 後 に「 悪 化 し て い る 」

と 感 じ る 者 が 多 か っ た 。 食 物 選 択 理 由 と し て 、 一 人 暮 ら し 学 生 で

は 「 価 格 」 （ 5 3 . 2 %） 、 自 宅 生 で は 「 味 」 （ 3 8 . 1％ ） が 多 く あ げ

ら れ た 。 栄 養 摂 取 不 足 が 続 く こ と は 、 将 来 、 様 々 な 疾 病 の 発 症 リ

ス ク が 高 く な る 可 能 性 が あ り 、 改 善 さ れ る べ き で あ る が 、 経 済 的

側 面 の 影 響 も 大 き い こ と が 明 ら か と な っ た 。  

  



74 

 

参 考 文 献  

 

1 )  内 閣 府：大 学 生 の 食 に 関 す る 実 態 や 意 識 に つ い て の イ ン

タ ー ネ ッ ト 調 査 ， 2 0 0 9  

2 )  厚 生 労 働 省 ： 平 成 2 1 年  国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 の 概 要  

3 )  内 閣 府 ： 大 学 生 の 食 に 関 す る 実 態 や 意 識 調 査 報 告 書 ，

2 0 0 9  

4 )  内 閣 府 ： 平 成 1 9 年 版 食 育 白 書  

5 )  安 友 裕 子 ，西 尾 素 子 ： 留 学 生 の 食 生 活 と 食 環 境 と の 関 連

に 関 す る 萌 芽 的 研 究 ― N 大 学 の 事 例 ― ． 生 活 学 論 叢  

1 4： 8 3 - 9 5， 2 0 0 8  

6 )  W a k a i  K ,  I s u z u  E ,  K a t o  K ,  e t  a l  :  A  s i m p l e  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  f o r  J a p a n e s e  d i e t - - P a r t  I .  

D e v e l o p m e n t  o f  t h e  q u e s t i o n n a i r e ,  a n d  

r e p r o d u c i b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  f o r  f o o d  g r o u p s .  J  

E d i p e m i o l  9  :  2 1 6 - 2 2 6 ,  1 9 9 9  

7 )  I s u z u  E ,  W a k a i  K ,  K a t o  K ,  e t  a l  :  A  s i m p l e  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  f o r  J a p a n e s e  d i e t - - P a r t  I I .  

R e p r o d u c i b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  f o r  n u t r i e n t  i n t a k e s .  J  

E d i p e m i o l  9  :  2 2 7 - 2 3 4 ,  1 9 9 9  

8 )  片 村 早 花 ， 杉 村 留 美 子 ， 峰 谷 愛 他 ： 管 理 栄 養 士 養 成 校 女

子 大 学 生 を 対 象 と し た 食 事 調 査 ― １ 人 暮 ら し 学 生 と 自

宅 学 生 の 比 較 ― ． 日 本 未 病 シ ス テ ム 学 会 雑 誌 1 6 ( 2 )：

4 7 8 - 4 8 1 . 2 0 1 0  

 



75 

 

9 )  金 子  誉 ， 里  誠 ， 佐 々 山 竜 一 他 ： 医 学 科 学 生 に お け る 食

生 活 の 実 態 と 夜 間 摂 食 症 候 群 ． 山 梨 医 科 大 学 紀 要 ： 1 8，

0 0 7 - 0 1 0， 2 0 0 1  

1 0 )  小 栗 誼 人 ： 大 学 生 に お け る 自 宅 生 と 下 宿 生 の 食 生 活 ．藤

田 学 園 医 学 会 誌  2 7 ( 1 )： 9 9 - 1 0 3， 2 0 0 3  

1 1 )  難 波 敦 子 ， 尾 立 純 子 ， 浅 野 真 智 子 他 ： コ ン ビ ニ エ ン ス ス

ト ア の 利 用 の 実 態 と 食 生 活 状 況 ．日 本 栄 養・食 糧 学 会 誌 ，

5 3： 2 1 5 - 2 2 6， 2 0 0 0  

1 2 )  佐 々 木 敏 ， 辻 と み 子 ， 片 桐 あ か ね 他 ： コ ン ビ ニ エ ン ス ス

ト ア で の 購 入 食 品 数 と 栄 養 素・食 品 群 摂 取 量 の 関 連 ― 大

学 等 栄 養 関 連 学 科 女 子 新 入 生 に お け る 検 討 ― ． 日 本 栄

養 ・ 食 糧 学 会 誌  5 3： 2 1 5 - 2 2 6， 2 0 0 0  

1 3 )  石 川 詔 子 ，五 十 嵐 益 恵 ．自 宅 外 学 生 の 食 生 活 の 実 態 と 健

康 ， 日 健 医 誌 ． 1 6 ( 4 )： 9 - 1 4， 2 0 0 8  

1 4 )  伊 海 公 子 ,坂 本 裕 子 ,三 好 正 満 ： 下 宿 女 子 大 生 の 生 活 環 境  

と 食 生 活 型 ． 栄  養  学  雑  誌  5 5 ( 5 )： 2 3 9～ 2 5 1， 1 9 9 7  

 

  



76 

 



77 

 

  



78 

 

  



79 

 

  



80 

 

  



81 

 

  



82 

 

  



83 

 

  



84 

 

  



85 

 

  



86 

 



87 

 

  



88 

 

  



89 

 

  



90 

 

  



91 

 

第 ４ 章  女 子 大 学 生 の ボ デ ィ イ メ ー ジ と  

栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

 

１ ． 緒 言  

 

痩 せ て い る 方 が 魅 力 的 で あ り 容 姿 も 美 し い と い う 社 会 的 風 潮 や

価 値 観 の た め に 、 肥 満 で も な い の に 痩 せ る こ と を 望 ん で い る 女 子

学 生 は 多 い 。 健 康 的 な ラ イ フ ス タ イ ル の 確 立 と い う 観 点 か ら 女 子

学 生 の 食 生 活 の 実 態 を 把 握 し 、 健 康 状 態 と の 関 連 を 検 討 す る こ と

は 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。 実 際 に 、 厚 生 労 働 省 の 国 民 栄 養 調 査 お

よ び 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 に よ る と 2 0歳 代 女 性 の B M I＜ 1 8 . 5の 低 体

重 者 の 頻 度 は 、 1 9 8 7年 で は 1 8 . 6 %か ら 1 0年 後 の 1 9 9 7年 に は 2 4 . 1 %

に 増 加 し 、そ の 後 は 2 5 %前 後 で 推 移 し て い る（ 1）。平 成 2 0年 度 国

民 健 康 ・ 栄 養 調 査 に よ る と 、 2 0歳 代 女 性 の 肥 満 者 ( B M I≧ 2 5 . 0 )の

頻 度 は 、 7 . 7 %で あ る の に 対 し 、 体 型 の 自 己 分 析 で は 、 「 太 っ て い

る 」 1 2 . 6 %、 「 や や 太 っ て い る 」 3 1 . 4 %と 、 4 4 . 0 %の 者 が 「 太 っ て

い る 」 と 感 じ て お り 、 実 際 の 体 重 と ボ デ ィ イ メ ー ジ に 乖 離 が み ら

れ て い る 。 こ の 調 査 で は 、 2 0  歳 代 女 性 の 自 分 に と っ て の 理 想 体

重 の 平 均 値 は 4 7 . 6 k g（ 理 想 B M Iの 平 均 値 は 1 9 . 0  ）、実 体 重 の 平 均

値 は 5 1 . 9 k g（ 平 均 身 長 1 5 8 . 3 c m、 平 均 B M I  2 0 . 7） な の で 、 現 状 よ

り 約 4 k g  減 量 し た い と 考 え て い る と 報 告 し て い る （ 2） 。  

不 適 切 な ダ イ エ ッ ト の 結 果 と し て 、 潜 在 的 な 栄 養 素 の 不 足 が 問

題 に な る 。 平 成 2 2年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 結 果 の 概 要 で は 、 2 0歳 代

女 性 の 1  日 の 平 均 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は 1 , 6 1 2 k c a l（ 中 央 値 ：

1 5 7 0 k c a l）で あ る が 、こ の 年 代 の 女 性 に 必 要 と さ れ る 1  日 の エ ネ
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ル ギ ー 量 は 、 通 勤 な ど で 歩 く 機 会 が 比 較 的 多 い 人 で 約 1 , 9 5 0 k c a l、

ほ と ん ど 身 体 を 動 か す こ と の な い 人 で も 約 1 , 7 0 0 k c a l  で あ り 、「や

せ 」 が 多 い と い う 実 情 か ら も 、 現 状 は 少 な め で あ る と 考 え ら れ る

（ 3） 。  

実 際 は 痩 せ る 必 要 が な い 者 の う ち 、 「 や せ 願 望 」 が あ る 者 は 栄

養 摂 取 量 の 不 足 が あ る 可 能 性 が あ り 、 将 来 、 貧 血 や 骨 密 度 の 低 下

な ど に つ な が る こ と が 懸 念 さ れ る 。 女 子 大 学 生 な ど の 若 年 女 性 の

「 や せ 願 望 」 に 関 す る 研 究 に つ い て は 、 身 体 組 成 、 食 行 動 や 摂 食

障 害 に つ い て は 多 く の 研 究 が み ら れ る （ 4 - 1 0） が 、 血 液 検 査 や 骨

密 度 、 栄 養 摂 取 状 況 を 総 合 的 に 検 討 し 、 や せ 願 望 が 若 年 女 性 の 身

体 状 況 や 栄 養 摂 取 状 況 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 研 究 は 少 な

い 。 そ こ で 、 本 章 で は 、 女 子 大 学 生 の 「 や せ 願 望 」 を 持 つ 者 の 健

康 状 態 お よ び 栄 養 摂 取 状 況 を 検 討 す る こ と と し た 。  
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２ ． 目 的  

 

近 年 、 や せ 願 望 の 若 い 女 性 の 増 加 が 指 摘 さ れ て い る 。 実 際 は 痩

せ る 必 要 が な い 者 の う ち 、 「 や せ 願 望 」 が あ る 者 は 栄 養 摂 取 量 の

不 足 が あ る 可 能 性 が あ り 、 将 来 、 貧 血 や 骨 密 度 の 低 下 な ど に つ な

が る こ と が 懸 念 さ れ る 。女 子 大 学 生 な ど の 若 年 女 性 の「 や せ 願 望 」

に 関 す る 研 究 に つ い て は 、 身 体 組 成 、 食 行 動 や 摂 食 障 害 に つ い て

は 多 く の 研 究 が み ら れ る が 、 血 液 検 査 や 骨 密 度 、 栄 養 摂 取 状 況 を

総 合 的 に 検 討 し 、 や せ 願 望 が 若 年 女 性 の 身 体 状 況 や 栄 養 摂 取 状 況

に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 研 究 は 少 な い 。  

女 子 大 学 生 の 身 体 計 測 、 血 液 検 査 、 栄 養 摂 取 状 況 、 食 行 動 調 査

を 実 施 し 、 実 際 の 肥 満 度 と ボ デ ィ イ メ ー ジ か ら 「 や せ 願 望 」 の あ

る 者 の 栄 養 摂 取 状 況 に つ い て 明 ら か に す る 。 ま た 、 管 理 栄 養 士 と

し て の 知 識 が ほ と ん ど な い 1 年 次 学 生 と 、養 成 課 程 の 学 習 を ほ ぼ

修 了 し て い る 4 年 次 学 生 に つ い て 比 較 検 討 し 、 「 や せ 願 望 」 の あ

る 者 の 栄 養 摂 取 状 況 、 食 行 動 、 健 康 状 態 の 経 年 変 化 を 明 ら か に す

る 。  
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３ ． 方 法  

 

対 象 者 は 、 2 0 0 9 年 ～ 2 0 1 3 年 に 名 古 屋 学 芸 大 学 管 理 栄 養 学 部 管

理 栄 養 学 科 に 入 学 し た 1 年 次 学 生 の う ち 同 意 が 得 ら れ 、身 体 計 測 、

血 液 検 査 、食 物 摂 取 頻 度 調 査 が 実 施 で き た 女 子 学 生 6 7 2 名（ 1 8～

2 0 歳 ） で あ る 。 ま た 、 2 0 1 0 年 度 入 学 生 で 1 年 次 と 4 年 次 に 同 一

人 に つ い て 調 査 が 実 施 で き た 7 1 名 を 対 象 に 、1 年 次 と 4 年 次 の 経

時 的 変 化 に つ い て 比 較 検 討 し た 。 研 究 内 容 に つ い て は 対 象 者 全 員

に 文 書 で 説 明 し 、 同 意 書 を 得 た 。 本 研 究 は 名 古 屋 学 芸 大 学 倫 理 委

員 会 の 承 認 を 得 て い る （ 平 成 1 9 年 6 月 1 日 、 承 認 番 号 ６ ） 。  

調 査 内 容 は 、 身 体 測 定 と し て は 身 長 、 体 重 、 B M I、 血 圧 、 上 腕

周 囲 長（ A C）、上 腕 三 頭 筋 皮 下 脂 肪 厚（ T S F）、ウ エ ス ト 周 囲 長 、

骨 密 度 を 測 定 し た 。体 脂 肪 率 は T B F - 2 1 0（ タ ニ タ 株 式 会 社 、東 京 ）

で 測 定 し た 。 骨 密 度 は 超 音 波 骨 評 価 装 置 A L O K A  AOS − 1 0 0（ ア

ロ カ 株 式 会 社 、 東 京 ） を 用 い て 、 超 音 波 法 に よ り 測 定 し た 。  

血 液 検 査 は 、 早 朝 空 腹 時 に 採 血 し 、 総 蛋 白 、 ア ル ブ ミ ン 、 総 コ

レ ス テ ロ ー ル 、中 性 脂 肪（ ト リ グ リ セ リ ド ）、 H D L コ レ ス テ ロ ー

ル 、L D L コ レ ス テ ロ ー ル 、血 糖 、グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c ( H b A 1 c）、

尿 酸 、 B U N、 ク レ ア チ ニ ン 、 A S T、 A L T、 γ - G T P、 L D H、 ア ミ ラ

ー ゼ 、 赤 血 球 数 、 白 血 球 数 、 血 小 板 数 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 、 ヘ マ ト ク

リ ッ ト 、 血 清 鉄 を 外 注 委 託 検 査 で 実 施 し た （ B M L 社 、 東 京 ） 。  

栄 養 調 査 は 、 自 記 式 の 調 査 用 紙 を 用 い て 食 物 摂 取 頻 度 調 査

( F o o d  F r e q u e n c y  Q u e s t i o n n a i r e： F F Q ) (シ ス テ ム サ プ ラ イ 社 ； 食

物 摂 取 頻 度 解 析 シ ス テ ム V e r . 1 . 2 1 )（ 1 1 , 1 2） に よ り 実 施 し た 。 食

行 動 等 の 調 査 は 、 運 動 、 食 事 、 休 養 に 関 す る 「 健 康 診 断 問 診 票 」
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お よ び 、 健 康 、 食 生 活 、 ラ イ フ ス タ イ ル に 関 す る 「 健 康 と 栄 養 に

関 す る 調 査 票 」 （ 1 3） を 用 い て 行 っ た 。  

統 計 学 的 解 析 に つ い て は 、デ ー タ は 平 均 値 ±標 準 偏 差 で 示 し た 。

デ ー タ は 平 均 ±標 準 偏 で 表 し た 。 2 群 間 の 平 均 値 の 差 の 検 定 は 、

対 応 の な い ｔ -検 定 で 実 施 し た 。頻 度 の 差 の 検 定 は χ ２ 検 定 に よ り

行 っ た 。 p  <  0 . 0 5  を 有 意 差 あ り と 判 定 し た 。 統 計 学 的 解 析 は 統 計

解 析 ソ フ ト I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  V e r 1 9 . 0 を 使 用 し た 。  
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４ ． 結 果  

 

４ － １ ． ボ デ ィ イ メ ー ジ に よ る 検 討 （ 表 4 - 1）  

自 己 の 体 格 を 「 肥 満 型 」 、 「 普 通 」 、 「 や せ 型 」 の ど れ に 当 た

る か の 質 問 に 対 す る 回 答 と 、実 際 の B M I に よ る 体 格 分 類 と 比 較 し

た B M I が 1 8 . 5 未 満 の 低 体 重 者 1 7 1 名 で 、 自 己 が 「 や せ 」 で あ る

と 認 識 し て い る 者 は 5 4 名 ( 3 1 . 5 % )、 「 普 通 」 と 認 識 し て い る 者 は

1 1 5 名 ( 6 7 . 3 % )、「肥 満 」と 認 識 し て い る 者 は 2 名 ( 1 . 2 % )で あ っ た 。

B M I が 1 8 . 5 以 上 2 5 未 満 の 適 正 体 重 者 4 8 9 名 で 、 自 己 が 「 や せ 」

で あ る と 認 識 し て い る 者 は 7 名 ( 1 . 4 % )、 「 普 通 」 で あ る と 認 識 し

て い る 者 は 3 2 4 名 ( 6 6 . 3 % )、 「 肥 満 」 で あ る と 認 識 し て い る 者 は

1 5 8 名 ( 3 2 . 3 % )で あ っ た 。 B M I が 2 5 以 上 の 肥 満 者 1 2 名 で 、 自 己

が 「 や せ 」 で あ る と 認 識 し て い る 者 は 0 名 ( 0 % )、 「 普 通 」 と 認 識

し て い る 者 は 0 名 ( 0 % )、 「 肥 満 」 で あ る と 認 識 し て い る 者 は 1 2

名 ( 1 0 0 % )で あ っ た 。以 下 、自 己 の 体 格 区 分 と ボ デ ィ イ メ ー ジ が 一

致 し て い る 者 を 「 正 常 認 識 群 」 と し 、 自 己 の 体 格 よ り 太 っ て い る

と 認 識 し て い る 者 を 「 や せ 願 望 群 」 と す る と 、 正 常 認 識 群 3 9 0 名

( 5 8 . 0 % )、 や せ 願 望 群 2 7 5 名 ( 4 0 . 9 % )で あ っ た 。  

 

４ － ２ ． 栄 養 摂 取 状 況 の 検 討  

や せ 願 望 群 と 正 常 認 識 群 の エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 （ 表 4 - 2） 、 栄 養

素 別 摂 取 量（ 表 4 - 3）、食 品 群 別 摂 取 量（ 表 4 - 4）を 比 較 検 討 し た 。

や せ 願 望 群 は 、 正 常 認 識 群 と 比 較 し て 、 カ ロ テ ン 、 亜 鉛 、 乳 類 の

摂 取 量 が 有 意 に 少 な く ( p < 0 . 0 5 )、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 お よ び タ ン パ
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ク 質 、脂 質 、ビ タ ミ ン A、ビ タ ミ ン B 1、カ ル シ ウ ム の 摂 取 量 が 少

な い 傾 向 ( p < 0 . 1 0 )が み ら れ た 。  

 

４ － ３ ． 身 体 状 況 と 血 液 検 査 成 績 の 検 討  

栄 養 状 態 を 反 映 す る と 考 え ら れ て い る ヘ モ グ ロ ビ ン 、 血 清 鉄 、

血 糖 、 コ レ ス テ ロ ー ル 、 ア ル ブ ミ ン な ど の 血 液 検 査 値 お よ び 骨 密

度 、 体 脂 肪 率 （ 表 4 - 5 )を や せ 願 望 群 と 正 常 認 識 群 と で 比 較 検 討 し

た 。 血 液 検 査 値 で は 有 意 差 は 認 め た 項 目 は な く 、 や せ 願 望 群 で 貧

血 や 骨 密 度 減 少 を は じ め 健 康 状 態 に 大 き な 問 題 を 認 め な か っ た 。 

 

４ － ４ ． 1 年 次 と 4 年 次 の 比 較  

2 0 1 0 年 度 入 学 生 に つ い て 同 一 人 で 調 査 が 実 施 で き た 7 1 名 に つ

い て 、 1 年 次 と 4 年 次 の デ ー タ を 比 較 検 討 し た 。  

や せ 願 望 群 の 頻 度 は 1 年 次 7 1 名 中 3 4 名 （ 4 9 %） 、 4 年 次 7 1

名 中 2 8 名 （ 4 1 %） と 減 少 し て い た (表 4 - 6 )。  

や せ 願 望 群 と 正 常 認 識 群 の エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 (表 4 - 7 )、栄 養 素 別

摂 取 量 (表 4 - 8 )、 食 品 群 摂 取 量 (表 4 - 9 )に つ い て 1 年 次 と 4 年 次 で

検 討 し た 。 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は 1 年 次 と 4 年 次 と も に 、 正 常 認 識

群 と 比 較 し て 、 や せ 願 望 群 で 少 な い 傾 向 が み ら れ た 。 エ ネ ル ギ ー

比 率 （ P F C 比 ） を 比 較 す る と 、 1 年 次 で は や せ 願 望 群 で タ ン パ ク

質 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 低 く 、 炭 水 化 物 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 高 い 傾 向 が

み ら れ た が 、 4 年 次 で は 正 常 認 識 群 と や せ 願 望 群 で 差 は 認 め な く

な っ た 。 栄 養 素 別 摂 取 量 で は 、 1 年 次 で や せ 願 望 群 で 有 意 に 摂 取

量 が 少 な か っ た カ ロ テ ン 、 鉄 、 食 物 繊 維 、 食 塩 の 摂 取 量 は 、 4 年

次 で は 正 常 認 識 群 と や せ 願 望 群 で 差 を 認 め な く な っ た 。 食 品 群 別
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摂 取 量 で は 、 1 年 次 で や せ 願 望 群 で 有 意 に 摂 取 量 が 少 な か っ た 緑

黄 色 野 菜 お よ び そ の 他 の 野 菜 類 の 摂 取 量 は 、 4 年 次 で は 正 常 認 識

群 と や せ 願 望 群 で 差 を 認 め な く な っ た 。  

血 液 検 査 で は 、 1 年 次 で や せ 願 望 群 で 有 意 に 低 値 で あ っ た 血 清

鉄 は 、 4 年 次 で は 正 常 認 識 群 と や せ 願 望 群 で 差 を 認 め な く な っ た

(表 4 - 1 0 )。  

骨 密 度 は 1 年 次 で は 正 常 認 識 群 と や せ 願 望 群 で 差 を 認 め な か っ

た が 、 4 年 次 で は や せ 願 望 群 で 有 意 に 低 値 で あ っ た (表 4 - 1 0 )。  
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５ ． 考 察  

 

近 年 、 若 い 女 性 は 低 体 重 で あ る に も か か わ ら ず 、 自 分 が 普 通 あ

る い は 太 っ て い る と 感 じ て い る 者 が 多 く み ら れ る 。 平 成 1 4 年 の

国 民 栄 養 調 査 で は 、1 5～ 1 9 歳 女 性 で 普 通 体 重 者 の う ち 7 0 . 9 %が 太

っ て い る 、2 5 . 1 %が 普 通 、4 . 0 %が や せ て い る と 感 じ て い た 。ま た 、

低 体 重 者 の う ち 、 1 7 . 9 %が 太 っ て い る 、 5 6 . 4 %が 普 通 、 2 5 . 6 %が や

せ て い る と 感 じ て い た （ 1 4） 。 す な わ ち 、 普 通 体 重 者 の 7 0 . 9 %、

低 体 重 者 の 7 4 . 4 %が 自 分 の 体 型 を 太 り す ぎ て い る と 感 じ て い る こ

と に な る 。 こ の や せ 志 向 の 背 景 に は 、 社 会 的 要 因 や 心 理 的 要 因 が

関 与 し て い る と 考 え ら れ て お り 、 過 度 の ダ イ エ ッ ト に よ る 将 来 の

健 康 障 害 あ る い は 摂 食 障 害 の 発 症 が 危 惧 さ れ 、 多 く の 研 究 が 行 わ

れ て き た 。 従 来 、 大 学 生 の ボ デ ィ イ メ ー ジ と 食 に 関 す る 研 究 は 食

習 慣 や 食 行 動 か ら そ の 要 因 を 明 ら か に し よ う と す る 研 究 が 多 か

っ た が 、 詳 細 な 食 事 調 査 に 基 づ い た 栄 養 摂 取 状 況 や 血 液 検 査 や 骨

密 度 測 定 な ど の 身 体 状 況 を 総 合 的 に 検 討 し た 研 究 は 少 な い 。 宮 嶋

ら （ 1 5） は 、 女 子 短 大 生 の 体 格 や ボ デ ィ イ メ ー ジ が 食 事 摂 取 状 況

に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。 自 己 体 型 を 正 し く 認 識 に て い る

学 生 と 過 大 認 識 し て い る 学 生 の 間 で 食 事 摂 取 量 に 差 が み ら れ る

か 比 較 し た と こ ろ 、 自 己 の 体 型 を 「 正 し く 認 識 し て い る 」 群 よ り

「 過 大 に 認 識 し て い る 」 群 の 方 が 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 タ ン パ ク

質 摂 取 量 、 脂 質 摂 取 量 、 ビ タ ミ ン 、 微 量 元 素 、 コ レ ス テ ロ ー ル な

ど 、 ほ と ん ど 栄 養 素 の 摂 取 量 が 有 意 に 少 な い が 、 炭 水 化 物 摂 取 量

に は 差 は 認 め な か っ た と 報 告 し て い る 。 松 阪 ら （ 1 6） は 女 子 大 学

生 6 9 名 の エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 を 調 査 し 、 や せ 願 望 と の 関 連 を 検 討
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し た と こ ろ 、 低 エ ネ ル ギ ー 群 に お け る や せ 願 望 の 頻 度 は 9 7 . 7 %と

正 常 群 8 4 . 6 %に 比 べ て 有 意 に 高 頻 度 で あ る と 報 告 し て い る 。 南 里

ら （ 1 7） は 大 学 生 9 4 名 （ 男 性 4 9 名 、 女 性 4 5 名 ） を 対 象 に 痩 身

願 望 の 強 さ を 低 群 、 中 群 、 高 群 の 3 群 に 分 け 栄 養 素 等 摂 取 量 を 検

討 し た と こ ろ 、 男 性 で は 痩 身 願 望 が 高 く な る ほ ど エ ネ ル ギ ー 摂 取

量 の 有 意 の 低 下 傾 向 を 認 め 、 女 性 で は 脂 質 摂 取 量 と 脂 質 エ ネ ル ギ

ー 比 率 が 有 意 な 低 下 を 認 め た と 報 告 し て い る 。 今 回 の 検 討 で は 、

や せ 願 望 群 で は 、 正 常 認 識 群 と 比 較 し て 、 エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 タ

ン パ ク 質 、脂 質 、ビ タ ミ ン A、カ ロ テ ン 、ビ タ ミ ン B 1、カ ル シ ウ

ム 、 亜 鉛 、 乳 類 の 摂 取 量 が 少 な い 傾 向 が み ら れ た 。 す な わ ち 、 宮

嶋 、 松 阪 ら の 結 果 と 同 様 、 や せ 願 望 を 有 す る 女 子 大 学 生 は 全 体 の

エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 を 少 な く す る た め に タ ン パ ク 質 と 脂 質 の 摂 取

量 を 減 ら す 傾 向 を 認 め た わ け で あ る が 、 正 常 な 身 体 発 育 に と っ て

好 ま し い 傾 向 で は な い と 考 え ら れ た 。  

自 分 の 体 重 の 認 識 と 実 際 の 体 重 と の 一 致 に つ い て の 状 況 に つ

い て は 、平 成 1 6 年 国 民 健 康 ・栄 養 調 査 で は 1 5～ 1 9 歳 女 性 で は 過

小 評 価 2 . 4 %、 一 致 （ 適 正 体 重 認 識 ） 5 2 . 1 %、 過 大 評 価 4 5 . 5 %、 2 0

～ 2 9 歳 女 性 で は 過 小 評 価 4 . 6 %、一 致（ 適 正 体 重 認 識 ） 4 9 . 7 %、過

大 評 価 4 5 . 7 %と 報 告 さ れ て い る 。今 回 の 検 討 で は 、過 小 評 価 1 . 0 %、

一 致 （ 適 正 体 重 認 識 ） 5 8 . 0 %、 過 大 評 価 4 0 . 9 %で あ り 、 一 致 の 頻

度 が 若 干 高 か っ た （ 1 8） 。 こ れ は 今 回 対 象 と し た 女 子 大 学 生 が 管

理 栄 養 士 を 目 指 し て い る 学 生 で あ り 、 一 般 の 学 生 よ り 食 と 健 康 に

関 す る 興 味 が 高 い こ と が 理 由 で あ る と 考 え る 。 国 民 健 康 ・ 栄 養 調

査 で は B M I に よ る 肥 満 度 別 の 解 析 は 公 表 さ れ て い な い が 、今 回 の
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検 討 で は 、 自 分 の 体 重 の 認 識 と 実 際 の 体 重 と の 一 致 に つ い て の 状

況 は 、 低 体 重 者 と 普 通 体 重 者 で は 大 き な 差 は な い と 考 え ら れ た 。 

今 回 の 研 究 で は 、 1 年 次 の 女 子 大 学 生 の 検 討 で は 、 貧 血 、 耐 糖

能 異 常 、 脂 質 異 常 、 ア ル ブ ミ ン な ど の 血 液 検 査 や 体 脂 肪 率 や 骨 密

度 に つ い て は や せ 願 望 群 と 正 常 認 識 群 と の 間 で 大 き な 差 は 認 め

な か っ た 。 こ の こ と に つ い て は 、 大 学 入 学 当 初 の 7 月 に 実 施 し た

調 査 で あ り 、中 学 生 、高 校 生 時 代 の ボ デ ィ イ メ ー ジ に 関 す る 認 識 、

栄 養 摂 取 状 況 や 運 動 習 慣 の 影 響 が 大 き い 可 能 性 が あ り 、 今 後 、 中

学 生 、 高 校 生 時 代 か ら の ボ デ ィ イ メ ー ジ の 認 識 、 食 習 慣 、 運 動 習

慣 な ど の 生 活 習 慣 の 調 査 を 併 せ て 行 う 必 要 が あ る と 考 え た 。  

同 一 学 生 に つ い て 1 年 次 と 4 年 次 の 結 果 を 比 較 検 討 し た と こ ろ 、

や せ 願 望 を 有 し て い る 者 の 頻 度 が 減 少 し て い た 。 ま た 、 1 年 次 で

は 、正 常 認 識 群 と 比 較 し て や せ 願 望 群 で カ ロ テ ン 、鉄 、食 物 繊 維 、

食 塩 、 緑 黄 色 野 菜 、 そ の 他 の 野 菜 の 摂 取 量 が 少 な か っ た が 、 4 年

次 で は 、 こ れ ら の 項 目 す べ て に お い て や せ 願 望 群 と 正 常 認 識 群 と

の 間 で 差 は 認 め な く な っ て い た 。 今 回 対 象 と し た 学 生 は 、 管 理 栄

養 士 養 成 課 程 の 学 生 で あ り 、 食 と 健 康 に 関 す る 知 識 を 習 得 し て お

り 、 栄 養 バ ラ ン ス を 考 慮 し た 適 切 な ダ イ エ ッ ト が 実 践 で き て い る

と 考 え ら れ た 。 血 液 検 査 で は 貧 血 、 耐 糖 能 異 常 、 脂 質 異 常 の 指 標

で は 1 年 次 、 4 年 次 と も に や せ 願 望 群 と 正 常 認 識 群 で 大 き な 差 は

認 め な か っ た 。 し か し な が ら 、 骨 密 度 に つ い て は 、 1 年 次 で は 正

常 群 と や せ 願 望 群 で は 大 き な 差 は な か っ た が 、 4 年 次 で は 正 常 群

に 比 べ や せ 願 望 群 の 骨 密 度 が 有 意 に 低 値 で あ っ た 。 4 年 次 の や せ

願 望 群 の 骨 密 度 が 低 い 理 由 は 2 つ 考 え ら れ る 。 1 つ 目 は 骨 密 度 の

ピ ー ク が 大 学 生 時 代 で あ る こ と か ら 、 や せ 願 望 群 に み ら れ る 栄 養
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摂 取 量 の 不 足 傾 向 が 、 骨 密 度 の 減 少 に 影 響 を 与 え 始 め た の で は な

い か と 考 え る 。 高 畑 ら （ 1 9） に よ れ ば 、 女 子 大 学 生 の 最 大 骨 密 度

を 獲 得 す る 時 期 は 、 肥 満 グ ル ー プ お よ び 標 準 グ ル ー プ で は 高 校 時

代 で あ り 、 大 学 時 代 に す で に 骨 量 減 少 に 差 が あ る こ と が 示 唆 さ れ

た と 報 告 し て い る 。 2 つ 目 は 1 年 次 で は 調 査 を 行 っ た 月 日 が 高 校

生 時 代 に 近 く 、 体 育 の 授 業 や 部 活 動 、 主 な 通 学 方 法 が 自 転 車 通 学

等 、 特 に 意 識 を し な く て も 習 慣 的 に 運 動 を し て い る が 、 4 年 次 は

大 学 生 活 で は 習 慣 的 な 運 動 を 行 う こ と が 少 な く な っ て い る た め

で あ る と 推 定 さ れ る 。 福 島 ら （ 2 0） に よ れ ば 、 大 学 生 の 骨 量 増 加

に は 高 校 時 代 の 運 動 歴 が 重 要 で あ る と 報 告 し て い る 。  

栄 養 摂 取 状 況 と 骨 密 度 の 関 係 に つ い て は 、 F u j i i ら （ 2 1） に よ

れ ば 、2 0～ 2 1 歳 の 日 本 の 女 子 大 学 生 の 食 物 摂 取 と 骨 量 の 関 係 を 調

べ た 結 果 、 緑 黄 色 野 菜 を よ く 摂 取 し て い る 学 生 は オ ッ ズ 比 4 . 9 6

で 骨 量 が 高 い と 報 告 し て い る 。 今 回 は 、 や せ 願 望 群 で 緑 黄 色 野 菜

や そ の 他 の 野 菜 類 の 摂 取 量 は 1 年 次 と 比 べ て 4 年 次 で 増 え て い た

が 、 そ の 効 果 は な か っ た 。  
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６ ． ま と め  

 

1 年 次 学 生 で 自 己 の 体 格 を 正 し く 認 識 し て い る 者 は 5 8 . 0 %（ 正

常 認 識 群 ） 、 過 大 評 価 し て い る 者 は 4 0 . 9 %（ や せ 願 望 群 ） で あ っ

た 。や せ 願 望 群 で は 、正 常 認 識 群 と 比 較 し て 、エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、

タ ン パ ク 質 、脂 質 、ビ タ ミ ン A、カ ロ テ ン 、ビ タ ミ ン B 1、カ ル シ

ウ ム 、 亜 鉛 、 乳 類 の 摂 取 量 が 少 な い 傾 向 が み ら れ た 。 血 液 検 査 で

は 貧 血 、 耐 糖 能 異 常 、 脂 質 異 常 の 指 標 で は や せ 願 望 群 と 正 常 認 識

群 で 大 き な 差 は 認 め な か っ た 。 1 年 次 と 4 年 次 に 同 一 学 生 で 経 年

変 化 を み る こ と が で き た 7 1 名 で は 、4 年 次 で や せ 願 望 群 の 骨 密 度

が 有 意 に 低 値 で あ っ た 。  

  



104 

 

参 考 文 献  

 

1 )  厚 生 労 働 省 ： 平 成 1 5 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 報 告 書  

2 )  厚 生 労 働 省 ： 平 成 2 0 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 報 告 書  

3 )  厚 生 労 働 省 ： 平 成 2 2 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 報 告 書  

4 )  小 嶋 （ 佐 々 木 ） 舞 ， 今 井 具 子 ， 白 崎 友 美 ， 榎 裕 美 ： 管 理

栄 養 士 養 成 課 程 女 子 大 学 生 の 体 格 と 食 生 活 の 関 係 に つ

い て ． 日 本 未 病 シ ス テ ム 学 会 雑 誌  1 5 : 3 4 5 - 3 4 7 ,  2 0 0 9  

5 )  江 田 節 子 ： 大 学 生 の ボ デ ィ ー イ メ ー ジ と 食 習 慣 に つ い

て ． 人 間 環 境 学 会 紀 要  6 : 3 1 - 5 0 ,  2 0 0 6  

6 )  吾 妻 ゆ み ， 大 野 弘 之 ， 稲 富 宏 之 ， 田 中 悟 郎 ， 太 田 保 之 ：

女 子 大 学 生 に お け る 食 行 動 の 実 態 と そ の 社 会・心 理 的 要

因 に つ い て ． 精 神 医 学  4 4 : 5 2 1 - 5 2 7 ,  2 0 0 2  

7 )  大 森 真 希 ： 女 子 大 学 生 の 肥 満 度 ，や せ 願 望 と 食 行 動 の 関

連 に 関 す る 検 討 ． 旭 川 医 科 大 学 研 究 フ ォ ー ラ ム  

2 : 4 9 - 5 5 ,  2 0 0 1  

8 )  M o r i w a k i  H ,  K a m i m u r a  Y ,  K a s h i m a  H ,  M a e o o m i c h i  N :  

R e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  b o d y  i m a g e  a n d  s u b j e c t i v e  

s y m p t o m s  o f  f a t i g u e ,  l i f e s t y l e  a n d  d i e t a r y  h a b i t s  o f  

m a l e  u n i v e r s i t y  s t u d e n t s .  S c h o o l  H e a l t h  7 : 3 5 - 4 3 ,  

2 0 1 1 .  

9 )  榎 裕 美 ， 仲 俣 芙 美 ， 水 谷 裕 美 子 ， 堀 容 子 ： 女 子 大 学 生 に

お け る 体 型 認 識 と ラ イ フ ス タ イ ル と の 関 連 性 に つ い て

の 検 討 ． 日 本 未 病 シ ス テ ム 学 会 雑 誌  1 5 : 3 4 8 - 3 5 0 ,  2 0 0 9  

 



105 

 

1 0 )  半 藤 保 ， 川 嶋 友 子 ： 女 子 大 学 生 の 体 型 と や せ 願 望 ． 新 潟

青 陵 学 会 誌  1 : 5 3 - 5 9 ,  2 0 0 9  

1 1 )  W a k a i  K ,  E g a m i  I ,  K a t o  K  e t  a l . :  A  s i m p l e  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  f o r  J a p a n e s e  d i e t - - P a r t  I .  

D e v e l o p m e n t  o f  t h e  q u e s t i o n n a i r e ,  a n d  

r e p r o d u c i b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  f o r  f o o d  g r o u p s .  J  

E d i p e m i o l  ,  9  :  2 1 6 - 2 2 6 ,  1 9 9 9  

1 2 )  E g a m i  I ,  W a k a i  K ,  K a t o  K  e t  a l . :  A  s i m p l e  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  f o r  J a p a n e s e  d i e t - - P a r t  I I .  

R e p r o d u c i b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  f o r  n u t r i e n t  i n t a k e s . J  

E d i p e m i o l ,  9 :  2 2 7 - 2 3 4 ,  1 9 9 9  

1 3 )  安 友 裕 子 ，西 尾 素 子 ： 留 学 生 の 食 生 活 と 食 環 境 と の 関 連

に 関 す る 萌 芽 的 研 究 ― N 大 学 の 事 例 ― ． 生 活 学 論 叢  

1 4： 8 3 - 9 5， 2 0 0 8  

1 4 )  厚 生 労 働 省 ： 平 成 1 4年 国 民 栄 養 調 査 報 告 書  

1 5 )  宮 嶋 郁 恵 ，瀬 浦 崇 博 ： 女 子 短 大 生 の 体 格 や ボ デ ィ イ メ ー

ジ が 食 事 摂 取 状 況 に 及 ぼ す 影 響 ． 福 岡 女 子 短 大 紀 要  

7 7 : 2 7 - 3 5 ,  2 0 1 2 .  

1 6 )  松 坂 か す み ，中 山 和 子 ，古 屋 美 知 ，山 内 理 沙 ，高 松 和 永 ：

女 子 学 生 に お け る 栄 養 摂 取 量 と や せ 願 望 に つ い て ．高 知

学 園 短 期 大 学 紀 要  4 3 : 9 - 1 5 ,  2 0 1 3 .  

1 7 )  南 里 妃 名 子 ， 中 山 正 教 ， 成 清 ヨ シ エ ： 若 年 者 の 痩 身 願 望

度 が 栄 養 素 等 摂 取 量 と 食 事 バ ラ ン ス に 及 ぼ す 影 響 ．永 原

学 園 西 九 州 大 学 短 期 大 学 部 紀 要  4 1 : 1 9 - 2 4 ,  2 0 1 1 .  

1 8 )  厚 生 労 働 省 ： 平 成 1 6 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 報 告 書  



106 

 

1 9 )  高 畑 陽 子 ， 穴 井 孝 信 ． 若 年 女 性 の 骨 発 達 に お け る B M I

と 体 脂 肪 率 の 影 響 ． 広 島 国 際 大 学 看 護 学 ジ ャ ー ナ ル  

8 : 3 - 1 1 ,  2 0 1 0 .  

2 0 )  福 島 斉 ．大 学 生 に お け る 骨 量 と 運 動 と の 関 係 ．日 本 臨 床

ス ポ ー ツ 医 学 会 誌  1 9 : 2 4 4 - 2 4 9 ,  2 0 1 1 .  

2 1）  F u j i i  H ,  N o d a  T ,  S a i r e n c h i  T ,  M u t o  T :  D a i l y  i n t a k e  o f  

g r e e n  a n d  y e l l o w  v e g e t a b l e s  i s  e f f e c t i v e  f o r  

m a i n t a i n i n g  b o n e  m a s s  i n  y o u n g  w o m e n .  T o h o k u  J  E x p  

M e d  2 1 8 : 1 4 9 - 1 5 4 ,  2 0 0 9 .  
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第 ５ 章   

女 子 大 学 生 の 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と  

栄 養 摂 取 状 況 の 関 連  

 

１ ． 緒 言  

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に 関 係 す る ア デ ィ ポ ネ ク チ ン は 、 ヒ

ト 脂 肪 組 織 特 異 的 に 発 現 し た 遺 伝 子 、 a p M 1 ( a d i p o s e  m o s t  

a b u n d a n t  g e n e  t r a n s c r i p t )の 産 物 で 、 2 4 4ア ミ ノ 酸 か ら な る 分 泌

タ ン パ ク で あ る ( 1 )。ア デ ィ ポ ネ ク チ ン は 脂 肪 細 胞 で 最 も 豊 富 に 発

現 し て い る ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン で あ り 、 肥 満 や 内 臓 脂 肪 蓄 積 に

伴 っ て 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 濃 度 が 低 下 す る こ と が 知 ら れ て い

る（ 2 - 6）。ア デ ィ ポ ネ ク チ ン は 、イ ン ス リ ン 抵 抗 性 を 改 善 し 、血

管 内 皮 細 胞 に 働 い て 接 着 因 子 発 現 を 抑 制 す る こ と な ど に よ り 動 脈

硬 化 に 対 し て 抑 制 的 に 作 用 す る （ 5） 。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム に 代 表 さ れ る 内 臓 脂 肪 型 肥 満 で は 、 脂 肪 細 胞 に 中 性 脂 肪 が 蓄 積

す る こ と に よ り 、 脂 肪 細 胞 か ら の ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 分 泌 が 低 下 す

る こ と が 、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 を 惹 起 し 、 ２ 型 糖 尿 病 、 虚 血 性 心 疾

患 や 脳 血 管 障 害 な ど 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 ・ 進 展 に 関 与 し て い る

と 考 え ら れ て い る 。血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 濃 度 は 、体 格 指 数（ B M I）

な ど で あ ら わ さ れ る 肥 満 度 と 強 く 相 関 す る と 報 告 さ れ て い る（ 6）。

し か し 、 そ の 一 方 で 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 濃 度 は 、 同 じ よ う な

肥 満 度 で あ っ て も 、 か な り の 個 人 差 が あ る 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ

ン 濃 度 に 影 響 を 与 え る 要 因 と し て は 、 遺 伝 子 多 型 や 食 事 摂 取 状 況

や 運 動 習 慣 な ど の 生 活 習 慣 な ど が 考 え ら れ る （ 7） 。 血 中 ア デ ィ

ポ ネ ク チ ン 濃 度 と 生 活 習 慣 と の 関 連 性 を 検 討 す る こ と は 、 将 来 の
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生 活 習 慣 病 を 予 防 す る た め に 重 要 で あ る 。 生 活 習 慣 の う ち 食 事 要

因 が 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 濃 度 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て は 未 だ 不 明

の 点 が 多 く 、若 年 成 人 を 対 象 と し た 研 究 が 少 な い の が 現 状 で あ る 。

3 0歳 代 日 本 人 を 対 象 と し た 研 究 で は 魚 類 の 摂 取 は 血 中 ア デ ィ ポ

ネ ク チ ン 値 を 上 昇 さ せ る と 報 告 さ れ て い る が（ 8）、フ ラ ン ス（ 9）

や イ ギ リ ス （ 1 0） の 研 究 で は 、 ω - 3系 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 の 血 中 ア

デ ィ ポ ネ ク チ ン 濃 度 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て は 一 定 の 見 解 が 得 ら れ

て い な い 。 ま た 、 熊 江 ら は 、 牛 乳 の 摂 取 が ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン

に 影 響 を 及 ぼ す か 検 討 し た 報 告 で は 、 牛 乳 摂 取 に よ り レ プ チ ン 、

T N Fα 、 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン が 上 昇 し た が 、 体 脂 肪 量 の 影 響 が 大 き

い と し た （ 1 1） 。 こ れ ら の 報 告 は 、 い ず れ も 単 一 の 栄 養 素 、 食 品

群 に 限 定 し て 行 わ れ て い る 調 査 で あ る 。 栄 養 摂 取 が 血 中 ア デ ィ ポ

ネ ク チ ン 濃 度 に ど の よ う な 影 響 を 与 え る か に つ い て は 、 栄 養 調 査

と し て エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 栄 養 素 摂 取 量 、 食 品 群 別 摂 取 量 に 分 け

て 、 系 統 的 に 詳 細 な 検 討 を 行 っ た 報 告 は 今 ま で に な い 。 栄 養 摂 取

状 況 の 乱 れ が 未 だ 大 き な 健 康 障 害 を 引 き 起 こ し て い な い 若 年 者 の

う ち に 、 ど の よ う な 食 習 慣 を つ け る こ と が 、 将 来 、 メ タ ボ リ ッ ク

シ ン ド ロ ー ム の よ う な 生 活 習 慣 病 の 予 防 に つ な が る か は 、 学 校 保

健 に お い て も 重 要 な 課 題 で あ る 。 そ こ で 本 章 で は 、 ア デ ィ ポ ネ ク

チ ン に 着 目 し 、 若 年 者 に お け る ア デ ィ ポ ネ ク チ ン と 健 康 状 態 お よ

び 栄 養 摂 取 状 況 の 関 連 を 検 討 し た 。  
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２ ． 目 的  

 

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に 代 表 さ れ る 内 臓 脂 肪 型 肥 満 で は 、

脂 肪 細 胞 に 中 性 脂 肪 が 蓄 積 す る と 脂 肪 細 胞 か ら の ア デ ィ ポ ネ ク チ

ン 分 泌 が 低 下 す る こ と が 、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 を 惹 起 し 、 ２ 型 糖 尿

病 、 虚 血 性 心 疾 患 や 脳 血 管 障 害 な ど 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 ・ 進 展

に 関 与 し て い る と 考 え ら れ て い る 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 濃 度 と

生 活 習 慣 と の 関 連 性 を 検 討 す る こ と は 、 将 来 の 生 活 習 慣 病 を 予 防

す る た め に 重 要 で あ る 。 生 活 習 慣 の う ち 食 事 要 因 が 血 中 ア デ ィ ポ

ネ ク チ ン 濃 度 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て は 未 だ 不 明 の 点 が 多 く 、 若 年

成 人 を 対 象 と し た 研 究 が 少 な い の が 現 状 で あ る 。  

そ こ で 、 今 回 は 女 子 大 学 生 を 対 象 に 、 食 事 摂 取 状 況 、 栄 養 素 摂

取 状 況 、 食 品 摂 取 状 況 と 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン の 関 係 に つ い て 検

討 し 、 食 事 要 因 と 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と の 関 係 を 明 ら か に す

る 。 同 時 に 、 若 年 女 性 に お け る 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と 肥 満 度

や 体 脂 肪 の 蓄 積 状 況 、 糖 代 謝 や 脂 質 代 謝 に 関 係 す る 血 液 検 査 値 と

の 関 係 に つ い て も 明 ら か に す る 。
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３ ． 方 法  

 

対 象 者 は 、 2 0 0 7 年 ～ 2 0 1 1 年 に 名 古 屋 学 芸 大 学 管 理 栄 養 学 部 管

理 栄 養 学 科 に 在 籍 し た １ 年 次 学 生（ 8 6 3 名 ）の う ち 同 意 が 得 ら れ 、

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 測 定 を は じ め と す る 以 下 の す べ て の 身 体

計 測 、血 液 検 査 、食 物 摂 取 頻 度 調 査 が 実 施 で き た 女 子 学 生 5 9 8 名

（ 1 8～ 2 0 歳 ）で あ る 。研 究 内 容 に つ い て は 対 象 者 全 員 に 文 書 で 説

明 し 、 同 意 書 を 得 た 。 本 研 究 は 名 古 屋 学 芸 大 学 倫 理 委 員 会 の 承 認

を 得 て い る （ 平 成 1 9 年 6 月 1 日 、 承 認 番 号 ６ ） 。  

調 査 内 容 は 、 身 体 測 定 と し て は 身 長 、 体 重 、 B M I、 血 圧 、 上 腕

周 囲 長（ A C）、上 腕 三 頭 筋 皮 下 脂 肪 厚（ T S F）、ウ エ ス ト 周 囲 長 、

骨 密 度 を 測 定 し た 。体 脂 肪 率 は T B F - 2 1 0（ タ ニ タ 株 式 会 社 、東 京 ）

で 測 定 し た 。 骨 密 度 は 超 音 波 骨 評 価 装 置 A L O K A  AOS − 1 0 0（ ア

ロ カ 株 式 会 社 、 東 京 ） を 用 い て 、 超 音 波 法 に よ り 測 定 し た 。  

血 液 検 査 は 、 早 朝 空 腹 時 に 採 血 し 、 総 蛋 白 、 ア ル ブ ミ ン 、 総 コ

レ ス テ ロ ー ル 、中 性 脂 肪（ ト リ グ リ セ リ ド ）、 H D L コ レ ス テ ロ ー

ル 、L D L コ レ ス テ ロ ー ル 、血 糖 、グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン A 1 c（ H b A 1 c）、

尿 酸 、 B U N、 ク レ ア チ ニ ン 、 A S T、 A L T、 γ - G T P、 L D H、 ア ミ ラ

ー ゼ 、 赤 血 球 数 、 白 血 球 数 、 血 小 板 数 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 、 ヘ マ ト ク

リ ッ ト 、血 清 鉄 を 外 注 委 託 検 査 で 実 施 し た（ B M L 社 、東 京 ）。血

中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 測 定 は E L I S A 法 に よ る 測 定 キ ッ ト（ 大 塚

製 薬 株 式 会 社 、東 京 ）を 用 い て 外 部 委 託 に よ り 実 施 し た（ B M L 社 、

東 京 ） 。  
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栄 養 調 査 は 、 自 記 式 の 調 査 用 紙 を 用 い て 食 物 摂 取 頻 度 調 査

( F o o d  F r e q u e n c y  Q u e s t i o n n a i r e： F F Q ) (シ ス テ ム サ プ ラ イ 社 ； 食

物 摂 取 頻 度 解 析 シ ス テ ム V e r . 1 . 2 1 )（ 1 2 , 1 3） に よ り 実 施 し た 。  

統 計 学 的 解 析 に つ い て は 、デ ー タ は 平 均 値 ±標 準 偏 差 で 示 し た 。

多 群 間 の 平 均 値 の 差 の 検 定 は 一 元 配 置 分 散 分 析 に よ り 多 重 比 較

を 行 い 、 p o s t - h o c 解 析 は B o n f e r r o n i 検 定 で 行 っ た 。 頻 度 の 差 の

検 定 は χ ２ 検 定 に よ り 行 っ た 。p  <  0 . 0 5  を 有 意 差 あ り と 判 定 し た 。

統 計 学 的 解 析 は 統 計 解 析 ソ フ ト I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  V e r 1 9 . 0 を

使 用 し た 。  
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４ ． 結 果   

 

 対 象 と し た 女 子 大 学 生 の 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 度 数 分 布

を 示 す（ 図 5 - 1）。平 均 値 ±標 準 偏 差 は 1 1 . 1± 4 . 6μ g / m L、中 央 値

1 0 . 0μ g / m L (範 囲 2～ 3 4μ g / m L )で あ っ た 。  

対 象 と し た 女 子 大 学 生 5 9 8 名 の う ち 、B M I < 1 8 . 5 の 低 体 重 は 1 4 8

名 ( 2 5 % )、 1 8 . 5≦ B M I＜ 2 5 . 0 の 普 通 体 重 は 4 3 3 名 ( 7 2 % )、 2 5 . 0≦

B M I の 肥 満 は 1 7 名 ( 3 % )で あ っ た 。 肥 満 度 に よ る 血 中 ア デ ィ ポ ネ

ク チ ン 値 の 平 均 値 は 低 体 重 群 1 1 . 4± 4 . 8μ g / m L、 普 通 体 重 群 1 1 . 2

± 4 . 5μ g / m L に 比 し て 、肥 満 群 で は 7 . 4± 2 . 5μ g / m L と 有 意 に 低 値

で あ っ た （ 表 5 - 1） 。 ま た 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 の 指 標 で あ る ウ エ ス ト

周 囲 長 が 7 0 c m 未 満 ( 3 4 3 名 )、7 0 c m 以 上 8 0 c m 未 満 ( 2 2 1 名 )、8 0 c m

以 上 ( 3 4 名 )の 3 群 に 分 け て 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 平 均 値 を 比

較 検 討 し た （ 表 5 - 2） 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 平 均 値 ±標 準

偏 差 は 、 7 0 c m 未 満 の 群 で は 1 1 . 5± 4 . 5μ g / m L、 7 0 c m 以 上 8 0 c m

未 満 の 群 で は 1 0 . 7± 4 . 6μ g / m L、 8 0 c m 以 上 の 群 で は 9 . 7± 4 . 1μ

g / m L で あ り 、内 臓 脂 肪 蓄 積 の 多 い ウ エ ス ト 周 囲 長 8 0 c m 以 上 の 群

で は 7 0 c m 未 満 の 群 と 比 較 し て 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 は 有 意

に 低 値 で あ っ た 。  

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 成 人 の 基 準 値 で あ る 5～ 1 0μ g / m L

を も と （ 3 , 4） に 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 低 値 群 （ 5μ g / m L 未 満 ） 、

基 準 値 群 （ 5μ g / m L 以 上 、 1 0μ g / m L 未 満 ） 、 高 値 群 （ 1 0μ g / m L

以 上 ） に 分 け て 検 討 し た （ 表 5 - 1） 。 低 値 者 の 頻 度 は 、 低 体 重 者

1 4 8 名 中 5 名 ( 3 % )、 普 通 体 重 者 4 3 3 名 中 1 3 名 ( 3 % )に 対 し て 肥 満

者 1 7 名 中 3 名 ( 1 8 % )と 、 肥 満 者 で 有 意 に 高 頻 度 で あ っ た 。  
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血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と 身 体 計 測 値 に つ い て 検 討 し た （ 表

5 - 3）。血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 低 値 群 で は 、基 準 値 群 、高 値 群 と 比

較 し て 、 体 重 、 B M I、 体 脂 肪 率 、 上 腕 周 囲 長 、 上 腕 三 頭 筋 皮 下 脂

肪 厚 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 の 平 均 値 が 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 ま た 、 低

値 群 で は 収 縮 期 血 圧 の 平 均 値 も 有 意 に 高 値 で あ っ た 。  

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と 血 液 検 査 値 に つ い て 検 討 し た （ 表

5 - 4） 。 基 準 値 群 、 高 値 群 と 比 較 し て 、 低 値 群 で は H D L コ レ ス テ

ロ ー ル 値 の 平 均 値 が 有 意 に 高 値 で あ っ た 。 空 腹 時 血 糖 、 H b A 1 c、

L D L コ レ ス テ ロ ー ル 値 の 平 均 値 は 3 群 間 で 有 意 差 は な か っ た 。ま

た 、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 値 、 ト リ グ リ セ リ ド 値 、 尿 酸 値 の 平 均 値 は

3 群 間 で 有 意 差 は 認 め た が 、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 値 と ト リ グ リ セ リ

ド 値 は 基 準 値 群 が 最 も 低 く 、 尿 酸 値 は 基 準 値 群 が 最 も 高 値 で あ り 、

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 高 低 に よ り 一 定 の 傾 向 を 示 さ な か っ

た 。  

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 栄 養 素 別 エ ネ ル

ギ ー 比 率 ( P F C 比 )、 脂 質 摂 取 量 、 食 物 繊 維 摂 取 量 に つ い て 検 討 し

た（ 表 5 - 5）。エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、栄 養 素 別 エ ネ ル ギ ー 比 率（ P F C

比 ） 、 脂 質 摂 取 量 の 平 均 値 は 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 低 値 群 、

基 準 値 群 、 高 値 群 の 3 群 間 に 有 意 差 は 認 め な か っ た 。 食 物 繊 維 摂

取 量 の 平 均 値 は ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 低 値 群 8 . 4± 3 . 0 g /日 、 基 準 値 群

8 . 6± 3 . 3 g /日 、高 値 群 9 . 5± 4 . 3 g /日 と 、低 値 群 と 基 準 値 群 に 比 し て

高 値 群 で 有 意 に 多 か っ た 。  

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と 栄 養 素 摂 取 量 に つ い て 検 討 し た (表

5 - 6 )。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 高 値 群 で は 、 低 値 群 ・ 基 準 値 群 と
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比 較 し て 、 カ リ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 カ ロ テ ン 、 ビ タ ミ ン E の 摂

取 量 の 平 均 値 が 有 意 に 多 か っ た 。  

血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と 食 品 群 の 摂 取 状 況 に つ い て 検 討 し

た （ 表 5 - 7） 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 高 値 群 で は 、 低 値 群 ・ 基

準 値 群 と 比 較 し て 、 大 豆 類 の 摂 取 量 が 有 意 に 多 か っ た 。  

次 に １ 日 の 食 物 繊 維 摂 取 量 を 食 事 摂 取 基 準 の 目 標 量 で あ る 1 7 g

お よ び 1 8 ~ 2 9 歳 の 摂 取 量 の 中 央 値 で あ る 1 2 g を 基 準 と し て 、 4 群

に 分 け 、血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 平 均 値 を 比 較 し た（ 表 5 - 8）。

食 物 繊 維 を 1 日 1 7 g 以 上 摂 取 し て い る 群 で は 、 1 日 6 g 未 満 の 群

と 比 較 し て 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 が 有 意 に 高 い 結 果 と な っ た 。

食 物 繊 維 摂 取 量 を 肥 満 度 の 指 標 で あ る B M I と 食 物 繊 維 摂 取 量 が

独 立 し て 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン と 関 係 し て い る か ど う か を 調 べ

る た め 、 重 回 帰 分 析 を 行 っ た （ 表 5 - 9） 。 食 物 繊 維 摂 取 量 、 B M I

は 互 い に 独 立 し て 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 に 関 係 し て い た

( p < 0 . 0 1 )。  
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５ ． 考 察  

 

今 回 の 結 果 か ら は 、若 年 女 性 に お い て も B M I か ら み た 肥 満 者 お

よ び ウ エ ス ト 周 囲 長 か ら み た 内 臓 脂 肪 蓄 積 者 で は 血 中 ア デ ィ ポ

ネ ク チ ン 値 の 減 少 が 認 め ら れ た 。 ま た 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値

が 低 値 で あ る 場 合 は 、 体 重 、 B M I、 体 脂 肪 の 蓄 積 な ど 肥 満 傾 向 が

認 め ら れ た 。 さ ら に 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 が 低 値 者 で は 収 縮

期 血 圧 の 上 昇 を 認 め た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 低 値 者 は 、 将

来 、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 、 動 脈 硬 化 、 心 血 管 系 疾 患 な ど が 進 み や す

い 体 質 が 形 成 さ れ は じ め て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 同 様 の 結 果

は 男 子 大 学 生 （ 1 4） 、 男 女 の 高 校 生 （ 1 5） に お い て も 認 め ら れ る

と 報 告 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 大 学 生 の 段 階 で も 、 血 中 ア デ ィ ポ

ネ ク チ ン 低 値 者 は 、 肥 満 の 改 善 お よ び 減 塩 食 な ど 生 活 習 慣 の 改 善

に 関 す る 介 入 が 必 要 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 一 方 、 佐 藤 ら

（ 1 6） は 、 や せ 過 ぎ で 体 脂 肪 が 減 少 し て い る 「 る い 痩 」 者 は 低 体

重 体 脂 肪 正 常 者 、 正 常 者 と 比 較 し 、 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 血 中 濃 度 が

低 値 で あ り 、 肥 満 と 同 様 に 心 血 管 疾 患 発 症 に 促 進 的 に 働 く 身 体 状

況 に あ る こ と を 指 摘 し て お り 、 大 学 生 の 保 健 指 導 に お い て 留 意 す

る 必 要 が あ る 。  

一 方 、 血 液 検 査 の デ ー タ か ら は 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 減

少 は 、 血 中 コ レ ス テ ロ ー ル 値 、 中 性 脂 肪 値 、 血 糖 値 、 H b A 1 c 値 、

尿 酸 値 な ど 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 に よ り リ ス ク が 出 現 す る 可 能 性 が あ る

指 標 に 関 連 は み ら れ な か っ た 。 こ れ は 、 未 だ 、 脂 肪 細 胞 か ら の ア

デ ィ ポ ネ ク チ ン の 分 泌 低 下 の 期 間 が 短 い た め 、 実 際 に 生 体 内 で 代

謝 異 常 を き た し て き て い な い 可 能 性 が 高 い と 思 わ れ た 。 今 回 、 血
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中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 低 値 群 で 血 中 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 値 が

高 か っ た 理 由 は 明 ら か で は な い が 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 値

1 8 3 m g / d l、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 値 2 6 0 m g / d l の 者 も い る た め 、 平 均

値 が 上 が っ た 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 一 般 的 に は 、 ア デ ィ ポ ネ ク チ

ン に は 、H D L コ レ ス テ ロ ー ル の 血 中 濃 度 を 上 げ る 作 用 が あ り 、抗

動 脈 硬 化 作 用 を 持 つ と 考 え ら れ て い る （ 1 7） 。 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン

は 肝 臓 で の H D L 新 生 と 末 梢 泡 沫 化 細 胞 で の c h o l e s t e r o l  e f f l u x

（ コ レ ス テ ロ ー ル 引 き 抜 き 作 用 ） 促 進 に 関 与 し て お り 、 こ の こ と

が 抗 動 脈 硬 化 作 用 に つ な が る と 考 え ら れ て い る 。 し か し な が ら 、

H D L コ レ ス テ ロ ー ル の 産 生 に は 様 々 な 因 子 が 関 与 し て い る た め 、

さ ら に 今 後 検 討 し て い き た い 。  

今 回 の 検 討 で は 、 栄 養 素 の な か で 、 血 清 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 濃 度

と 関 連 性 を 認 め た の は 、 食 物 繊 維 で あ っ た 。 す な わ ち 、 血 中 ア デ

ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 高 値 群 で は 、 低 値 群 に 比 し て 食 物 繊 維 の 摂 取 量

が 有 意 に 多 か っ た 。 ま た 、 重 回 帰 分 析 に よ り 、 食 物 繊 維 摂 取 量 は

独 立 し て 、 血 清 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 と 関 連 性 を 有 し て い る こ と も

明 ら か と な っ た 。 し か し 、 従 来 の 研 究 で は 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ

ン 値 と エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 、 栄 養 素 摂 取 量 な ど 栄 養 摂 取 状 況 と の 関

連 に つ い て の 詳 細 な 検 討 は 行 わ れ て い な い 。 本 田 ら （ 1 8 )は 、 1 8

～ 2 2 歳 の 女 性 8 5 人 に お い て イ ン ス リ ン 抵 抗 性 と 食 事 因 子 の 関 連

を 検 討 し た と こ ろ 、 若 年 女 性 に お け る イ ン ス リ ン 抵 抗 性 低 減 の た

め に は 飽 和 脂 肪 酸 （ 乳 類 ） の 過 剰 摂 取 に 注 意 し 、 野 菜 の 摂 取 を 推

奨 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た と 報 告 し て い る 。 M u r a k a m i ら （ 1 9）

は 、 1 8 歳 か ら 2 4 歳 の 若 年 日 本 人 女 性 4 2 4 例 を 対 象 に 栄 養 調 査 を

実 施 し 、 血 中 レ プ チ ン 濃 度 と 栄 養 摂 取 状 況 の 関 係 に つ い て 検 討 し
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た 。 栄 養 素 で は 、 食 物 繊 維 を 多 く 摂 取 し て い る 群 の 血 中 レ プ チ ン

濃 度 が 有 意 に 低 か っ た 。 食 品 群 で は 野 菜 類 と 豆 類 を 多 く 摂 取 す る

群 で 血 中 レ プ チ ン 濃 度 が 有 意 に 低 か っ た 。 一 般 に 肥 満 者 に お い て

は 、 レ プ チ ン 抵 抗 性 が 高 ま り 、 血 中 レ プ チ ン 濃 度 が 上 昇 す る こ と

が 知 ら れ て お り 、 血 中 レ プ チ ン 値 は 肥 満 度 や 体 脂 肪 蓄 積 に 関 係 し 、

後 の 体 重 増 加 や 心 血 管 疾 患 の 発 症 に 関 連 し て い る と 考 え ら れ て

い る 。 今 回 、 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 高 値 群 に お い て 、 低 値 群 ・

基 準 値 群 と 比 較 し て 、 摂 取 量 が 多 か っ た 栄 養 素 は カ リ ウ ム 、 マ グ

ネ シ ウ ム 、カ ロ テ ン 、ビ タ ミ ン E で あ り 、食 品 群 で は 大 豆 類 の 摂

取 量 が 有 意 に 多 か っ た 。 こ れ ら の 栄 養 素 お よ び 豆 類 が ど の よ う な

メ カ ニ ズ ム で 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 に 影 響 を 与 え て い る か に

つ い て は 、 今 後 の 検 討 課 題 で あ る が 、 M u r a k a m i（ 1 9） ら の レ プ

チ ン の 検 討 で は 豆 類 の 摂 取 が 血 中 レ プ チ ン 濃 度 の 改 善 に つ な が

る と 報 告 し て い る 。  

実 際 に 食 事 摂 取 基 準 で 示 さ れ て い る 目 標 量 の 食 物 繊 維 を 摂 取

す る こ と が 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 改 善 に つ な が る か に つ い

て は 、 介 入 研 究 を 行 う 必 要 が あ る 。 山 本 ら （ 2 0） は 、 難 消 化 デ キ

ス ト リ ン の 内 臓 脂 肪 蓄 積 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し て い る 。 被

験 者 3 8 名 に 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン （ 食 物 繊 維 と し て ） 9 g 含 有 茶

飲 料 を 1 日 3 回 、3 ヶ 月 間 食 事 の 際 に 摂 取 さ せ た と こ ろ 、C T ス キ

ャ ン に よ る 内 臓 脂 肪 面 積 減 少 、 血 中 中 性 脂 肪 値 の 低 下 、 血 中 ア デ

ィ ポ ネ ク チ ン 値 の 上 昇 が 認 め ら れ た 。 以 上 よ り 、 内 臓 脂 肪 蓄 積 に

よ っ て 惹 起 さ れ る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 病 態 に 関 連 す る

イ ン ス リ ン 抵 抗 性 、 あ る い は 脂 肪 細 胞 へ の 中 性 脂 肪 の 蓄 積 に よ っ

て お き る ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン の 分 泌 異 常 を 改 善 す る た め の 食
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事 と し て は 、 食 物 繊 維 の 摂 取 が 有 効 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。

特 に 、 今 回 対 象 と し た 大 学 生 の 時 点 で は 、 未 だ 血 液 検 査 値 上 は 糖

尿 病 、 脂 質 異 常 症 な ど 生 活 習 慣 病 の 発 症 は 認 め ら れ ず 、 こ の 時 期

に 食 生 活 の 改 善 、 特 に 食 物 繊 維 摂 取 を 推 奨 す る こ と は 、 血 中 ア デ

ィ ポ ネ ク チ ン 値 を 上 昇 さ せ 、 将 来 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の

発 症 予 防 に つ な が る 可 能 性 が あ る 。  
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６ ． ま と め  

 

女 子 大 学 生 に お い て も 、 肥 満 者 で は 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の

低 下 が 認 め ら れ た 。ま た 、血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 低 値 者 は 、B M I、

体 脂 肪 率 、 ウ エ ス ト 周 囲 長 が 高 値 で あ っ た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ

ン 低 値 者 で は 収 縮 期 血 圧 の 上 昇 を 認 め た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン

低 値 者 で は 血 中 コ レ ス テ ロ ー ル 値 、 中 性 脂 肪 値 、 血 糖 値 、 H b A 1 c

値 、 尿 酸 値 な ど 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム で リ ス ク が 出 現 す る

可 能 性 が あ る 指 標 に 大 き な 問 題 は 認 め な か っ た 。 血 中 ア デ ィ ポ ネ

ク チ ン 低 値 は 若 年 女 性 で は 大 き な 影 響 を 与 え て い な か っ た 。 血 中

ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 高 値 群 で は 、 低 値 群 よ り 食 物 繊 維 の 摂 取 量 が 有

意 に 多 か っ た 。 ま た 、 食 物 繊 維 摂 取 量 が 多 い ほ ど 、 血 中 ア デ ィ ポ

ネ ク チ ン 値 は 高 く 、 食 物 繊 維 の 摂 取 が 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 値 の

改 善 に つ な が る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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ア デ ィ ポ ネ ク チ ン の 意 義 ． 肥 満 研 究  1 0： 2 2 - 3 0， 2 0 0 4  

3 )  松 澤 佑 次 ： 内 臓 脂 肪 ，ア デ ィ ポ サ イ ト カ イ ン そ し て ア デ

ィ ポ ミ ク ス へ ． 肥 満 研 究  1 2： 9 5 - 1 0 1 ,  2 0 0 6  

4 )  木 原 進 士 ： ア デ ィ ポ ネ ク チ ン ． 肥 満 研 究  1 5 : 2 6 0 - 2 6 4 ,  

2 0 0 9  

5 )  福 原 淳 範 ， 大 月 道 夫 ， 下 村 伊 一 郎 ： メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド

ロ ー ム 発 症 基 盤 と し て の 脂 肪 細 胞 機 能 異 常  ア デ ィ ポ

サ イ ト カ イ ン と そ の 役 割  ア デ ィ ポ ネ ク チ ン ， レ プ チ

ン ，ア デ ィ プ シ ン ．日 本 臨 床 増 刊 号  メ タ ボ リ ッ ク シ ン

ド ロ ー ム （ 第 2版 ） ： 2 2 1 - 2 2 4 ,  2 0 1 1  

6 )  H a r a  T ,  F u j i w a r a  H ,  S h o j i  T  e t  a l . :  D e c r e a s e d  p l a s m a  

a d i p o n e c t i n  l e v e l s  i n  y o u n g  o b e s e  m a l e s .  J  

A t h e r o s c l e r o s i s  &  T h r o m b o s i s  1 0： 2 3 4 - 2 3 8 ,  2 0 0 3  

7 )  堀 越 桃 子 ： 高 分 子 量 ア デ ィ ポ ネ ク チ ン ． メ タ ボ リ ッ ク シ

ン ド ロ ー ム 2 0 0 6 - 2 0 0 7  R E V I S I T  医 学 の あ ゆ み  

2 1 7： 1 5 6 - 1 6 2 ,  2 0 0 6  

8 )  K e i k o  K， K a t s u t a r o  M， Y o s h i h i k o  N  e t  a l： E f f e c t s  o f  

a  f i s h - b a s e d  d i e t  o n  t h e  s e r u m  a d i p o n e c t i n  

c o n c e n t r a t i o n  i n  y o u n g ,  n o n - o b e s e ,  h e a l t h y  J a p a n e s e  
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s u b j e c t s .  J  A t h e r o s c l e r o s i s  a n d  T h r o m b o s i s  1 7 ( 6 ) ：

6 2 8 - 6 3 7 , 2 0 1 0  

9 )  G u e b r e - E g z i a b h e r  F ,  R a b a s a  L h o r e t  R ,  B o n n e t  F  e t  a l :  

N u t r i t i o n a l  i n t e r v e n t i o n  t o  r e d u c e  t h e  n - 6 / n - 3  f a t t y  

a c i d  r a t i o  i n c r e a s e s  a d i p o n e c t i n  c o n c e n t r a t i o n  a n d  

f a t t y  a c i d  o x i d a t i o n  i n  h e a l t h y  s u b j e c t s .  E u r  J  C l i n  

N u t r  6 2： 1 2 8 7 - 1 2 9 3 , 2 0 0 8  

1 0 )  K r a t z  M ,  S w a r b r i c k  M M ,  C a l l a h a n  H S  e t  a l :  E f f e c t  o f  

d i e t a r y  n - 3  p o l y u n s a t u r a t e d  f a t t y  a c i d s  o n  p l a s m a  

t o t a l  a n d  h i g h - m o l e c u l a r - w e i g h t  a d i p o n e c t i n  

c o n c e n t r a t i o n s  i n  o v e r w e i g h t  t o  m o d e r a t e l y  o b e s e  m e n  

a n d  w o m e n . A M  J  C l i n  N u t r  8 7： 3 4 7 - 3 5 3 , 2 0 0 8  

1 1 )  熊 江 隆 ， 古 泉 佳 代 ， 金 子 佳 代 子 ： 女 子 大 生 の ア デ ィ ポ サ

イ ト カ イ ン に 及 ぼ す 6 ヶ 月 間 の 牛 乳 摂 取 の 影 響 ． 体 力 ・

栄 養 ・ 免 疫 学 雑 誌  1 9 ( 2 )： 1 5 9 - 1 6 1， 2 0 0 9  

1 2 )  W a k a i  K ,  I s u z u  E ,  K a t o  K ,  e t  a l  :  A  s i m p l e  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  f o r  J a p a n e s e  d i e t - - P a r t  I .  

D e v e l o p m e n t  o f  t h e  q u e s t i o n n a i r e ,  a n d  

r e p r o d u c i b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  f o r  f o o d  g r o u p s .  J  

E d i p e m i o l  9  :  2 1 6 - 2 2 6 ,  1 9 9 9  

1 3 )  I s u z u  E ,  W a k a i  K ,  K a t o  K ,  e t  a l  :  A  s i m p l e  f o o d  

f r e q u e n c y  q u e s t i o n n a i r e  f o r  J a p a n e s e  d i e t - - P a r t  I I .  

R e p r o d u c i b i l i t y  a n d  v a l i d i t y  f o r  n u t r i e n t  i n t a k e s .  J  

E d i p e m i o l  9  :  2 2 7 - 2 3 4 ,  1 9 9 9  

1 4 )  渡 部 明 子 ， 今 淳 ， 渡 部 一 郎 ： 大 学 生 の 生 活 習 慣 と 血 中 ア
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デ ィ ポ ネ ク チ ン ． 日 本 ヒ ュ ー マ ン ケ ア 科 学 会 誌  2 : 3 3 ,  

2 0 0 9  

1 5 )  宮 崎 あ ゆ み ， 吉 永 正 夫 ， 深 島 丘 也 ほ か ： 高 校 生 の 生 活 習

慣 病 予 防 検 診 ． 日 本 小 児 科 学 会 雑 誌  1 1 3 : 1 6 8 7 - 1 6 9 4 ,  

2 0 0 9  

1 6 )  佐 藤 浩 樹 ， 西 川 武 志 ， 山 田 玲 子 ほ か ： 女 子 大 学 生 に お け

る 「 る い 痩 」 と ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 血 中 濃 度 の 検 討 ．

C A N P U S  H E A L T H  4 5 : 1 3 5 - 1 4 0 ,  2 0 0 8  

1 7 )  山 下 静 也 ．脂 質 代 謝 と メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム ．外 科

と 代 謝 ・ 栄 養 4 4 : 3 1 - 4 0 ,  2 0 1 0  

1 8 )  本 田 ま り ， 伊 達 ち ぐ さ ， 呉 斌 ほ か ： 若 年 女 性 に お い て 飽

和 脂 肪 酸 と 野 菜 の 1 日 摂 取 量 は イ ン ス リ ン 抵 抗 性 と 相 関

す る ． 糖 尿 病  5 2 : 2 7 1 - 2 7 8 ,  2 0 0 9  

1 9 )  M u r a k a m i  K ,  S a s a k i  S ,  T a k a h a s h i  Y  e t  a l . :  N u t r i e n t  

a n d  f o o d  i n t a k e  i n  r e l a t i o n  t o  s e r u m  l e p t i n  

c o n c e n t r a t i o n  a m o n g  y o u n g  J a p a n e s e  w o m e n .  

N u t r i t i o n  2 3 : 4 6 1 - 4 6 8 ,  2 0 0 7  

2 0 )  山 本 卓 資 ， 山 本 國 夫 ， 福 原 吉 典 ほ か ： 難 消 化 デ キ ス ト リ

ン の 内 臓 脂 肪 蓄 積 に 及 ぼ す 影 響 ． 肥 満 研 究  1 3 : 3 4 - 4 1 ,  

2 0 0 7  
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第 ６ 章  4 研 究 の 総 括  

 

生 活 習 慣 病 の 予 防 に つ い て は 、 と り わ け 青 年 期 の 健 康 管 理 の 支

援 が 重 要 で あ る 。 個 人 の 生 活 習 慣 を 見 直 し 、 若 い 頃 か ら 継 続 的 で

計 画 的 な 健 康 づ く り を 進 め る こ と が 、 生 活 習 慣 病 の 予 防 や 健 康 寿

命 の 延 伸 に つ な が る 。 職 場 で は 、 働 く 人 が よ り 健 康 に な る こ と を

目 標 と し 、 働 く 人 の 心 と か ら だ の 健 康 づ く り （ 通 称 ： ト ー タ ル ・

ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン ・ プ ラ ン ； T H P） が 推 進 さ れ て い る 。 具 体

的 に は 、 職 場 に お け る 労 働 安 全 衛 生 の 一 環 と し て 、 健 康 測 定 と そ

の 結 果 に 基 づ く 運 動 指 導 、 メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア 、 栄 養 指 導 、 保 健

指 導 が 行 わ れ て い る 。 一 方 、 学 校 保 健 、 特 に 大 学 生 に お い て は 系

統 的 な 健 康 測 定 の 結 果 に 基 づ く 体 と 心 の 健 康 作 り 対 策 は 十 分 で は

な い の が 現 状 で あ る 。 近 年 、 食 育 の 総 合 的 な 促 進 が 国 家 プ ロ ジ ェ

ク ト と し て 推 進 さ れ て い る が 、大 学 生 に 対 し 、入 学 時 に 身 体 計 測 、

栄 養 調 査 、 食 行 動 調 査 を 行 う こ と は 、 健 康 管 理 上 重 要 で あ る と と

も に 、 食 育 の 重 要 性 や 健 康 美 を 含 め た 適 切 な 栄 養 管 理 の 関 す る 知

識 等 を 啓 発 す る 上 で も 意 義 深 い と 考 え ら れ る 。 望 ま し い 食 習 慣 の

形 成 や 食 に 関 す る 理 解 の 促 進 の た め に は 、 学 生 自 身 が 自 ら の 食 習

慣 や 栄 養 摂 取 状 況 を 把 握 す る こ と が そ の 第 一 歩 で あ る と 思 わ れ る 。

ま た 、 身 体 計 測 お よ び 血 液 検 査 を 実 施 す る こ と は 、 学 生 に 自 身 の

健 康 状 態 に 関 す る 意 識 を 植 え 付 け る こ と が で き る 。  

大 学 生 は 高 校 生 活 と 異 な り 、 社 会 と の 接 点 が 広 が り 、 環 境 の 変

化 が 大 き く 、 食 生 活 も 大 き な 影 響 を 受 け る こ と が 予 測 さ れ る 。 ま

た 、 外 食 の 機 会 も 増 え る こ と か ら 、 自 身 の 食 生 活 に つ い て そ の 実

態 を 把 握 し 、 問 題 が あ る 場 合 は 自 身 で 問 題 解 決 の プ ロ セ ス を 見 い
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だ せ る よ う 支 援 す る こ と が 肝 要 で あ る 。 ま た 、 大 学 に 入 っ て 初 め

て 一 人 暮 ら し を 開 始 す る 学 生 は 最 も 環 境 の 変 化 が 大 き い 集 団 で

あ る 。 今 回 の 検 討 で 、 一 人 暮 ら し 学 生 は 自 宅 生 と 比 べ て 、 エ ネ ル

ギ ー 摂 取 量 、 栄 養 素 摂 取 量 が か な り 低 か っ た が 、 現 時 点 で は 、 健

康 障 害 は 認 め な か っ た 。 し か し な が ら 、 大 学 に 入 学 後 、 健 康 状 態

お よ び 食 生 活 が 悪 化 し た と 感 じ て い る 者 が 多 く 、 潜 在 的 な 健 康 障

害 が 危 惧 さ れ た 。 一 人 暮 ら し 学 生 が 十 分 な 栄 養 が 摂 取 で き て い な

い 理 由 と し て 、栄 養 に 関 す る 知 識 不 足 の み で は な く 、経 済 的 理 由 、

食 環 境 の 変 化 (外 食 、中 食 、コ ン ビ ニ の 普 及 )、な ど が あ げ ら れ た 。

栄 養 学 的 ア プ ロ ー チ だ け で な く 社 会 的 側 面 か ら の ア プ ロ ー チ も

必 要 と 考 え ら れ る 。  

体 格 が 痩 せ や 普 通 で あ る に も 関 わ ら ず 、 自 己 を 過 大 評 価 す る 学

生 が 多 く み ら れ る 。 経 年 的 経 過 観 察 に お い て は や せ 願 望 の あ る 者

で 骨 密 度 の 低 下 の 可 能 性 が 示 さ れ た 。 こ の 時 期 は 社 会 的 価 値 観 や

風 潮 に 影 響 さ れ や す く 痩 身 傾 向 が 強 く な る 可 能 性 が あ る た め 、 誤

っ た ボ デ ィ イ メ ー ジ に 従 っ た 不 必 要 な ダ イ エ ッ ト を 行 う と 、 将 来 、

骨 量 減 少 な ど の 健 康 障 害 に つ な が る 可 能 性 に つ い て 認 識 を 持 た

せ る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  

大 学 生 に と っ て 依 然 と し て 大 き な 健 康 問 題 で あ る 肥 満 と 痩 せ

に つ い て は 、 女 子 大 学 生 で も 肥 満 は 血 圧 上 昇 や 血 中 ア デ ィ ポ ネ ク

チ ン 値 低 下 を 引 き 起 こ し て お り 、 将 来 の メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム の 高 リ ス ク 者 と な る 可 能 性 が 明 ら か と な っ た 。 ま た 血 中 ア デ ィ

ポ ネ ク チ ン 値 と 食 物 繊 維 と の 関 連 が 明 ら か に な り 、 ア デ ィ ポ サ イ

ト カ イ ン の 分 泌 異 常 を 改 善 す る た め の 食 事 と し て は 、 食 物 繊 維 の

摂 取 が 有 効 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 こ れ に は 介 入 研 究 を 含 め
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た 詳 細 な 検 討 が 今 後 必 要 で あ る が 、 若 年 者 で 不 足 し が ち で あ る 食

物 繊 維 を 、 き ち ん と 摂 取 す る 有 益 性 が こ こ に も あ る こ と が わ か っ

た 。 一 方 で 、 従 来 報 告 さ れ て い る よ う に 低 体 重 者 に は 骨 密 度 低 値

の 者 が 多 い こ と が 本 調 査 で も 明 ら か と な っ た 。 不 必 要 な ダ イ エ ッ

ト 志 向 に よ る 栄 養 摂 取 不 足 や 偏 り の 結 果 、 潜 在 的 に 健 康 障 害 が 進

行 す る リ ス ク が 危 惧 さ れ る 。  

現 在 行 わ れ て い る 大 学 生 の 健 康 診 断 で は 、 学 生 の 健 康 状 態 を 十

分 把 握 で き て い な い の が 現 状 で あ る 。 ま た 、 部 分 的 に 肥 満 に 対 す

る 減 量 指 導 や 禁 煙 サ ポ ー ト が 実 施 さ れ て い る が 、 健 康 診 断 の 結 果

に 基 づ く 保 健 指 導 が 実 施 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 今 回 の 検

討 で は 、 す で に 大 学 生 の 頃 か ら 高 リ ス ク 者 で は 生 活 習 慣 病 な ど の

疾 病 の 徴 候 が 認 め ら れ て い る 。 現 在 成 人 に 実 施 さ れ て い る メ タ ボ

リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 特 定 健 診 に 基 づ い た 保 健 指 導 の よ う に 、 疾

病 予 防 に 関 す る 保 健 指 導 を 大 学 生 の 頃 か ら 実 施 す る 必 要 性 が あ

る の で は な い か と 考 え る 。 ま た 、 実 際 に 栄 養 指 導 を 実 施 す る に あ

た り 、 学 生 個 々 の 居 住 形 態 や 社 会 的 背 景 を 十 分 把 握 で き る よ う な

ア ン ケ ー ト 調 査 を 併 せ て 検 討 す る べ き で あ る 。 そ れ ら を 踏 ま え た

上 で 、 学 生 個 々 の 実 状 に 合 っ た テ ー ラ ー メ イ ド の 栄 養 指 導 が 実 施

で き る の が 理 想 で あ る 。 ま た 、 そ の 実 施 に あ た っ て は 、 管 理 栄 養

士 だ け で な く 、 保 健 室 、 学 生 課 な ど の 職 員 、 心 理 カ ウ ン セ ラ ー 、

学 校 医 な ど 多 職 種 が 関 わ り 学 生 の 「 健 康 ・ 栄 養 サ ポ ー ト チ ー ム 」

の よ う な 体 制 が で き る こ と 望 ま れ る 。  

一 方 で 、 大 学 に お い て は 食 環 境 の 改 善 も 望 ま れ る 。 昼 食 で 食 堂

や 売 店 を 利 用 す る 学 生 に 対 し 、 適 正 な 栄 養 量 の 食 事 が 提 供 さ れ る 、

あ る い は 学 生 自 身 が 栄 養 バ ラ ン ス を 考 え た 上 で 食 品 選 択 が で き
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る よ う な 食 環 境 を 揃 え る な ど 、 ハ ー ド 面 の 整 備 に よ り 、 栄 養 教 育

と の 相 乗 効 果 が 期 待 で き 、 大 学 生 の 食 生 活 の 改 善 に 大 き な 役 割 を

果 た す こ と と な る だ ろ う 。  
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「管理栄養学部学生のセルフ・ヘルスプロモーション・プラン」についての説明文書および同意書 

 

生活習慣病の予防については、とりわけ青年期の健康管理の支援が重要です。個人の生活習慣を

見直し、若い頃から継続的で計画的な健康づくりを進めることにより、健全な心と体の発達が期待

できます。特に将来「食育」を推進するにあたり中心的役割を担う管理栄養士を目指す学生は、在

学中から、健康測定、栄養調査、食行動調査を行うことは、食育の重要性や健康美を含めた適切な

栄養管理に関する知識等を得る上でも意味深いと考えます。望ましい食習慣の形成や食に関する理

解の促進のためには、自らの食習慣や栄養摂取状況を把握することがその第一歩です。この研究で

は、自分自身の血液検査データ、身体計測、栄養摂取量、食行動など臨床栄養学的な栄養アセスメ

ントを学生参加型・体験型学習で実施します。 

調査項目は身体測定（身長、体重、BMI、血圧、体脂肪量（インピーダンス法）、腹囲、皮下脂

肪計測、骨塩定量）、血液検査（総蛋白、アルブミン、総コレステロール、中性脂肪、HDL-コレス

テロール、LDL-コレステロール、血糖、HbA1c、尿酸値、BUN、クレアチニン、AST、ALT、γ

GTP、赤血球数、白血球数、血小板数、ヘマトクリット、血清鉄、ビタミン B1、アディポネクチ

ン、レプチン、など）、栄養摂取量調査（食物摂取頻度調査票を用いて実施）、食行動調査（アンケ

ート調査票を用いて実施）です。 

血液検査データ、身体計測値、栄養摂取量等についての結果は皆さんに通知しますので、自分自

身の健康管理および食育のための資料としてください。 

血液検査のための採血は医師の監督下に看護師が実施します。まれに採血した部位の神経が傷つ

いたり、皮下出血を起こすことがあります。 

対象者の特定及び個人情報の漏洩を避けるため、匿名化を行い、本研究で得られたデータ管理に

ついては個人情報保護法を遵守します。また、得られたデータは、本研究目的以外では使用しませ

ん。 

この研究への参加は任意です。研究への参加に同意しないことをもって不利益な対応を受けませ

ん。また、いったん同意した場合でもいつでも撤回できます。 

なお、この研究の結果は個人を特定できないようにした上で、全体の解析結果が公表される可能

性があります。 

 

わたしは、以上の内容を十分理解した上で、この研究に参加することを同意します。 

 

平成  年  月  日     氏名                     

 

責任者：名古屋学芸大学管理栄養学部 教授 北川元二 
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身の健康管理および食育のための資料としてください。 

血液検査のための採血は医師の監督下に看護師が実施します。まれに採血した部位の神経が傷つ

いたり、皮下出血を起こすことがあります。 

今回は、1年生の際のデータと今回のデータを連結して、比較検討を行います。 

対象者の特定及び個人情報の漏洩を避けるため、匿名化を行い、本研究で得られたデータ管理に

ついては個人情報保護法を遵守します。また、得られたデータは、本研究目的以外では使用しませ
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この研究への参加は任意です。研究への参加に同意しないことをもって不利益な対応を受けませ

ん。また、いったん同意した場合でもいつでも撤回できます。 

なお、この研究の結果は個人を特定できないようにした上で、全体の解析結果が公表される可能

性があります。 

 

わたしは、以上の内容を十分理解した上で、この研究に参加することを同意します。 
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責任者：名古屋学芸大学管理栄養学部 教授 北川元二 
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（1缶350ml）3 4 5 6 毎日〔　　　〕回 〔　　　〕缶スポーツドリンク 1 2
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〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

1 2 3 4

　この１カ月間、以下の飲み物をどのくらいの回数（頻度）で飲みましたか。あてはまる所に○をつけてください。
毎日の場合は、回数を記入してください。また、飲んだ場合には、１回あたりの平均的な量も記入してください。

〔　　　〕杯 （ダブルグラス）2 3 4 5 6 毎日〔　　　〕回

〔　　　〕本 （大瓶633mlにして）2 3 4 5 6 毎日〔　　　〕回ビール（瓶） 1

ウィスキー 1

6 毎日〔　　　〕回 〔　　　〕缶 （1缶350ml）ビール（缶） 1 2 3 4 5
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　この１カ月間、以下のアルコール飲料をどのくらいの回数（頻度）で飲みましたか。あてはまる所に○をつけてくださ
い。
毎日の場合は、回数を記入してください。また、飲んだ場合には、１回あたりの平均的な量も記入してください。

運動習慣  １）なし  ２）あり　週　　　回、運動の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 あ な た の 仕 事 状 態 は  １）座っていることが多い ２）体を動かすことが多い

年　　齢 歳 身　　長 cm 体　　重 kg性　　別 男・女

個人番号 氏　　名所　　属

食 生 活 チ ェ ッ ク 票 記 入 日 平成　　　年　　　月　　　日

▼あてはまる数字や場所に○をつけるとともに空らんの部分をご記入ください



この１カ月間、以下の食品・料理を食べたおよその回数（頻度）について、あてはまる所に○をつけて下さい。
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4) 丼 4) 丼 4) 丼

2) 中ぐらいの茶わん 2) 中ぐらいの茶わん
ご飯を普段どのくらいの大きさの茶わんで食
べますか（中ぐらいの茶わんは直径がみそ汁
わんと同じ大きさ、それより小さいものは小
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～

3

回

週

1
～

2

回

週

3
～

4

回

週

5
～

6

回

食べた回数（頻度）
食
べ
な
か
っ

た

月

1

回

月

2
～

3

回

週

1
～

2

回

週

3
～

4

回

週

5
～

6

回

毎

日

1

回

毎
日
2
～

3
回

食べた回数（頻度）
毎
日
4
回
以
上

牛
乳
・
乳
製
品

コーンスープ・クリームシ
チュー



7 8 9その他の果物 1 2 3 4 5 6

5 6 7 8 9バナナ 1 2 3 4

9キウイフルーツ 1 2 3 4 5 6 7 8

7 8 9柿 1 2 3 4 5 6

いちご 1 2 3 4 5 6

7 8 9 以上で質問は終わりです。
記入もれがないか、もう一度ご確認ください。
結果は後日送付いたします。

7 8 9

りんご 1 2 3 4 5 6

5 6 7 8 9

く
だ
も
の
類

柑橘類（みかん・グレープ
フルーツ・オレンジなど）

1 2 3 4

4 5 6 7 8 9

毎
日
2
～

3
回

毎
日
4
回
以
上

ごま（食卓で使用する分の
み）

1 2 3

食
べ
な
か
っ

た

月

1

回

月

2
～

3

回

週

1
～

2

回

週

3
～

4

回

週

5
～

6

回

毎

日

1

回

5 6 7 8 9
食べた回数（頻度） ソース（食卓で使用する分

のみ）
1 2 3 4

6 7 8 9

7 8 9

卓
上
調
味
料

しょうゆ（食卓で使用する
分のみ）

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 65 6 7 8 9 マヨネーズ

5 6 7 8 9

ひじき・わかめ・こんぶ
（みそ汁の具は除く）

1 2 3 4

9 ドレッシング 1 2 3 4
きのこ類（しいたけ・しめ
じ・えのきだけなど）

1 2 3 4 5 6 7 8

93 4 5 6 7 86 7 8 9
パンなどにつけるジャム・
ハチミツ

1漬物 1 2 3 4 5

3 4 5 6 7 86 7 8 9
パンなどにつけるマーガリ
ン

1さやいんげん 1 2 3 4 5

3 4 5 6 7 85 6 7 8 9 パンなどにつけるバターなす 1 2 3 4

9

9

9

3 4 5 6 7 88 9

油
製
品
な
ど

天ぷら・フライなど油で揚
げた料理

1 2

1 2

2

2

白菜 1 2 3 4 5 6 7

きゃべつ・レタス・きゅう
り

1 2 3 4 5 6 7

6 7 8 9

8 9

れんこん 1 2 3 4 5

食べた回数（頻度）
食
べ
な
か
っ

た

月

1

回

月

2
～

3

回

週

1
～

2

回

週

3
～

4

回

週

5
～

6

回

毎

日

1

回

毎
日
2
～

3
回

毎
日
4
回
以
上

ごぼう 1 2 3 4 5 6

6 7 8 9

7 8 9

大根（大根おろし以外） 1 2 3 4 5

3 4 5 6 7 87 8 9
アイスクリーム・アイス
キャンディ

1 2大根おろし 1 2 3 4 5 6

8 9

9

2 3 4 5 6 76 7 8 9 プリン 1

9

ブロッコリー 1 2 3 4 5

3 4 5 6 7 87 8 9
スナック菓子・ポテトチッ
プス

1 2

8 9

ピーマン 1 2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 76 7 8 9 まんじゅう・和菓子 1
ほうれん草以外の青菜（小
松菜・春菊・大根葉など）

1 2 3 4 5

7 8 91 2 3 4 5 65 6 7 8 9 ケーキ・カステラ

8 9

ほうれん草 1 2 3 4

2 3 4 5 6 76 7 8 9 ビスケット・クッキー 1かぼちゃ 1 2 3 4 5

6 7 8 9ピーナツ 1 2 3 4 5にんじん 1 2 3 4 5

6 7 8 9あられ 1 2 3 4 55 6 7 8 9

菓
子
類

6 7 8 9

野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻
類

トマト 1 2 3 4

週

1
～

2

回

週

3
～

4

回

週

5
～

6

回

毎

日

1

回

毎
日
2
～

3
回

毎
日
4
回
以
上

毎

日

1

回

毎
日
2
～

3
回

毎
日
4
回
以
上

食
べ
な
か
っ

た

月

1

回

月

2
～

3

回

食べた回数（頻度） 食べた回数（頻度）
食
べ
な
か
っ

た

月

1

回

月

2
～

3

回

週

1
～

2

回

週

3
～

4

回

週

5
～

6

回
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健康や食生活に関する質問票 （2013 年度）【一年次】 

 

学籍番号： 名前： 

性別： 男 ・ 女 誕生日： １９   年    月    日 年齢： 

居住形態： 一人暮らし・ 兄弟姉妹と下宿 ・ 家族と同居 ・ その他（            ） 

 

以下の質問に、現在のあなた自身のことについてお答えください。 

 

【健康について】 

1. 現在の健康状態はどうですか。 

 a. とても良い   b. 良い   c. あまり良くない  d. 良くない 

    

2. 大学入学前に比べ、現在の健康状態はどうですか。 

a. 良くなった    b. 変わらない    c. 悪くなった 

    

2-2. 2-1 において、「a.良くなった」または「c.悪くなった」と答えた方に質問です。 

どのようなことで、そう思いますか。 

  

  

    

3 次の症状で、気になるものはありますか。当てはまるもの全てに○をつけてください。 

また、それらの症状はいつ頃からですか。 

a. 以下の症状はない 

b. めまい  c. 立ちくらみ   d. 頭痛    e. 耳鳴り          f. 咳      g. 痰     

h. 動悸   i. 息切れ       j. 胸痛      k. 胸のしめつけ    l. だるい     

m. 微熱    n. 腰痛       o. 肩こり  p. 口の渇き       q. 手足のむくみ    

r. 多飲多尿  s. 腹痛        t. 下痢   u. 便秘         v. はきけ        

w. その他（         ）  

★いつ頃から  1. 入学前   2. 入学後   

4. 現在、悩み・心配事を抱えていますか。 

 a. 多く抱えている  b. 少し抱えている  c. あまり抱えていない  d. 抱えていない 

    

5. 大学入学前より体重は増えましたか、減少しましたか。 

a. 増えた（    kg）  b. 変わらない   c. 減少した（    kg）  d. わからない 

  

6. 現在の体格は、次のうちどのような体格に入ると思いますか。 

a. 肥満型   b. 普通   c. 痩せ型 
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7. 現在の自分自身の体格と比べ、どのようになりたいと思いますか。 

a. 現在の体格を維持したい 

b. 現在の体格より太りたい 

c. 現在の体格より痩せたい 

d. 特に気にしていない 

  

8. 睡眠時間は平均して何時間ですか。またそれは自分自身にとって十分な睡眠ですか。 

睡眠時間：平均（   ）時間 

a. 十分に睡眠がとれていると思う 

b. ほぼ十分に睡眠がとれていると思う 

c. あまり睡眠がとれていないと思う 

d. 全く睡眠がとれていないと思う 

  

 

 

【食生活について】 

9. 大学に入学してから、健康や栄養のことを考えて食物を選択していますか。 

a. 考えていない 

b. 考えているが、実行していない 

c. 実行したことはあるが、続けていない 

d. いつも実行している 

e. 自分が実行するだけでなく、他人にも勧めたりしている 

  

10. 大学に入学する以前は、健康や栄養のことを考えて食物を選択していましたか。 

a. 考えていなかった 

b. 考えていたが、実行していなかった 

c. 実行したことはあるが、続けてはいなかった 

d. いつも実行していた 

e. 自分が実行するだけでなく、他人にも勧めたりしていた 

  

11. あなたは現在の食事に、満足していますか。 

a. とても満足  b. 少し満足  c. あまり満足していない  d. 満足していない 

  

12. あなたは現在の食事を、楽しんでいますか。 

a. とても楽しんでいる     b. 少し楽しんでいる 

c. あまり楽しんでいない   d. 楽しんでいない 

  

13. 普段、食物を買うときに、どのようなことを考えて選びますか。 

下から 3 つ選んでください。 （      ）、（      ）、（      ） 

a. 値段   b. 品質   c. 味   d. 量  e. 栄養（健康）  f. 簡易性（手間のかからない）  

g.その他（        ） 

その中で、１番重要なことはどれですか。 

（          ） 
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14. 普段、大学に来ている日の食事について、その入手先についてお聞きします。 

それぞれの食事について、下の選択肢 a～e の中で当てはまるものを選んでください。 

①朝食（    ）②昼食（    ）③夕食（    ） 

【選択肢】 

a. 食べないことが多い 

b. 親（家族）が作ることが多い（家族が作ったお弁当を含む） 

c. 自炊することが多い（自炊したお弁当も含む） 

d. 中食（コンビニやスーパーで購入した食品）を食べることが多い（大学のコンビニを含む） 

e. 外食が多い（大学の食堂で食べることを含む） 

  

15. 普段、インスタント食品（カップラーメン、カップはるさめ、カップ焼きそばなど）を 

食べる頻度はどのくらいですか。 

a. 週に５回以上 b.週に３～４回  c.週に２回以下  d.月に２回以下 e.ほとんど食べない 

  

16. 普段、両手に一杯以上の量の野菜を食べる頻度はどのくらいありますか。 

a. 週に５回以上 b.週に３～４回  c.週に２回以下  d.月に２回以下 e.ほとんど食べない 

  

17. 普段、嗜好飲料（お茶や水以外のジュースやアルコールなど）を飲む頻度はどのくらいですか。 

a. １日に３回以上 b.１日に１～２回 c.週に５～６回 d.週に２～３回 e.ほとんど飲まない 

  

18. 大学に入学してから、食生活は変化しましたか。 

a. 特に変化していない     b. 良くなったと思う    c. 悪くなったと思う 

  

19. 全問において、b 良くなった c 悪くなったと答えた方、どのような点でそう思いますか。 

 

 

 

 

  

20. 現在の食生活を改善したいと思っていますか。 

a. 改善しようと思っていない 

b. 改善しなくてはいけないと思うが、実行できていない 

c. 今すぐにでも実行したいと思っている 

d. 改善を実行して６ヶ月未満である 

e. 改善を実行して６ヶ月以上である 

  

21. 大学などで学んだ食に関する知識、現在の自分の食生活に活かされていますか。 

 

 

 

 

 

a. 全く活かすことが出来ていない 

b. あまり活かすことが出来ていない 

c. いつもではないが、活かすことができている 

d. いつも活かすことができている 

e. 大変活かすことができているし、他人にも勧めている 
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【飲食店の利用について】 

＜コンビニエンスストア（コンビニ）の利用について＞ 

22. 

 

普段、コンビニ（学内を含む）を利用する頻度はどのくらいですか。 

a. 週に５回以上 b.週に３～４回  c.週に２回以下 d.月に２回以下 e.ほとんど利用しない 

  

23. 全問にて、a～d と回答された方にお聞きします。 

コンビニは主にどのような目的で利用しますか。当てはまるもの全てに○をしてください。 

a. 朝食  b. 昼食  c. 夕食  d. 間食  e. 嗜好飲料  d. 生活用品  e. 雑誌、本 

f.その他 

 

 

＜キャンパス内の食堂や売店について＞ 

24. どれくらいの頻度で、食堂を利用しますか。（南食堂、アトリウム等） 

a. 毎日   b. 週に３，４回    c. 週に１，２回   d. ほとんど利用しない 

  

25. どれくらいの頻度で、売店を利用しますか。（セブンイレブン、パスコ等） 

a. 毎日   b. 週に３，４回    c. 週に１，２回   d. ほとんど利用しない 

  

26. 値段についてどのように感じますか 

a. 高い   b.普通      c.安い   d.分からない 

  

27. 学内の店舗について、どのようであれば、もっと利用したいと思いますか。（複数回答可） 

<食堂>  

a. 特に希望はない  

b. 値段が安い  c. 品揃えが良い  d. 営業時間を長くする  e. 座席数を多くする 

f. 栄養成分表示がある   g. 一週間のメニューを掲示する   h. 量を多くする  

i. 量を少なくする  i. その他(                 ) 

 

 
 

<売店> 

a. 特に希望はない  

b. 値段が安い  c. 品揃えが良い  d. 定期的に商品が変わる  e. 営業時間を長くする 

f. その他(                 ) 

 

 
 

【ライフスタイルについて】 

28. 大学への通学方法はどれですか。主になるもの 1 つに○をしてください。 

a. 徒歩   b. 自転車   c. 原付    d. バス   e. 電車     f. 車   

g. その他（           ） 

  

29. 大学生活は充実していますか。 

a. 大変充実している    b. 少し充実している 

c. あまり充実していない  d. 充実していない 

アイデアがあれば自由に書いてください。 

 

アイデアがあれば自由に書いてください。 
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30. アルバイトはしていますか。 

a. している    b.していない 

  

31. 前問にて、a.アルバイトをしている方に質問です。 

どのようなアルバイトをどれくらいしていますか。 

アルバイトの種類：（                                ）例：飲食店、コンビニ等 

頻度：（                      ）例：毎週土日、週に３回、月に２回等 

  

  
以上で終わりです。 

ご協力ありがとうございました。 
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健康や食生活に関する質問票 （2013 年度）【四年次】 

 

学籍番号： 名前： 

性別： 男 ・ 女 誕生日： １９   年    月    日 年齢： 

居住形態： 一人暮らし・ 兄弟姉妹と下宿 ・ 家族と同居 ・ その他（            ） 

 

以下の質問に、現在のあなた自身のことについてお答えください。 

 

【健康について】 

1 . 現在の健康状態はどうですか。 

 a. とても良い   b. 良い   c. あまり良くない  d. 良くない 

    

2-1. 大学入学時に比べ、現在の健康状態はどうですか。 

a. 良くなった    b. 変わらない    c. 悪くなった 

    

2-2. 2-1 において、「a.良くなった」または「c.悪くなった」と答えた方に質問です。 

どのようなことで、そう思いますか。 

  

  

    

3 次の症状で、気になるものはありますか。当てはまるもの全てに○をつけてください。 

また、それらの症状はいつ頃からですか。 

a. 以下の症状はない 

b. めまい  c. 立ちくらみ   d. 頭痛    e. 耳鳴り          f. 咳      g. 痰     

h. 動悸   i. 息切れ       j. 胸痛      k. 胸のしめつけ    l. だるい     

m. 微熱    n. 腰痛       o. 肩こり  p. 口の渇き       q. 手足のむくみ    

r. 多飲多尿  s. 腹痛        t. 下痢   u. 便秘         v. はきけ        

w. その他（         ）  

★いつ頃から    1. 入学前  2. 1年次   3. ２年次   4. ３年次   5．４年次 

    

4. 現在、悩み・心配事を抱えていますか。 

 a. 多く抱えている b. 少し抱えている  c. あまり抱えていない  d. 抱えていない 

  

5. 大学入学時より体重は増えましたか、減少しましたか。 

a. 増えた（    kg）  b. 変わらない   c. 減少した（    kg）  d. わからない 

  

6. 現在の体格は、次のうちどのような体格に入ると思いますか。 

a. 肥満型   b. 普通   c. 痩せ型 
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7. 現在の自分自身の体格と比べ、どのようになりたいと思いますか。 

a. 現在の体格を維持したい 

b. 現在の体格より太りたい 

c. 現在の体格より痩せたい 

d. 特に気にしていない 

  

8. 睡眠時間は平均して何時間ですか。またそれは自分自身にとって十分な睡眠ですか。 

睡眠時間：平均（   ）時間 

a. 十分に睡眠がとれていると思う 

b. ほぼ十分に睡眠がとれていると思う 

c. あまり睡眠がとれていないと思う 

d. 全く睡眠がとれていないと思う 

  

 

 

【食生活について】 

9. 大学入学当初と比べ、現在は健康や栄養のことを考えて食物を選択していますか。 

a. 考えていない 

b. 考えているが、実行していない 

c. 実行したことはあるが、続けていない 

d. いつも実行している 

e. 自分が実行するだけでなく、他人にも勧めたりしている 

  

10. 大学に入学する以前は、健康や栄養のことを考えて食物を選択していましたか。 

a. 考えていなかった 

b. 考えていたが、実行していなかった 

c. 実行したことはあるが、続けてはいなかった 

d. いつも実行していた 

e. 自分が実行するだけでなく、他人にも勧めたりしていた 

  

11. あなたは現在の食事に、満足していますか。 

a. とても満足  b. 少し満足  c. あまり満足していない  d. 満足していない 

  

12. あなたは現在の食事を、楽しんでいますか。 

a. とても楽しんでいる     b. 少し楽しんでいる 

c. あまり楽しんでいない   d. 楽しんでいない 

  

13. 普段、食物を買うときに、どのようなことを考えて選びますか。 

下から 3 つ選んでください。 （      ）、（      ）、（      ） 

a. 値段   b. 品質   c. 味   d. 風味  e. 栄養（健康）  f. 簡易性（手間のかからない）  

g.その他（        ） 

その中で、１番重要なことはどれですか。 

（          ） 



3 

 

  

14. 普段、大学に来ている日の食事について、その入手先についてお聞きします。 

それぞれの食事について、下の選択肢 a～e の中で当てはまるものを選んでください。 

①朝食（    ）②昼食（    ）③夕食（    ） 

【選択肢】 

a. 食べないことが多い 

b. 親（家族）が作ることが多い（家族が作ったお弁当を含む） 

c. 自炊することが多い（自炊したお弁当も含む） 

d. 中食（コンビニやスーパーで購入した食品）を食べることが多い（大学のコンビニを含む） 

e. 外食が多い（大学の食堂で食べることを含む） 

  

15. 普段、インスタント食品（カップラーメン、カップはるさめ、カップ焼きそばなど）を 

食べる頻度はどのくらいですか。 

a. 週に５回以上 b.週に３～４回  c.週に２回以下  d.月に２回以下 e.ほとんど食べない 

  

16. 普段、両手に一杯以上の量の野菜を食べる頻度はどのくらいありますか。 

a. 週に５回以上 b.週に３～４回  c.週に２回以下  d.月に２回以下 e.ほとんど食べない 

  

17. 普段、嗜好飲料（お茶や水以外のジュースやアルコールなど）を飲む頻度はどのくらいですか。 

a. １日に３回以上 b.１日に１～２回 c.週に５～６回 d.週に２～３回 e.ほとんど飲まない 

  

18. 大学入学時と比べ、現在の食生活は変化しましたか。 

a. 特に変化していない     b. 良くなったと思う    c. 悪くなったと思う 

  

19. 全問において、b 良くなった c 悪くなったと答えた方、どのような点でそう思いますか。 

 

  

20. 現在の食生活を改善したいと思っていますか。 

a. 改善しようと思っていない 

b. 改善しなくてはいけないと思うが、実行できていない 

c. 今すぐにでも実行したいと思っている 

d. 改善を実行して６ヶ月未満である 

e. 改善を実行して６ヶ月以上である 

 

21. 大学などで学んだ食に関する知識、現在の自分の食生活に活かされていますか。 

 

 

 

 

 

a. 全く活かすことが出来ていない 

b. あまり活かすことが出来ていない 

c. いつもではないが、活かすことができている 

d. いつも活かすことができている 

e. 大変活かすことができているし、他人にも勧めている 
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【飲食店の利用について】 

＜コンビニエンスストア（コンビニ）の利用について＞ 

22. 普段、コンビニ(学内を含む)を利用する頻度はどのくらいですか。 

a. 週に５回以上 b.週に３～４回  c.週に２回以下 d.月に２回以下 e.ほとんど利用しない 

  

23. 全問にて、a～d と回答された方にお聞きします。 

コンビニは主にどのような目的で利用しますか。当てはまるもの全てに○をしてください。 

a. 朝食  b. 昼食  c. 夕食  d. 間食  e. 嗜好飲料  d. 生活用品  e. 雑誌、本 

f.その他 

 
 

＜キャンパス内の食堂や売店について＞ 

24. どれくらいの頻度で、食堂を利用しますか。（南食堂、アトリウム等） 

a. 毎日   b. 週に３，４回    c. 週に１，２回   d. ほとんど利用しない 

  

25. どれくらいの頻度で、売店を利用しますか。（コンビニ、パスコ等） 

a. 毎日   b. 週に３，４回    c. 週に１，２回   d. ほとんど利用しない 

  

26. 値段についてどのように感じますか 

a. 高い   b.普通      c.安い   d.分からない 

  

27. 学内の店舗について、どのようであれば、もっと利用したいと思いますか。（複数回答可） 

<食堂>  

a. 特に希望はない  

b. 値段が安い  c. 品揃えが良い  d. 営業時間を長くする  e. 座席数を多くする 

f. 栄養成分表示がある   g. 一週間のメニューを掲示する   h. 量を多くする  

i. 量を少なくする  i. その他(                 ) 

 

 
 

<売店> 

a. 特に希望はない  

b. 値段が安い  c. 品揃えが良い  d. 定期的に商品が変わる  e. 営業時間を長くする 

f. その他(                 ) 

 

 
 

【ライフスタイルについて】 

28. 大学への通学方法はどれですか。主になるもの 1 つに○をしてください。 

a. 徒歩   b. 自転車   c. 原付    d. バス   e. 電車     f. 車   

g. その他（           ） 

  

29. 大学生活は充実していますか。 

a. 大変充実している    b. 少し充実している 

c. あまり充実していない  d. 充実していない 

アイデアがあれば自由に書いてください。 

 

アイデアがあれば自由に書いてください。 
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30. アルバイトはしていますか。 

a. している    b.していない 

  

31. 前問にて、a.アルバイトをしている方に質問です。 

どのようなアルバイトをどれくらいしていますか。 

アルバイトの種類：（                                ）例：飲食店、コンビニ等 

頻度：（                      ）例：毎週土日、週に３回、月に２回等 

  

  
以上で終わりです。 

ご協力ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

関 連 論 文 
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【和文要約】

　管理栄養学部の学生の健康状態、栄養摂取状況の実態を把握し、学生の保健管理上の問題点を明
らかにするために、管理栄養学部 1 年生の身体測定、血液検査、栄養調査を実施した。管理栄養学
部学生 1 年生173名のうち同意が得られた166名（男24名、女142名）を対象とした。平均身長・体
重・BMI は男172.8cm・62.1kg・20.8、女158.8cm・50.7kg・20.1であった。BMI が18.5未満の低体重
者は男 3 名（13%）・女27名（19%）、BMI が25以上の肥満者は男 1 名（ 1 %）・女 3 名（ 2 %）であっ
た。腹囲が80cm 以上は 9 名（男 3 名、女 6 名）であった。超音波法による骨密度は80% 未満が 1
名（女 1 名）、80% 以上90% 未満が36名（男 5 名、女31名）であった。肥満者は低体重者・普通体重
者より収縮期血圧が有意に高値であった。血液検査の異常者はトリグリセリド（TG）の異常低値
39名・高値 9 名、総コレステロールの低値26名・高値16名であった。肥満者は低体重者・普通体重者
に比し、TG値は有意に高値、HDL-Cは有意に低値であった。血糖の低値 9 名・高値 4 名であったが、
HbA1c 高値は 0 名であった。血清鉄の低値は19名であったが、ヘモグロビン10mg/dl 以下は 1 名
のみであった。食物摂取頻度調査では平均摂取エネルギー量は男2,177kcal、女1,736kcal であった。
PFC 比の平均は蛋白質13.2%、脂質25.6%、糖質61.1% であった。朝食の欠食率は、朝食をほとん
ど食べていない（週 4 日以上）が 4 %、時々食べていない（週 １ ～ 3 日）が28% であった。以上より、
本学管理栄養学部の学生の健康状態は良好であり、欠食率が低く、栄養摂取バランスにも大きな問
題はみられなかった。しかし、野菜の摂取量不足が目立ち、今後、食事内容に関する意識や食環境
の改善が望まれる。

【キーワード】
大学生、栄養調査、血液検査、食育

１ 　はじめに

　近年、国民の「食」をめぐる状況が変化し、
その影響が顕在化している。成人は言うに及
ばず、若年者においても肥満や生活習慣病の
発症や過度の痩身志向による栄養障害が、問
題視されている。一方、食生活についても、
脂質の過剰摂取や野菜の摂取不足等の「栄養

の偏り」や、朝食の欠食に代表される「不規
則な食事」が問題となってきている １ ）。
　大学生の健康調査については、国立大学が
共同して 5 年に 1 回集計結果を報告している。
その報告書である「学生の健康白書2000」 ２ ）

では、①肥満学生が依然として高率に存在し、
高血圧合併例が高頻度に認められる、②女子
学生ではやせが増加している、③血圧が正常

《原著》

管理栄養学部学生の健康実態調査

北川　元二＊　　塚原　丘美＊　　立花　詠子＊ 
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高値以上を示す学生が、特に男子で多い、④
メンタルヘルスについても把握しなければな
らない、など問題点も数多く見いだされ、定
期健康診断受診率の向上と学生に対する栄養、
運動、禁煙など生活習慣病予防教育の必要性
が再認識された、と報告している。
　多様化する学生に対する身体面、精神面、
両面にわたる健康管理は今後いかにあるべき
かについては、横断的な実態調査のみならず、
縦断的な実態調査が必要である。管理栄養士
養成施設の大学生はその志望動機として「食
べることへの興味」、「食を通じた社会貢献」、

「食と健康・疾病への興味」などをあげる者が
多く、一般の大学生に比較して、「食」、「栄養」、

「健康」についての意識は高いと推測される。
　今回は管理栄養士養成施設の大学生の健康
状態、傷病罹患状況等の実態を的確に把握し、
本学部の学生の保健管理上の問題点を明らか
にするとともに、他の分野を専攻する学生の
実態と比較検討するための基礎資料を得るこ
とを目的とする。

２ 　対象および方法

　名古屋学芸大学管理栄養学部管理栄養学科
学生 1 年生173名中同意が得られた166名（男
24名、女142名）を対象とした。研究内容につ
いては文書で説明し同意書を得た。本研究は
名古屋学芸大学倫理委員会の承認を得ている

（平成19年 6 月 1 日、承認番号 ６ ）。
　調査内容は①身体測定としては身長、体重、
BMI、血圧、皮下脂肪厚、ウエスト周囲径、
骨塩定量、②血液検査としては総蛋白、アル
ブミン、総コレステロール、中性脂肪（トリ
グリセリド）、HDL コレステロール、LDL コ
レステロール、血糖、グリコヘモグロビン
A1c（HbA1c）、尿酸値、BUN、クレアチニ
ン、AST、ALT、g -GTP、赤血球数、白血球
数、血小板数、ヘモグロビン、ヘマトクリット、
血清鉄、アディポネクチンを測定した。血中
アディポネクチン値の測定は ELISA 法によ
る測定キット（大塚製薬株式会社、東京）を
用いて外部委託により実施した（BML 社、東

京）。栄養摂取量調査は、自記式の調査用紙
を用いて食物摂取頻度調査（Food Frequency 
Questionnaire：FFQ）（システムサプライズ
社；食物摂取頻度解析システム Ver.1.21） ３ ，４ ） 

により実施した。身長、体重、体脂肪は TBF- 
210（タニタ株式会社、東京）で測定した骨密
度は超音波骨評価装置 ALOKA AOS-100（アロ
カ株式会社、東京）を用いて、超音波法により測
定した。
　データは平均値±標準偏差で示した。統計
学的解析は統計解析ソフト Stat View Ver.5.0
を使用した。多群間の平均値の差の検定は
ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解
析は Fisher で行った。頻度の差の検定は c2検
定により行った。p < 0.05 を有意差ありと判
定した。

３ 　結果

（ １ ）身体測定
　表 １ に対象とした学生の男女別の測定値の
平均値（±標準偏差）を示す。日本人の新身
体計測基準値（JARD2001） ５ ）の18～24歳の
平均値と比較して差は認めなかった。
　BMI が25以上の肥満者は男 1 名（ 4 %）、女
3 名（ 2 %）、BMI が18.5未満の低体重者は男
3 名（13%）、女27名（19%）であった。正常
体重者は男20名（83%）、女112名（79%）であっ
た。
　小児のメタボリックシンドロームの基準値
として提案されているウエスト周囲径である 
80cm 以上の者は男性 3 名（13%）、女 6 名（ 4  
%）であった。
　超音波法により測定した骨密度が80% 未満
の者は女 1 名（1%）、80～90% の者は男 5 名

（20%）、女31名（22%）であった。

（ ２ ）血液検査
　表 ２ に対象とした学生の男女別の血液検査
値の平均値（±標準偏差）を示す。基準値と
比較して gGTP は若干低値である以外特に大
きな異常は認めなかった。
　表 ３ に基準値をはずれる者の頻度を示す。
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血清鉄の異常低値者（50mg/dl 以下）は19名
（11%）で、いずれも女性であった。Hb10mg/
dl 以下の鉄欠乏性貧血と考えられる者は 1 名

（ 1 %）のみであった。トリグリセリドの異常

低値者は39名（23％）（うち男 5 名・女34名）、
高値者 9 名（5%）（男 1 名・女 8 名）であった。
総コレステロール低値者26名（16％）（男 8 名・
女18名）、高値者16名（10％）（男 2 名・女14名）

表 １　男女別の身体計測値の平均値（m± SD）

男性（n=24） 女性（n=142）
身長（cm） 172.8±5.5 158.8±5.7

（171.7）＊ （159.3）＊

体重（kg） 62.1±8.5 50.4±6.2
（62.1）＊ （51.6）＊

BMI 21±3 20±2
（21）＊ （20）＊

体脂肪（%） 12.6±5.1 24.3±3.9
ウエスト周囲径（cm） 72.3±6.7 70.0±5.5

骨密度（%） 100.5±12.8 100.8±12.5
収縮期血圧（mmHg） 118±12 104±10
拡張期血圧（mmHg） 72±13 68±9

� ＊：（　　　）内は JARD2001による18～24歳の平均値　

表 2　男女別の主な血液検査成績

男性（n=24） 女性（n=142）
白血球数（/ml） 5865±1410 6037±1479
赤血球数（万 /ml） 516±26 448±29
ヘモグロビン（g/dL） 15.9±0.9 13.1±1.1
ヘマトクリット（%） 47.4±2.4 41.1±2.8
血小板数（万 /ml） 22.9±4.9 24.1±4.8
Fe（mg/dL） 105±41 91±38
総蛋白（g/dL） 7.4±0.4 7.4±0.3
アルブミン（g/dL） 4.6±0.2 4.5±0.2
血糖（mg/dL） 85±10 86±10
HbA1c（%） 5.0±0.2 4.9±0.2
g -GTP（U/L） 20±7 15±3
AST（U/L） 21±8 19±4
ALT（U/L） 16±7 13±5
LDH（U/L） 185±40 173±25
クレアチニン（U/L） 0.8±0.1 0.6±0.1
尿素窒素（mg/dl） 16±4 13±3
尿酸（mg/dl） 5.5±0.9 4.0±0.7
アミラーゼ （U/ l） 83±35 90±30
総コレステロール（mg/dl） 164±27 181±29
HDL コレステロール（mg/dl） 61±8 70±4
LDL コレステロール（mg/dl） 92±22 99±24
中性脂肪（mg/dl） 76±32 77±39
アディポネクチン（mg/mL） 12.1±5.3 13.0±5.0

� （平均±標準偏差）　
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であった。g -GTP 異常低値者（16U/ l 以下）
は104名（63％）であり、うち男は 7 名（29%）、
女は97名（68%）であった。血糖の低値者は
9 名（ 5 %）、高値者は 4 名（2%）であったが、
HbA1c の異常高値者は認められなかった。

（ ３ ）肥満度による血液検査成績および身体計
測値の比較
　女子学生142名を対象に、肥満度により身体
計測値と血液検査の平均値に差を認めるか検
討した。
　表 ４ に示すように肥満群では、正常体重群
と比較して、総コレステロール、中性脂肪が
有意に高値、HDL コレステロールは有意に低
値であった。また収縮期血圧も有意に高値で
あった。
　一方、低体重群では、正常体重群と比較し
て、骨密度が有意に低値であった。
　血中アディポネクチン値は低体重群と比較

して、正常体重群、肥満群で有意に低値であっ
た。

（ ４ ）栄養調査
　表 ５ にエネルギー摂取量および栄養素別の
エネルギー摂取比率（PFC 比）の平均値を男
女別に示した。総エネルギー摂取量、蛋白摂
取量、脂質摂取量、糖質摂取量、PFC 比は平
成16年度の国民健康・栄養調査報告 ６ ）による20
歳～29歳の全国平均値とほぼ同じであった。
　図 １ に男女別に PFC 比をグラフ化した。理
想的な PFC 比率と比較すると、男女とも若干
タンパク質の割合が低い傾向がみられた。
　表 ６ にビタミン、ミネラル、食物繊維、な
ど摂取量の平均値を男女別に示した。カルシ
ウムを除くミネラル、ビタミン、食物繊維の
摂取量は平成16年度の国民健康・栄養調査報告
による20歳～29歳の全国平均値より低く、特
に野菜摂取量については、摂取不足が目立ち、

表 3　血液検査の基準値をはずれる者の頻度
　　　（対象者168名：男24名、女142名）

低値 高値
白血球数（/ml） 2 5
赤血球数（万 /ml） 1 2
ヘモグロビン（g/dL） 5 3
ヘマトクリット（%） 3 9
血小板数（万 /ml） 1 2
Fe（mg/dL） 19 2
総蛋白（g/dL） 0 0
アルブミン（g/dL） 0 0
血糖（mg/dL） 9 4
HbA1c（%） 1 0
g -GTP（U/L） 104 0
AST（U/L） 0 1
ALT（U/L） 2 0
LDH（U/L） 1 3
クレアチニン（U/L） 1 17
尿素窒素（mg/dl） 5 5
尿酸（mg/dl） 0 0
アミラーゼ （U/ l） 2 15
総コレステロール（mg/dl） 26 16
HDL コレステロール（mg/dl） 1 11
LDL コレステロール（mg/dl） 19 8
中性脂肪（mg/dl） 39 9
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それにともない食物繊維の摂取量が低いこと
が明らかになった。
　野菜摂取量を平成17年国民健康栄養調査の
全国平均摂取量と比較した。男女ともに、「緑
黄色野菜」、「その他の野菜など」ともに摂取
量が少ないことが明らかになった

（ ５ ）朝食の欠食率
　表 ７ に男女別の朝食の摂取状況を示す。朝

食を毎日食べる者は166名中118名（71%）で
あった。 １ 週間のうち ５ 日以上朝食を欠食す
る者は ６ 名（ 4 %）、うち男 ４ 名（17%）、女 ２
名（ 1 %）であった。
　図 ３ に朝食欠食率を平成17年度国民健康・栄
養調査報告と比較すると、本学の学生の朝食
欠食率が低いことが明らかになった。

表 4　肥満度による血液検査成績および身体計測値の比較　（女性142名）

低体重群
BMI ＜18.5
（n=27）

正常体重群
18.5≦ BMI ＜25

（n=112）

肥満群
25≦ BMI
（n=3）

総コレステロール（mg/dL） 172±28 182±28 170±32
HDL コレステロール（mg/dL） 71±15 70±13 50±12＊

LDL コレステロール（mg/dL） 89±24 101±23 103±30
中性脂肪（mg/dL） 70±37 76±37 128±70＊

血糖（mg/dL） 87±10 85±10 93±3
血清鉄（mg/dL） 88±39 92±37 73±42
血中アディポネクチン（mg/dL） 14.9±5.6＊ 12.7±4.8 8.0±1.4
骨密度（%） 94±8＊ 102±13 109±6
収縮期血圧（mmHg） 102±10 104±9 118±13＊

拡張期血圧（mmHg） 67±8 68±10 73±5

� ＊：正常体重群と比較して有意差あり（p<0.05）　

表 5　男女別の栄養素毎のエネルギー摂取量およびエネルギー摂取比率（PFC比）

男性（n=24） 女性（n=142）
エネルギー摂取量（kcal） 2177±638 1740±496

（2151）＊ （1659）＊

　　蛋白摂取量（g） 70.4±25.1 58.0±19.7
（77.8）＊ （62.2）＊

　　脂質摂取量（g） 61.3±24.7 50.1±18.6
（65.3）＊ （53.5）＊

　　糖質摂取量（g） 314.9±97.4 256.5±72.2
（296.5）＊ （223.5）＊

PFC 比
　　タンパク質（％） 12.9±1.9 13.2±1.7

（12.6）＊ （15.2）＊

　　脂質（％） 25.4±6.5 25.6±4.3
（27.1）＊ （28.7）＊

　　炭水化物（％） 61.7±8.0 61.1±5.4
（58.3）＊ （56.1）＊

　　　　データは平均±標準偏差で示す。
　　　　＊：（　　）内は平成16年度国民健康・栄養調査報告による20歳～29歳の全国平均値
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４ 　考察

　今回の検討では、本学の管理栄養学部の 1
年生の肥満者の頻度は、男性の肥満者 4 %、
低体重者は13%、一方女性の肥満者は 1 %、低
体重者は19% であった。また、正常体重者は
男83%、女80% であった。「学生の健康白書
2000」 ２ ）によれば、男子では、低体重10.1％、
普通体重80.1％、肥満9.8％、一方、女子で
は、低体重18.3％、普通体重77.1％、肥満
4.6％と報告されている。また、平成16年の国
民健康・栄養調査では20～29歳の男性の肥満者

は19.9%、低体重者は8.4%、女性の肥満者は
5.4%、低体重者は21.4% と報告されているの
で、本学管理栄養学部の男性では若干低体重
者が多く、肥満者が少ない傾向が、女性では
肥満者が少なく、低体重者は全国平均とほぼ
同じであった。
　血液検査値では、血清鉄および血中脂質の
低値者が若干認められたが、大きな問題はな
いと思われた。鉄欠乏性貧血も 1 名のみで
あった。gGTP が低値であったが、もともと、
血中 gGTP は、女性では男性より低く、小
児・若年者では成人より低いことが報告され

図 １　男女別のエネルギー摂取比率（PFC比）

表 6　男女別のビタミン、ミネラル、食物繊維、などの摂取量

男性（n=24） 女性（n=142）
　　食塩相当量（g） 7.4±2.7 （11.5） 6.4±2.5 （9.5）
　　カルシウム（mg） 629±441 （489） 443±298 （432）
　　　　鉄（mg） 6.9±2.8 （7.9） 6.4±2.5 （6.9）
　　ビタミン A（mgRE） 257±269 （804） 414±242 （756）
　　ビタミン D（mg） 6.4±5.5 （6.4） 4.9±3.0 （6.1）
　　ビタミン B1 （mg） 0.77±0.31（1.32） 0.61±0.27（0.93）
　　ビタミン B2 （mg） 1.22±0.71（1.52） 0.90±0.49（2.27）
　　ビタミン C （mg） 65±43 （95） 62±47 （93）
緑黄色野菜摂取量（g） 116.5±184.5 82.1±97.4
その他の野菜など（g） 76.2±40.1 73.7±44.6
　　食物繊維（g） 10.4±4.3 （12.9） 9.4±4.1 （12.0）

　　　　　データは平均±標準偏差で示す。
　　　　　＊：（　　）内は平成16年度国民健康・栄養調査報告による20歳～29歳の全国平均値
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図 2　野菜摂取量の比較（平成17年度国民健康・栄養調査報告との比較）

表 7　朝食欠食状況

朝食欠食
日数／週 0 日 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日

男性 17 2 0 2 0 2 0 2
女性 101 20 13 8 0 1 0 1

図 3　朝食欠食率の比較（平成17年度国民健康・栄養調査報告との比較）
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ている ７ ）。アルコール以外の食事や運動、日
内変動はないが、個人差が大きく、年齢や性
別でも差がある。たとえば女性ホルモンには
g -GTP の産生や働きを抑える作用があるた
め、とくに妊娠後期には低値となる。また新
生児は成人の 2 倍ほどの高さであるが、乳幼
児期には成人の約半分、学童期には 1/4 くら
いに減少する。思春期になると増えはじめ、
40歳ごろまで増え続ける。
　成人の血中アディポネクチン値については、
肥満者、 ２ 型糖尿病、虚血性心疾患患者で低
値をとることが報告されており、生活習慣病
発症においてその重要性が認められている。
しかし、小児、高校生、大学生における検討
はまだ少ない。今回、大学生においても BMI
が高いほど、血中アディポネクチン値は低下
しており、肥満と密接に関連していることが
明らかになった。土橋ら ８ ）によれば、外来通
院中の小学生のうち、肥満児53名の血中アディ
ポネクチン濃度は6.4±0.6mg/mL、非肥満児
30名では10.2±0.8mg/mL と肥満児において
有意に低値であったと報告している。また、
宮下ら ９ ）によれば、男子高校生221名（肥満群
27名、非肥満群194名）を対象とした検討では、
肥満群では非肥満群に比して、血中アディポ
ネクチン濃度が有意に低かった（4.9mg/mL
対8.3mg/mL、p<0.001）。さらに、血中アディ
ポネクチン濃度は、BMI や体脂肪率、ウエス
ト身長比、などの肥満判定指標と有意の負の
相関を示したと報告している。門脇ら10）の検
討では、正常小児におけるアディポネクチン
値を年齢と性差で分けた平均値をみると、 9
歳未満で高い傾向があり、特に女子の方が高
く、 9 歳から20歳にかけて低くなる傾向があ
る。正常小児平均値は11.85mg/ml（n＝193）
であった。小児 2 型糖尿病と小児肥満では低
値であった。アディポネクチンの血中レベル
の低下はインスリン抵抗性を介して 2 型糖尿
病や動脈硬化を増悪させる。血中アディポネ
クチン値の測定は、生活習慣病発症の １ つの
遺伝素因として既に成人では報告されている
が、各発達段階における小児・若年者において
も意義があると思われる。

　肥満度により、低体重者、正常体重者、肥
満者に群分けして、血液検査成績および身体
計測値を比較検討したところ、肥満者では、
正常体重群と比較して、総コレステロール、
中性脂肪が有意に高値、HDL コレステロール
は有意に低値であった。また収縮期血圧も有
意に高値であった。すなわち、大学生といえ
ども肥満になれば、血圧や血中脂質に影響が
みられる可能性が示唆された。「学生の健康白
書2000」によれば、男女ともに BMI の上昇に
伴い連続的に収縮期血圧は高くなり、拡張期
血圧は男女ともに BMI21～22あたりから高く
なったと、報告されている。肥満者について
は今後積極的な介入が必要と考えられた。
　一方、低体重群では、正常体重群と比較し
て、骨密度が有意に低値であった。将来の骨
粗鬆症の発症予防のためにも骨密度の90% 以
下の者には適切な栄養指導が必要と考えられ
た。
　栄養調査の結果からは、エネルギー摂取量
および PFC 比は特に大きな問題はなかった
が、理想的な PFC 比と比較した場合、若干、
蛋白質の摂取が不十分な傾向がみられたが、
この点については、同年代の若者の全国平均
も低いわけなので、全国的に大学生の栄養を
考える場合に考慮していく必要がある。
　本学の学生の栄養摂取上の問題点は、野菜
の摂取量においては、男女とも目標量より少
なく、特に「その他の野菜」の摂取量不足が
目立った。その結果、ビタミン、ミネラル、
食物繊維の摂取量に結びついており、本学の
食環境を考える点で考慮すべき点と思われた。
食行動については、朝食の欠食率は全国平均
と比べて、圧倒的に低く、本学学生の健康意
識が高い結果と推測された。
　以上より、本学管理栄養学部の学生の健康
状態は良好であり、欠食率が低く、栄養摂取
バランスにも大きな問題はみられなかった。
しかし、野菜の摂取量不足が目立ち、今後、
食事内容に関する意識や食環境の改善が望ま
れる。



管理栄養学部学生の健康実態調査

123

５ 　まとめ

　本学管理栄養学部 1 年生の身体計測、血液
検査成績、栄養調査について検討した。本学
の学生の体格、血液検査値、栄養摂取状況等
には大きな問題は認めなかったが、野菜の摂
取量不足が目立ち、今後、食事内容に関する
意識や食環境の改善が望まれる。朝食欠食率
は低く、健全な食行動に関する意識の高さを
反映していると考えられた。
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Current study was undertaken to assess anthropometric measure, blood chemistry and characteristics of food 

intake in students in school of nutritional sciences of our university. One hundred and sixty-six subjects (24men 

and 142 women) were enrolled in the present study. Dietary assessment was performed by food frequency 

questionnaire (FFQ). The frequency of obese students (BMI≧25) is 2.4%. In obese students, blood pressure 

and triglyceride were significantly higher, and HDL-cholesterol and adiponectin were lower than in students 

with normal BMI. Total energy intake was enough, but lower intake of vitamins, minerals, and dietary fibers 

were ingested in students of our university, compared with average intake in Japanese students. The frequency 

of students without breakfast was lower in our university, compared with average value in Japanese students.

Abstract

Assessment of Anthropometric Measure, Blood Chemistry Data, and 
Nutritional Intake of Students in School of Nutritional Sciences

Motoji Kitagawa＊, Takayoshi Tsukahara＊, Eiko Tachibana＊, Setsuko Suzuki＊,  
Hiroko Yasutomo＊ and Maki Kataoka＊

＊ School of Nutritional Sciences, Nagoya University of Arts and Sciences (Nisshin)
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【和文要約】

　管理栄養学部の学生の健康状態、栄養摂取状況の実態を把握し、学生の保健管理上の問題点を明
らかにするために、管理栄養学部 1 年生の身体測定、血液検査、栄養調査を実施した。管理栄養
学部学生 1 年生177名のうち同意が得られた170名（男26名、女144名）を対象とした。BMI が18.5
未満の低体重者は男 2 名（ 8 %）・女38名（26%）、BMI が25以上の肥満者は男 2 名（ 8 %）・女 9 名

（ 6 %）であった。腹囲が80cm 以上は16名（男 4 名･15%、女12名･ 8 %）であった。超音波法によ
る骨密度は80% 未満が 4 名（男 1 名･ 4 %､ 女 3 名･ 2 %）、80% 以上90% 未満が40名（男 9 名･35%、
女31名･22%）であった。肥満者は低体重者・普通体重者より収縮期血圧が有意に高値であった。血
液検査の異常者はトリグリセリド（TG）の異常低値39名・高値10名、総コレステロールの低値51
名・高値10名であった。肥満者は普通体重者に比べアディポネクチンが有意に低値であった。血糖
の低値 4 名・高値 3 名であったが、HbA1c 高値は 0 名であった。血清鉄の低値は15名、ヘモグロビ
ン10mg/dl 以下は 2 名であった。食物摂取頻度調査では平均摂取エネルギー量は男2,034kcal、女
1,658kcal であった。PFC 比の平均は蛋白質が男12.3%、女13.1%、脂質が男22.8%、女26.1%、糖
質が男64.9%、女60.8% であった。朝食の欠食率は、朝食をほとんど食べていない（週 4 日以上）
が 8 %、時々食べていない（週 １ ～ 3 日）が 3 % であった。食行動について検討すると、肥満者は、

「常に腹八分目である」、「緑黄野菜をほとんど毎日食べる」、「間食をほとんど食べない」、などの食
行動をとる頻度が低い傾向がみられた。
　女子学生144人（家族暮らし105名・一人暮らし39名）を対象とし家族と同居している者と一人暮
らしの下宿生の栄養状態の比較を行ったところ、エネルギー摂取量，たんぱく質摂取量，脂質摂取
量，糖質摂取量，およびビタミン，ミネラル，食物繊維の摂取量など、ほぼすべての項目において
下宿生は有意に低値であった。
　本学の学生の体格、血液検査値、栄養摂取状況等には大きな問題は認めなかったが、野菜の摂取
量不足および下宿生の栄養摂取不足が問題と考えられた。今後、下宿生を対象に食生態について検
討し、食事内容に関する意識や食生活の改善を図る必要がある。

【キーワード】
大学生、栄養調査、血液検査、食生活、下宿生

１ 　はじめに

　近年のわが国の食をめぐる状況の変化に伴

う様々な問題に対処していくため、平成17年
に「食育」に関する施策を総合的かつ計画的
に推進し、現在及び将来にわたる健康で文化

《原著》

管理栄養学部学生の健康実態調査（第 ２ 報）

安友　裕子＊　　近藤　志保＊　　塚田　真由＊　　平山　雄大＊ 
塚原　丘美＊　　立花　詠子＊　　伊藤　節子＊　　北川　元二＊

＊名古屋学芸大学管理栄養学部・大学院栄養科学研究科
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的な国民の生活と豊かで活力のある社会の実
現に寄与すること等を目的として、食育基本
法が公布された。近年、国民の「食」をめぐ
る状況が変化し、飽食の一方でみられる栄養
の偏り、成人は言うに及ばず、若年者におい
ても肥満や生活習慣病の発症や過度の痩身志
向による栄養障害が、問題視されている。一
方、食生活についても、脂質の過剰摂取や野
菜の摂取不足等の「栄養の偏り」や、朝食の
欠食に代表される「不規則な食事」が問題と
なってきている １ ）。
　管理栄養士は食生活の改善による一次予防、
メタボリックシンドロームの保健指導に代表
される二次予防、栄養ケアを通じて行われる
三次予防など、「食を通じて健康を守る」こ
とについて、活躍することが期待されている。
管理栄養士養成施設の大学生はその志望動機
として「食べることへの興味」、「食を通じた
社会貢献」、「食と健康・疾病への興味」などを
あげる者が多く、一般の大学生に比較して、

「食」、「栄養」、「健康」についての意識は高い
と推測される。また、それと同時に管理栄養
士養成課程の学生は将来食育活動を推進して
いく立場上、学生時代から自身の食行動、栄
養摂取状況、健康状態に留意し、セルフヘル
スプロモーションを実践していくことが望ま
れる。
　昨年度より名古屋学芸大学管理栄養学部管
理栄養学科 １ 年生を対象に、身体計測、血液
検査、食事調査を実施し、健康状態，栄養摂
取状況を調査し、学生の健康状態と栄養摂取
状況の関連を把握し、保健指導上の基礎資料
とするとともに、その結果を適切にフィード
バックすることにより、学生自身が自分の食
行動を改善するプロジェクトを実施している。
　昨年度の調査では、身体計測上および血液
検査の結果からおおむね健康状態には問題な
く、栄養摂取量についても野菜の摂取量が少
ないものの、大きな問題は認めなかった ２ ）。
本年は、食行動についてもアンケート調査を
行い、比較検討を行った。

２ 　対象および方法

　名古屋学芸大学管理栄養学部管理栄養学科
学生 1 年生177名中同意が得られた170名（男
26名、女144名）を対象とした。研究内容につ
いては文書で説明し同意書を得た。本研究は
名古屋学芸大学倫理委員会の承認を得ている

（平成19年 6 月 1 日、承認番号 ６ ）。
　調査内容は①身体測定としては身長、体重、
BMI、血圧、皮下脂肪厚、ウエスト周囲径、
骨塩定量、②血液検査としては総蛋白、アル
ブミン、総コレステロール、中性脂肪（トリ
グリセリド）、HDL コレステロール、LDL コ
レステロール、血糖、グリコヘモグロビン
A1c（HbA1c）、尿酸値、BUN、クレアチニ
ン、AST、ALT、g –GTP、赤血球数、白血球
数、血小板数、ヘモグロビン、ヘマトクリット、
血清鉄、アディポネクチンを測定した。血中
アディポネクチン値の測定は ELISA 法によ
る測定キット（大塚製薬株式会社、東京）を
用いて外部委託により実施した（BML 社、東
京）。栄養摂取量調査は、自記式の調査用紙
を用いて食物摂取頻度調査（Food Frequency 
Questionnaire：FFQ）（システムサプライズ
社；食物摂取頻度解析システム Ver.1.21） ３ ，４ ）

により実施した。身長、体重、体脂肪は TBF-
210（タニタ株式会社、東京）で測定した。骨
密度は超音波骨評価装置 ALOKA　AOS-100

（アロカ株式会社、東京）を用いて、超音波法
により測定した。
　データは平均値±標準偏差で示した。統
計学的解析は統計解析ソフト SPSS ver17.0
を使用した。多群間の平均値の差の検定は
ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解
析は Fisher で行った。頻度の差の検定は c 2検
定により行った。p < 0.05を有意差ありと判
定した。

３ 　結果

（ １ ）身体測定
　表 １ に対象とした学生の男女別の測定値の
平均値（±標準偏差）を示す。日本人の新身
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体計測基準値（JARD2001） ５ ）の18～24歳の
平均値と比較して差は認めなかった。
　BMI が25以上の肥満者は男 2 名（ 8 %）、女
9 名（ 6 %）、BMI が18.5未満の低体重者は男
2 名（ 8 %）、女38名（26%）であった。正常
体重者は男22名（85%）、女97名（67%）であっ
た。
　小児のメタボリックシンドロームの基準値
として提案されているウエスト周囲径である
80cm 以上の者は男性4名（15%）、女12名（ 8 %）
であった。
　超音波法により測定した骨密度が80% 未満
の 者 は 男 1 名（ 4 ％） 女 3 名（ 2 %）、80～
90% の者は男 9 名（35%）、女31名（22%）であっ
た。

（ ２ ）血液検査
　表 ２ に対象とした学生の男女別の血液検査
値の平均値（±標準偏差）を示す。基準値と
比較して g –GTP が低値である以外、特に大き
な異常は認めなかった。
　表 ３ に基準値からはずれた者の頻度を示す。
血清鉄の異常低値者（50mg/dl 未満）は15名

（ 9 %）で、いずれも女性であった。Hb10mg/
dl 以下の治療を必要とすると考えられる鉄欠
乏性貧血の者は 2 名（ 1 %）であった。トリ
グリセリドの異常低値者は39名（23％）（う
ち男 5 名・女34名）、高値者10名（ 6 %）（男 3
名・女 7 名）であった。総コレステロール低値

者51名（30％）（男13名・女38名）、高値者10名
（ 6 ％）（男 1 名・女 9 名）であった。g –GTP 異
常低値者（15U/l 以下）は99名（58％）であり、
うち男は 6 名（29%）、女は93名（68%）であっ
た。血糖の低値者は 4 名（ 2 %）、高値者は3
名（ 2 %）であったが、HbA1c の異常高値者
は認められなかった。

（ ３ ）肥満度による血液検査成績および身体計
測値の比較
　女子学生144名を対象に、肥満度により身体
計測値と血液検査の平均値に差がみられるか
比較検討した。
　表 ４ に示すように肥満群では、正常体重群
と比較して、拡張期血圧，収縮期血圧が有意
に高値であった。また、血中アディポネクチ
ン値は正常体重群と比較して、肥満群で有意
に低値であった。また、低体重群では、正常
体重群と比較して、骨密度が有意に低値であっ
た。

（ ４ ）栄養調査
　表 ５ にエネルギー摂取量および栄養素別の
エネルギー摂取比率（PFC 比）の平均値を男
女別に示した。総エネルギー摂取量、蛋白摂
取量、脂質摂取量、糖質摂取量、PFC 比は平
成16年度の国民健康・栄養調査報告 ６ ）による20
歳～29歳の全国平均値とほぼ同じであった。
　図 １ に男女別に PFC 比をグラフ化した。理

表 １　男女別の身体計測値の平均値（平均値±標準偏差）

男性（n=26） 女性（n=144）
身長（cm） 170.0±6.4 157.6±5.6

（171.7） （159.3）
体重（kg） 60.6±7.7 50.8±7.9

（62.1） （51.6）
BMI 21±2 20±3

（21） （20）
体脂肪（%） 15.7±3.8 25.0±12.3

ウエスト周囲径（cm） 71.3±6.1 69.7±6.6
骨密度（%） 97.0±12.4 97.7±10.8

収縮期血圧（mmHg） 119±12 106±10
拡張期血圧（mmHg） 72±8 66±8

� （　　　）内は JARD2001による18～24歳の平均値　
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想的な PFC 比率と比較すると、男女とも若干
タンパク質の割合と男性で脂質が低い傾向が
みられた。
　表 ６ にビタミン、ミネラル、食物繊維、な
どの摂取量の平均値を男女別に示した。カル
シウムを除くミネラル、ビタミン、食物繊維
の摂取量は平成16年度の国民健康・栄養調査報
告による20歳～29歳の全国平均値より低く、
特に野菜摂取量については、摂取不足が目立
ち、それにともない食物繊維の摂取量が低い
ことが明らかになった。
　野菜摂取量を平成16年国民健康栄養調査の
全国平均摂取量と比較した。男女ともに、「緑
黄色野菜」、「その他の野菜など」ともに摂取
量が少ないことが明らかになった。
　女子学生144名を対象に、肥満度により、ビ
タミン、ミネラル、食物繊維、などの摂取量
の平均値に差がみられるか比較検討した。表

７ に示すように肥満群で塩分摂取量が低い以
外、大きな差は認めなかった。

（ ５ ）食行動に関するアンケート調査
　表 ８ に男女別の朝食の摂取状況を示す。朝
食を毎日食べる者は170名中97名（57%）であっ
た。 １ 週間のうち ５ 日以上朝食を欠食する者
は 2 名（ 1 %）、うち男 0 名（ 0 %）、女 ２ 名（ 1 %）
であった。図 ３ に朝食欠食率を平成17年度国
民健康・栄養調査報告と比較すると、本学の学
生の朝食欠食率が低いことが明らかになった。
　表 ９ に女子学生144名を対象に、肥満度によ
り運動習慣、食行動に差がみられるか、比較
検討した。それぞれの質問に対する回答で低
体重者、普通体重者、肥満者で有意な頻度の
差は認めなかったが、肥満者は、「常に腹八
分目である」、「緑黄野菜をほとんど毎日食べ
る」、「間食をほとんど食べない」、などの食行

表 2　男女別の主な血液検査成績

男性（n=26） 女性（n=144）
白血球数（/μl） 5902±1419 6153±1510
赤血球数（万/μl） 520±29 447±30
ヘモグロビン（g/dL） 15.8±0.7 13.3±1.1
ヘマトクリット（%） 47.3±2.1 40.8±2.8
血小板数（万/μl） 20.5±4.0 22.9±5.0
Fe（μg/dL） 104±35 90±39
総蛋白（g/dL） 7.5±0.4 7.5±0.4
アルブミン（g/dL） 4.8±0.2 4.6±0.2
血糖（mg/dL） 86±9 87±9
HbA1c（%） 5.0±0.2 5.1±0.2
γ -GTP（U/L） 19±7 15±4
AST（U/L） 18±4 17±3
ALT（U/L） 15±6 12±5
LDH（U/L） 187±35 178±25
クレアチニン（U/L） 0.8±0.1 0.6±0.1
尿素窒素（mg/dl） 13±3 13±3
尿酸（mg/dl） 5.7±1.0 4.1±0.8
アミラーゼ （U/l） 71±17 85±26
総コレステロール（mg/dl） 154±30 171±30
HDL コレステロール（mg/dl） 56±10 64±11
LDL コレステロール（mg/dl） 89±28 97±25
中性脂肪（mg/dl） 87±47 79±43
アディポネクチン（μg/mL） 8.7±3.3 10.1±3.7

� （平均±標準偏差）　
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動をとる頻度が低い傾向がみられた。

（ ６ ）家族暮らしと一人暮らしの栄養状態
　女子学生144人（家族暮らし105名・一人暮ら

し39名）を対象とし家族暮らしと一人暮らし
の栄養状態の比較を行った。
　表 ９ に示すように、総エネルギー摂取量，
たんぱく質摂取量，脂質摂取量，糖質摂取量，

表 ３　血液検査の基準値をはずれる者の頻度
　　　（対象者170名：男26名、女144名）

低値（名） 高値（名）
白血球数（/μl） 1 3
赤血球数（万/μl） 3 1
ヘモグロビン（g/dL） 4 0
ヘマトクリット（%） 3 2
血小板数（万/μl） 4 2
Fe（μg/dL） 15 6
総蛋白（g/dL） 0 2
アルブミン（g/dL） 0 0
血糖（mg/dL） 4 3
HbA1c（%） 0 0
γ -GTP（U/L） 99 0
AST（U/L） 0 0
ALT（U/L） 1 0
LDH（U/L） 0 3
クレアチニン（U/L） 4 0
尿素窒素（mg/dl） 2 2
尿酸（mg/dl） 5 1
アミラーゼ （U/l） 1 6
総コレステロール（mg/dl） 51 10
HDL コレステロール（mg/dl） 3 1
LDL コレステロール（mg/dl） 19 10
中性脂肪（mg/dl） 39 10

表 4　肥満度による血液検査成績および身体計測値の比較（平均±標準偏差、女性144名）

低体重群
BMI ＜18.5
（n=38）

正常体重群
18.5≦ BMI ＜25

（n=97）

肥満群
25≦ BMI
（n=9）

総コレステロール（mg/dL） 167±26 172±29 175±47
HDL コレステロール（mg/dL） 66±10 64±12 57±9
LDL コレステロール（mg/dL） 92±29 99±24 108±39
中性脂肪（mg/dL） 74±29 79±47 100±40
血糖（mg/dL） 87±10 88±8 90±9
血清鉄（mg/dL） 101±47 89±36 64±23
血中アディポネクチン（mg/dL） 10.3±3.4 10.3±3.9 6.6±2.4＊

骨密度（%） 93±11＊ 99±10 102±14
収縮期血圧（mmHg） 102±10＊ 107±10 121±10＊

拡張期血圧（mmHg） 64±8 66±8 74±6＊

� ＊：正常体重群と比較して有意差あり（p<0.05）　
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ビタミン，ミネラル，食物繊維の摂取量など
の項目において、一人暮らしの下宿生の方が
すべて低値であり、栄養摂取量の不足を認め
た。

４ 　考察

　今回の検討では、本学の管理栄養学部の 1
年生の肥満者の頻度は、男性の肥満者 8 %、

低体重者は 8 %、一方女性の肥満者は 6 %、低
体重者は26% であった。また、正常体重者は
男85%、女67% であった。「学生の健康白書
2000」 ７ ）によれば、男子では，低体重10.1％、
普通体重80.1％、肥満9.8％、一方、女子で
は、低体重18.3％，普通体重77.1％、肥満
4.6％と報告されている。また、平成16年の国
民健康・栄養調査では20～29歳の男性の肥満者
は19.6%、低体重者は9.5%、女性の肥満者は

表 5　男女別の栄養素毎のエネルギー摂取量およびエネルギー摂取比率

男性（n=26） 女性（n=144）
エネルギー摂取量（kcal） 2034±617 1658±490

（2112） （1720）
　　蛋白摂取量（g） 62.8±22.3 55.4±20.7

（74.4） （63.6）
　　脂質摂取量（g） 52.6±23.4 49.6±22.0

（66.1） （57.1）
　　糖質摂取量（g） 315.0±94.3 239.7±57.4

（288.1） （229.6）
エネルギー摂取比率（PFC 比）
　　タンパク質（％） 12.3±1.7 13.1±1.6

（14.2） （15.0）
　　脂質（％） 22.8±5.3 26.1±4.7

（27.7） （29.4）
　　炭水化物（％） 64.9±6.7 60.8±5.7

（58.1） （55.6）

　　　　データは平均±標準偏差
　　　　（　　）内は平成18年度の国民健康・栄養調査報告による20歳～29歳の全国平均値

図 １　男女別のエネルギー摂取比率（PFC比）
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7.7%、低体重者は21.7% と報告されているの
で、本学管理栄養学部の男性では低体重者 ･
肥満者が少ない傾向があり、女性では肥満者
が若干少なく、低体重者は全国平均より多かっ
た。
　昨年度の調査と同様に肥満者は普通体重者
と比較して、収縮期および拡張期血圧が高く、
血液検査では総コレステロール、LDL コレス
テロール、中性脂肪が高値、HDL コレステロー
ル、アディポネクチンが低値であった。すな
わち、大学生といえども肥満になれば、血圧
や血中脂質に影響がみられ、さらにアディポ
サイトカインの産生にも影響がみられる可能

性が示唆された。「学生の健康白書2000」によ
れば、男女ともに BMI の上昇に伴い連続的に
収縮期血圧は高くなり、拡張期血圧は男女と
もに BMI21～22 あたりから高くなったと、報
告されている。肥満者については今後積極的
な介入が必要と考えられた。
　低体重者で有意に低値であったのは骨密度
であった。超音波法による骨密度は80% 未満
が 4 名（男 1 名･4 %､ 女 3 名･2 %）、80% 以上
90% 未満が40名（男 9 名･35%、女31名･22%）
であった。骨密度低値者のカルシウム摂取量
やタンパク摂取量は、骨密度90% 以上の者
と比較して有意差はみられず、栄養摂取状況

表 6　男女別のビタミン、ミネラル、食物繊維、などの摂取量

男性（n=24） 女性（n=142）
　　食塩相当量（g） 6.1±2.5 （11.2） 6.2±2.4 （9.4）
　　カルシウム（mg） 545±320 （474） 417±366 （476）
　　　　鉄（mg） 6.1±2.3 （7.7） 5.8±2.3 （7.1）
　　ビタミン A（mgRE） 423±244 （513） 403±218 （521）
　　ビタミン D（mg） 4.7±3.5 （6.4） 5.0±3.6 （6.3）
　　ビタミン B1 （mg） 0.64±0.27（1.26） 0.58±0.27（1.10）
　　ビタミン B2 （mg） 1.03±0.57（1.43） 0.86±0.56（1.29）
　　ビタミン C （mg） 45±28 （77） 55±36 （100）
緑黄色野菜摂取量（g） 60.6±57.2 66.6±66.6
その他の野菜など（g） 65.0±38.9 73.2±50.6
　　食物繊維（g） 8.6±3.4 （12.5） 8.6±3.5 （12.5）

　　　　　データは平均±標準偏差で示す。
　　　　　（　　）内は平成18年度の国民健康・栄養調査報告による20歳～29歳の全国平均値

表 ７　肥満度によるビタミン、ミネラル、食物繊維、などの比較　（女性144名）

低体重群
BMI ＜18.5
（n=38）

正常体重群
18.5≦ BMI ＜25

（n=97）

肥満群
25≦ BMI
（n=9）

食塩相当量摂取量 6.4±2.4 6.3±2.5 4.4±1.0＊

カルシウム摂取量 390±246 437±415 319±182
鉄摂取量 6.0±2.4 5.9±2.2 4.2±1.2
ビタミン A 摂取量 381±189 422±232 277±119
ビタミン D 摂取量 5.2±5.3 5.0±2.7 4.0±1.6
ビタミン B1 摂取量 0.56±0.23 0.61±0.28 0.43±0.12
ビタミン B2 摂取量 0.82±0.44 0.90±0.62 0.65±0.33
ビタミン C 摂取量 49±27 59±39 33±11
緑黄色野菜摂取量 70.8±76.0 68.5±64.9 58.0±9.8
その他の野菜摂取量 74.1±65.5 75.2±45.1 46.8±26.1

� ＊：正常体重群と比較して有意差あり（p<0.05）　
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以外の要因も検討する必要があると考えられ
た。田中の検討によれば、骨量と関係するの
は BMI の他に、中学・高校時代の継続した運
動経験をあげている ８ ）。今後、運動習慣ある
いは運動量についての検討が必要であると考
えられた。
　成人の血中アディポネクチン値については、
肥満者、 ２ 型糖尿病、虚血性心疾患患者で低
値をとることが報告されており、生活習慣病
発症においてその重要性が認められている。
今回、大学生においても正常体重群と比較し
肥満群と有意に差があることが認められた。
宮井ら ９ ）によれば、男子高校生221名（肥満群
27名、非肥満群194名）を対象とした検討では、
肥満群では非肥満群に比して、血中アディポ
ネクチン濃度が有意に低かった（4.9mg/mL
対8.3mg/mL、p<0.001）。さらに、血中アディ
ポネクチン濃度は、BMI や体脂肪率、ウエス
ト身長比、などの肥満判定指標と有意の負の
相関を示したと報告している。また、栗林ら
の検討10）によれば、高校生186名（男71名、女
115名）についてレプチン、アディポネクチン、
レジスチンなどのアディポサイトカインを測

定したところ、レプチンは腹囲身長比と正相
関し、アディポネクチンとは負相関したと報
告している。血中アディポネクチン値の測定
は，生活習慣病発症の １ つの遺伝素因として
既に成人では報告されているが、若年者にお
いても意義があると思われる。
　本学の学生の栄養摂取上の問題点は、野菜
の摂取量においては、男女とも目標量より少
なく、緑黄野菜の摂取量不足が目立った。そ
の結果、ビタミン、ミネラル、食物繊維の摂
取量に結びついており、本学の食環境を考え
る点で考慮すべき点と思われた。食行動に関
するアンケート調査では緑黄野菜を毎食食べ
る者は17%、1 日 1 回は食べる者が78% であっ
た。今後さらに毎食緑黄野菜を摂取するよう
に啓発していく必要性があると考えられた。
　朝食の欠食率は全国平均と比べて、圧倒的
に低く、本学学生の健康意識が高い結果と推
測された。
　今回、低体重者、普通体重者、肥満者につ
いて食行動になんらかの特徴がみられるか検
討したが、統計学的な有意差を認める項目は
なかった。しかしながら、肥満者の食行動に

図 ２　野菜摂取量の比較（平成18年度国民健康・栄養調査報告との比較）
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表 ８　肥満度による運動習慣、食行動等の検討（女性のみ）

（運動） 低体重
（n=38）

普通体重
（n=97）

肥満
（n=9）

１ ．１ 回30分以上、軽く汗をかく運動を週 ２ 回以上、 １ 年以上
行っていますか？

①はい 8 23 1

②いいえ 30 74 8

２ ．１ 日 １ 時間以上歩いていますか？
①はい　 15 35 4

②いいえ 23 62 5

３ ．（同性の）友達と比べて歩く速度が速いですか
①はい 16 44 3

②いいえ 22 53 6

（食事）

１ ．人と比較して食べる速度が速いですか？

①速い 9 27 4

②ふつう 18 49 4

③遅い 11 21 1

２ ．食事はいつも腹一杯食べますか？

①満腹になるまで食べることが多い 9 20 3

②多く食べたり少なく食べたりまちまちである 22 71 6

③常に腹八分目である 7 6 0

３ ．食事をするとき食品の組み合わせを考えていますか？

①食品の組み合わせなど、あまり考えて食べない 5 8 1

②ときどき食品の組み合わせを考えて食べる 26 73 7

③いつも食品の組み合わせを考えて食べる 7 16 1

４ ．普段欠食することがありますか（ １ 日 ３ 食を基準として）

①ほどんど毎日 １ 回は欠食する 0 3 1

②週 ２ ～ ３ 回欠食する 9 22 3

③ほとんど欠食したことはない 29 72 5

５ ．朝食を食べない日は週に何日ぐらいありますか？　　　　
　　　　　　　　　　

①　 ０ 日（朝食は毎日食べる） 19 63 3

②　 １ 日 15 21 3

③　 ２ 日 3 8 1

④　 ３ 日 1 2 0

⑤　 ４ 日 0 1 2

⑥　 ５ 日 0 1 0

⑦　 ６ 日 0 1 0

⑧　 ７ 日（朝食は全く食べない） 0 0 0

６ ．朝食は誰が作りますか？
①自分 14 36 5

②その他 25 59 4

７ ．どこで朝食を食べますか？

①家 37 88 6

②店 0 0 0

③学校 1 9 3

８ ．野菜は好きですか？

①嫌いでほとんど食べない 0 0 0

②嫌いではないが食べない 2 5 0

③毎食とはいえないが、 １ 日 １ 回は食べる 28 56 8

④ほとんど毎食食べる 8 36 1

９ ．緑黄色野菜は食べますか？

①嫌いでほとんど食べない 2 3 2

②毎食とはいえないが、 １ 日 １ 回は食べる 32 73 7

③ほとんど毎食食べる 4 21 0

１０．就寝前の ２ 時間以内に食事をすることが週 ３ 回以上ありま
すか

①はい 9 13 1

②いいえ 29 84 8

１１．間食をしますか

①ほとんど毎日食べる 14 27 4

②ときどき食べる 17 56 5

③ほとんど食べない 7 14 0

１２．自分で偏食はあると思いますか

①だいぶある 11 24 3

②ふつう 20 54 4

③ほとんどない 7 19 2

１３．食欲はありますか

①いつもない 0 4 0

②ふつう 22 55 7

③いつもある 16 38 2

１４．ストレスにより食行動が変化しますか

①過食（食べ過ぎる） 14 45 6

②食欲不振 9 14 1

③変化無し 14 38 2

１５．運動や食生活等の生活習慣を改善してみようと思いますか

①改善するつもりはない　 7 13 0

②改善するつもりである（おおむね ６ ヶ月以内） 29 58 9

③近いうち（おおむね １ ヶ月以内）改善するつもりであり、
少しずつ始めている 2 26 0
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ついて検討すると、肥満者は、「常に腹八分目
である」、「緑黄野菜をほとんど毎日食べる」、

「間食をほとんど食べない」、などの食行動を
とる頻度が低い傾向がみられた。また、肥満
者は「運動や食生活等の生活習慣を改善して

みようと思いますか」という質問に全員が「改
善するつもりである（おおむね ６ ヶ月以内）」
と回答しており、生活習慣の改善に意欲的で
はあるが、なかなか実行に移せないでいると
いう現状がうきぼりになった。また、野菜の

図 ３　朝食欠食率の比較（平成17年度国民健康・栄養調査報告との比較）

表 ９　�一人暮らし、家族暮らし別の栄養素毎のエネルギー摂取量およびエネルギー摂取比率
（PFC比）

一人暮らし（n=39） 家族暮らし（n=105） 
エネルギー摂取量（kcal） 1418±365＊ 1748±502

（1720） （1720）
　　蛋白摂取量（g） 45.1±13.8＊ 59.1±21.6

（63.6） （63.6）
　　脂質摂取量（g） 39.8±14.9＊ 53.2±23.1

（57.1） （57.1）
　　糖質摂取量（g） 212.3±49.0＊ 249.9±57.1

（229.6） （229.6）
PFC 比
　　タンパク質（％） 12.63±1.2＊ 13.3±1.7

（15.0） （15.0）
　　脂質（％） 24.8±4.7＊ 26.6±4.7

（29.4） （29.4）
　　炭水化物（％） 62.6±5.4＊ 60.1±5.7

（55.6） （55.6）

　　　　データは平均±標準偏差で示す。
　　　　（　　）内は平成18年度の国民健康・栄養調査報告による20歳～29歳の全国平均値

＊：家族暮らしと比較して有意差あり（p<0.05）
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摂取についても １ 日 １ 回以上は摂取しようと
しており、緑黄野菜摂取の必要性の認識はあ
ると考えられた。したがって、肥満者のこの
ような意欲を行動にうつすにはどのようなサ
ポートが必要か具体的に検討したい。
　女子学生144人のうち家族と同居して暮らし
ている者（自宅生）は105名（73%）、一人暮ら
しの者（下宿生）39名（27%）であった。栄養
調査では、エネルギー摂取量，たんぱく質摂
取量，脂質摂取量，糖質摂取量，およびビタ
ミン，ミネラル，食物繊維の摂取量について、
下宿生は自宅生と比較して有意に低値であっ
たことから、下宿生が食物をどこから、どの
ような形態で獲得しているかについての調査
が今後必要であると考えられる。特にコンビ
ニエンスストア（コンビニ）の利用、レトル
ト食品、調理食品、ファーストフードの利用
などについての調査が必要と考えられる11）。難
波ら12）によれば、10～30歳代のコンビニの利
用は90% 以上であり、その利用理由の第1位は
食事・おやつで、利用する者は利用していない
者に比べ、生活習慣、食生活、健康状況が良
好でないと報告している。また、佐々木ら13） 

によれば、18歳の22栄養関連学科女子新入生
1,813名を対象として , ほぼ入学直前の 1 ヵ月
間におけるコンビニエンスストアでの購入食
品数と栄養素・食品群摂取量の関連について検

討したところ、コンビニエンスストアでの購
入食品数が多い群ほど総エネルギー摂取量が
多く、カロテン摂取量が少ない傾向を認めた
と報告している。また、脂質の粗摂取量は総
エネルギー摂取量と共に増加したが、エネル
ギー調整値では有意な相関は認められなかっ
た。さらに、総エネルギー摂取量を調整した
食品群摂取量との関連においては菓子類と正
の、緑黄色野菜類と負の相関が顕著であった。

５ 　まとめ

　本学管理栄養学部 1 年生の身体計測、血液
検査成績、栄養調査について検討した。本学
の学生の体格、血液検査値、栄養摂取状況等
には大きな問題は認めなかったが、野菜の摂
取量不足が目立った。また、肥満者の食行動
について、改善意欲はみられるが、実行に移
されていない現状から、適切な介入が必要で
あると思われた。下宿生について全般に栄養
摂取不足が目立ち、今後、下宿生に対して食
生態について検討し、食事内容に関する意識
や食生活の改善に関する啓発・介入を図る必要
がある。

表10　一人暮らし、家族暮らし別のビタミン、ミネラル、食物繊維、などの摂取量

一人暮らし（n=39） 家族暮らし（n=105）
　　食塩相当量（g） 5.1±2.0＊ （9.4） 6.6±2.5 （9.4）
　　カルシウム（mg） 307±101＊（476） 458±418 （476）
　　　　鉄（mg） 4.6±1.6＊ （7.1） 6.3±2.3 （7.1）
　　ビタミン A（mgRE） 293±129＊（251） 445±230 （521）
　　ビタミン D（mg） 3.4±2.0＊ （6.3） 5.6±3.8 （6.3）
　　ビタミン B1 （mg） 0.47±0.20＊（1.10） 0.62±0.28（1.10）
　　ビタミン B2 （mg） 0.65±0.22＊（1.29） 0.94±0.63（1.29）
　　ビタミン C （mg） 39±26＊ （100） 60±37 （100）
緑黄色野菜摂取量（g） 40.0±32.9＊ 76.4±73.0
その他の野菜など（g） 49.8±23.3＊ 81.8±55.1
　　食物繊維（g） 6.8±2.3＊ （12.5） 9.3±3.6 （12.5）

　　　　　データは平均±標準偏差で示す。
　　　　　（　　）内は平成18年度の国民健康・栄養調査報告による20歳～29歳の全国平均値

＊：家族暮らしと比較して有意差あり（p<0.05）
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Current study was undertaken to assess anthropometric measure, blood chemistry and characteristics of food 

intake in students in school of nutritional sciences of our university. One hundred and seventy subjects (26men 

and 144 women) were enrolled in the present study. Dietary assessment was performed by food frequency 

questionnaire (FFQ). The frequency of obese students (BMI≧25) is 6.5%. In obese students, blood pressure 

and triglyceride were significantly higher, and HDL-cholesterol and adiponectin were lower than in students 

with normal BMI. Total energy intake was enough, but lower intake of vitamins, minerals, and dietary fibers 

were ingested in students of our university, compared with average intake in Japanese students. Students lodg-

ing alone apart from their family have lower intake of energy, vitamins, and minerals than those living with 

their family.
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